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７　遺構外出土遺物
（１）出土状況

　遺構外出土遺物は、台地部に存在する遺物包含層

である第２層（ローム漸移層）から出土したものを

主体とし、表土、近世遺構の遺構内出土のものを含

めて扱っている。包含層出土の土器は24，000点余

り、石器は製品・剥片を含め17，000点余りを数える。

（２）土器の分類

　型式別さらには紋様要素・紋様構成を主眼として、

以下のように分類を行った。

第Ⅰ群　草創期後半〜早期の土器

　第１類　撚糸紋土器

　　ａ種　井草式

　　ｂ種　稲荷台式

　　ｃ種　稲荷原式

　　ｄ種　東山式

　第２類　押型紋土器

　　ａ種　山形押型紋を施すもの

　　ｂ種　楕円押型紋を施すもの

　第３類　沈線紋土器

　　ａ種　田戸下層式

　　ｂ種　田戸上層式

　第４類　条痕紋土器

　　ａ種　鵜ヶ島台式

　　ｂ種　表裏条痕紋土器

第Ⅱ群　前期〜中期初頭の土器

　第１類　花積下層式

　第２類　諸磯ｂ式

　　ａ種　浮線を施すもの

　　ｂ種　集合沈線を施すもの

　第３類　諸磯ｂ式〜ｃ式の過渡的なもの

　第４類　諸磯ｃ式

　　ａ種　大波状突起をもつもの

　　ｂ種　口縁端部に刻みを付すもの

　　ｃ種　口縁部付近のみ貼付紋を施すもの

　　ｄ種　貼付紋を多用するもの

　　ｅ種　全面に地紋沈線を施すもの

　　ｆ種　縦位区画やモチーフが崩れたようなもの

　　ｇ種　地紋に条線を施すもの

　　ｈ種　縄紋地に貼付紋を施すもの

　　ｉ種　無紋地に貼付紋を施すもの

　　ｊ種　浮線や結節沈線を施すもの

　第５類　下島式

　　ａ種　棒状貼付紋を施すもの

　　　ａ１種　結節浮線を施すもの

　　　ａ２種　ヘラ切り浮線を施すもの

　　ｂ種　浮線により幾何学モチーフを描くもの

　　　ｂ１種　結節浮線を施すもの

　　　ｂ２種　ヘラ切り浮線を施すもの

　　ｃ種　結節沈線によりモチーフを描くもの

　　ｄ種　沈線によりモチーフを描くもの

　第６類　前期末葉の土器

　　ａ種　集合沈線を主紋様とし、印刻を施さない

　　　　　もの

　　ｂ種　集合沈線を主紋様とし、印刻を施すもの

　　ｃ種　押圧隆帯を施すもの

　　ｄ種　結節浮線と沈線を併用するもの

　　ｅ種　結節凹線を施すもの

　　ｆ種　縄紋地・無紋地に浮線を施すもの

　第７類　浮島・興津系土器

　　ａ種　貝殻紋を施すもの

　　ｂ種　沈線を施すもの

　　ｃ種　刺突を施すもの

　　ｄ種　縄紋原体圧痕を施すもの

　　ｅ種　折り返し状の肥厚口縁となるもの

　第８類　大木系土器

　　ａ種　大木５式

　　ｂ種　大木６式

　第９類　前期末葉から中期初頭の土器

　第10類　浅鉢

　第11類　縄紋施紋土器

　第12類　無紋土器

第Ⅲ群　中期前半〜後期の土器
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　第１類　勝坂式

　第２類　阿玉台式

　第３類　焼町土器

　第４類　加曽利Ｅ式

　第５類　称名寺式

　第６類　堀之内式

　第７類　加曽利Ｂ式

　第８類　高井東式

（３）土器の概要と分布

　包含層出土土器の時期別の内訳は、草創期後半61

点、早期36点、前期初頭59点、前期後半〜中期初頭

22，093点、中期前半17点、中期後半〜後期前半1，109

点である。前期後半〜中期初頭の時期が突出してい

るが、本遺跡での集落展開の時期と関係するといえ

よう。

　草創期後半撚糸紋系は61点出土しており、さらに

細別型式で見ると、井草式と思われる撚糸紋系でも

古い段階が50点、稲荷台式５点、稲荷原式３点、東

山式３点となる。分布はⅡ区を主体とし、Ⅲ，Ⅳ区

は散発的であるが、なかでも井草式はⅡ区に限られ

た分布を示す。その一方で、稲荷台式は１点がⅡ区

で４点がⅢ区、稲荷原式は１点がⅢ区で２点がⅣ区、

東山式はⅡ区のみといった具合に、型式毎に分布の

状況が異なることが看取される。

　早期は押型紋系８点、沈線紋系６点、条痕紋系22

点が出土しているが、すべてⅡ区からの出土である。

　前期初頭花積下層式は59点が出土しており、Ⅱ区

を主体としながらもⅢ区にも広がりを見せる。

　本遺跡で確認されたもっとも古い段階は草創期後

半撚糸紋系であり、早期、前期初頭と少数ながらも

Ⅱ区を中心とした分布が見られる。この時期に伴う

遺構は検出されていないが、Ⅱ区を舞台として何ら

かの行動が展開されていたことを物語っていよう。

　前期後半になると、分布の中心はⅢ区へと変化す

る。出土総数は、諸磯ｂ式（浮線系）74点、諸磯ｂ

式（沈線系）1，088点、諸磯ｃ式7，863点、諸磯ｂ式

かｃ式か判断しかねるもの1，716点、下島式376点で

ある。諸磯ｂ式の新しい段階からⅢ区を舞台に人々

の生活が展開されはじめ、諸磯ｃ式期にピークを迎

えているといえる。遺物分布図からもⅢ区の中心部

（諸磯ｂ式浮線段階）から、より外側（諸磯ｃ式期）

へと広がっていくことが理解できよう。下島式は諸

磯ｃ式の分布とほぼ一致するが、数量において客体

的といえるであろう。

　前期末葉期は、第６類ａ〜ｅ種と第６類ｆ種を分

離して分布状況をまとめた。分布図における前期末

葉とは第６類ａ〜ｅ種であり、総数1，120点が出土し

ている。調査区全域に分布が見られるが、Ⅱ区に分

布の中心が移っているといえる。Ⅱ−１号住居との

関連が考えられよう。縄紋地・無紋地浮線（第６類

ｆ種）となると、その傾向はさらに強くなる。縄紋

地・無紋地浮線は365点出土しているが、Ⅲ区での

出土はほとんど見られなくなり、Ⅱ区に集中するこ

とが看取される。

　浮島式、興津式については、小破片では両者の判

別が困難であるため、浮島・興津系として一括した。

ただし紋様要素による分類は、ある程度は可能であ

ったため、貝殻紋、沈線紋、刺突紋、原体圧痕の４

種の分類を試みた。浮島式の三角紋は、図版では刺

突紋に含めて掲載したが、興津式とは明確に区別で

きるため、分布図においては貝殻紋と合わせて数量

調査を行った。浮島式の三角紋は15点のみの出土で

あるが、２点がⅣ区出土である以外は、すべてⅢ区

から出土している。貝殻紋は554点、沈線紋・刺突

紋は517点、原体圧痕は107点であり、貝殻紋はⅢ区

を中心としてⅣ区、Ⅱ区南東部に広がり、沈線紋・

刺突紋は貝殻紋の分布域から、さらにⅡ区北部に広

がりを見せる。原体圧痕は貝殻紋、沈線紋・刺突紋

とは分布が異なる。Ⅱ区を中心とした分布となり、

前期末葉や縄紋地・無紋地浮線の分布に近い傾向が

看取される。

　大木系土器は、大木５式が59点、大木６式が83点

出土している。両者ともⅡ区からⅣ区にかけて、散

発的に分布するが、６式はⅡ区北部にまとまりがあ

るようにも見える。

７　遺構外出土遺物
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　前期末葉から中期初頭の土器は、いわゆる「松原

土器」〜五領ヶ台式の段階に比定しうる土器で総数

は356点である。分布はⅡ区を主体としており、前

期末葉や縄紋地・無紋地浮線の分布域と一致する。

　浅鉢は453点出土した。無紋のため型式認定はで

きないが、その多くは諸磯ｃ式段階と考えてよいも

のと思われる。分布についてもⅢ区を中心とした広

がりを見せ、諸磯ｃ式の分布域と一致する。

　縄紋施紋土器は総数4，363点出土している。内訳

は、結束羽状縄紋が351点、結節縄紋が371点、縦位

縄紋が80点で、それ以外の無節や単節、複節などが

3，561点である。結束羽状縄紋、結節縄紋はⅡ区を

主体とした分布を示し、縦位縄紋に至ってはⅡ区の

みの出土となる。

　中期前半は17点のみの出土であり、全域に散発的

に分布する。

　中期後半〜後期前半は、1，107点出土している。内

訳は、加曽利Ｅ式が784点、称名寺式が226点、堀之

内式が99点であり、加曽利Ｅ式がもっとも多い。分

布はⅡ区を主体とし、Ⅲ区、Ⅳ区へといくに従って

希薄になる傾向にある。

（４）石器の概要と分布

　石器は、包含層中から草創期初頭ととらえた石器

群10点、草創期後半〜後期前半のものが17，249点出

土した。

　草創期石器群の内訳は、尖頭器５点、有茎石鏃２

点、打製石斧３点であり、Ⅳ区を中心にⅢ区、Ⅵ区

からも出土している。石材別に見ると、尖頭器は黒

曜石２点、黒色安山岩２点、黒色頁岩１点であり、

有茎石鏃はチャートと黒色頁岩が１点ずつ、打製石

斧は黒色頁岩１点、黒色安山岩１点、ホルンフェル

ス１点となる。いずれも包含層中から出土している

が、草創期前半の土器は伴出していない。

　草創期後半〜後期前半の石器の内訳は、尖頭器２

点、石鏃447点、楔形石器313点、石錐66点、石匙11点、

スクレイパー 518点、礫器３点、スタンプ形石器８

点、打製石斧315点、磨製石斧２点、両面調整石器

４点、二次加工ある剥片259点、石核432点、原石41

点、砥石22点、磨石・敲石・凹石類187点、石皿24点、

台石・多孔石34点、剥片14，558点、垂飾２点、耳飾

１点である。出土土器全体に占める前期後半〜中期

初頭土器の割合が90％を超えることから、出土石器

の多くについても、前期後半〜中期初頭に比定する

ことができるであろう。

　石材別に見ると、石鏃は、黒曜石194点（43％）で

もっとも多く、チャート166点（37％）、黒色頁岩69

点（15％）、黒色安山岩11点（２％）、珪質頁岩５点

（１％）の順となる。楔形石器は黒曜石145点（46％）、

チャート150点（48％）で90％以上を占める。石錐は、

黒曜石30点（45％）、黒色頁岩18点（27％）、チャー

ト13点（19％）となる。スクレイパーは、黒色頁岩

が425点（82％）と突出し、黒色安山岩41点（８％）、

ホルンフェルス24点（５％）と続く。打製石斧は、

黒色頁岩が237点（75％）とスクレイパーと同じく突

出し、ホルンフェルス27点（８％）、黒色安山岩12

点（４％）となる。

　石鏃や石錐など小形の石器は、黒曜石、チャート

を主要な石材として利用する一方、スクレイパー、

打製石斧は黒色頁岩を多く利用することが顕著に表

れている。また剥片は、黒色頁岩が6，118点（42％）

ともっとも多く、黒曜石4，961点（34％）、チャート

1，653点（11％）、黒色安山岩1，452点（10％）と続く。

ただし包含層調査であるため、調査の性格上、黒曜

石やチャートの微細な剥片類は取り上げられていな

いであろうことを考慮すれば、黒曜石、チャートの

数量はさらに多かったと考えて差し支えないであろ

う。石核は、黒曜石170点（39％）、チャート96点（22

％）、黒色頁岩75点（17％）、黒色安山岩70点（16％）

となる。

　石器の分布については、スタンプ形石器、装飾品

を除き、調査区全域から出土しており、集落の展開

と関係しているといえよう。スタンプ形石器はすべ

てⅡ区及びⅥ区からの出土であり、草創期後半撚糸

紋土器の分布域と一致する。

Ⅱ　縄紋時代の調査



291

７　遺構外出土遺物

第214図　包含層遺物分布図（１）　
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第215図　包含層遺物分布図（２）
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７　遺構外出土遺物

第216図　包含層遺物分布図（３）
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第217図　包含層遺物分布図（４）
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７　遺構外出土遺物

第218図　包含層遺物分布図（５）
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第219図　包含層遺物分布図（６）
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７　遺構外出土遺物

第220図　包含層遺物分布図（７）
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第221図　包含層遺物分布図（８）
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７　遺構外出土遺物

第222図　包含層遺物分布図（９）
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第223図　包含層遺物分布図（10）
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７　遺構外出土遺物

第224図　包含層遺物分布図（11）
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第225図　包含層遺物分布図（12）
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７　遺構外出土遺物

第226図　包含層遺物分布図（13）
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（５）草創期後半〜早期の土器

第Ⅰ群　草創期後半〜早期の土器（第227図〜第229

図）

　本群土器の出土は少量であるため、区ごとに分け

ず、調査区全体から出土したものを一括してまとめ

た。だが、出土位置はほとんどがⅡ区であり、限ら

れた分布を示す。

第１類　撚糸紋土器（第227図１〜第228図31）

ａ種　井草式（第227図１〜21）

　１は口唇が肥厚する器形を呈す。口唇部、肥厚部、

器面全面にＲＬ縄紋を施紋する。２，３はＲＬ縄紋

を斜位施紋する。井草Ⅰ式に比定できよう。４はや

や内削ぎ状の口唇部形状をもち、口縁が緩く外反す

る器形を呈す。口縁部に１条の絡条体圧痕をめぐら

せ、器面には絡条体条痕を施す。口唇部にも絡条体

条痕を施すが一部転がしており、撚糸紋Ｒが確認で

きる。５は丸頭状口唇で、緩く外反する器形を呈す。

撚糸紋Ｒを縦位施紋する。口唇部にも施紋する。６

も５と同様の形態であるが、口唇部には施紋されな

い。撚糸紋Ｒを縦位、斜位に施紋する。７は丸頭状

口唇で、口縁が緩く外反する器形を呈す。絡条体条

痕を斜位に施し、口縁部の一部に細沈線を１条横位

に施す。８〜21は胴部破片で、すべて撚糸紋Ｒを縦

位施紋する。

ｂ種　稲荷台式（第228図22〜25）

　22，23は同一個体。やや条間隔の粗い撚糸紋Ｒを

縦位施紋する。24，25は、撚糸紋Ｌを縦位施紋する。

やはりａ種に比べて条間隔が粗い施紋となる。

ｃ種　稲荷原式（第228図26〜28）

　26は口縁部に凹みをめぐらせて口縁部無紋帯を形

成し、撚糸紋Ｒをまばらに施紋する。27，28は粗大

な撚糸紋Ｒをまばらに施紋する。

ｄ種　東山式（第228図29〜31）

　29，30は口縁部に１条の沈線をめぐらす。31は口

縁部に凹みをめぐらせて段を作出し、口縁が短く外

反する。

第２類　押型紋土器（第228図32〜40）

ａ種　山形押型紋を施すもの（第228図32〜35）

　32は山形押型紋を横位施紋する。口唇部にも同様

に施紋する。33〜35は山形押型紋を縦位帯状施紋す

る。樋沢式に比定できよう。

ｂ種　楕円押型紋を施すもの（第228図36〜40）

　36〜39は同一個体と思われる。微小な楕円押型紋

を施紋する。36の破片上端に細かな横位刺突列が見

られる。施紋方向は判然としないが、まばらに施紋

しているようである。40も36〜39と同様な、微小な

楕円押型紋を施紋する。横位まばらに施紋している

ように見えるが、判然としない。

第３類　沈線紋土器（第228図41〜46）

ａ種　田戸下層式（第228図41〜44）

　41は横位、斜位に沈線を施す。42，44は横位に沈

線を施す。43は横位に沈線を施し、半截竹管による

刺突を施す。

ｂ種　田戸上層式（第228図45，46）

　45，46は同一個体。横位に沈線を施し、沈線間に

貝殻腹縁紋を押捺する。46の破片上端に貼瘤あるい

は隆線のような隆起帯が確認できる。胎土に微量で

はあるが繊維を含む。

第４類　条痕紋土器（第228図47〜第229図53）

ａ種　鵜ヶ島台式（第228図47〜第229図50）

　47は内削ぎ状の口唇部形状を呈す。沈線により三

角形状に区画し、区画内に半截竹管外皮による刺突

を充填施紋する。48は波状口縁で、波底部が内湾す

る器形を呈す。沈線により襷紋を描き、交点に円形

刺突、区画内に太沈線を充填施紋する。口縁外面に

刻みを付す。49も48と同様の紋様構成となる。50は

区画紋としての横位隆線をめぐらす。

ｂ種　表裏条痕紋土器（第229図51〜53）

　51〜53は内外面に縦位や斜位など、不規則に条痕

を施す。ａ種に伴うものであろう。
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第227図　遺構外出土草創期後半〜早期土器（１）
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第228図　遺構外出土草創期後半〜早期土器（２）



49 50

51

52

53

307

（６）Ⅱ区出土土器

第Ⅱ群　前期〜中期初頭の土器

第１類　花積下層式（第232図６〜15）

　６は小突起をもつ口縁部破片で、波頂部から隆線

を垂下させる。７〜15は胴部破片。15は底部に近い

部位と思われ、やや内湾する。すべてに繊維を含み、

０段多条の縄紋を施紋する。

第２類　諸磯ｂ式（第232図16〜24）

ａ種　浮線を施すもの（第232図16）

　16はＲＬ縄紋を地紋とし、斜位に刻みを付した浮

線を３条１単位として横位にめぐらす。

ｂ種　集合沈線を施すもの（第232図17〜24）

　17は内折する口縁部形状を呈す。横位集合沈線を

施す。18〜22は胴部破片で、集合沈線による横帯構

成となる。21は横位集合沈線間に斜位の集合沈線を

充填施紋する。22は集合沈線ではなく、平行沈線を

施す。23は頸部の屈曲する部位で、横位集合沈線間

に縦位、Ｘ字状の集合沈線を充填施紋する。24は底

部破片である。ＲＬ縄紋を地紋とし、横位集合沈線

を帯状施紋する。

第３類　諸磯ｂ式〜ｃ式の過渡的なもの（第232図25）

　25は緩く内折する器形を呈し、集合沈線を横位に

施す。小波状口縁になるようだ。

第４類　諸磯ｃ式（第230図１，２，第232図26〜第

234図78）

ｃ種　口縁部付近のみ貼付紋を施すもの（第230図

１，第232図26〜37）

　１は口径31．3㎝、現存器高34．5㎝を測る。口縁下

と底部付近に横位集合沈線を施して１帯の幅広の紋

様帯を区画。紋様帯内に平行沈線による斜格子目紋

を施す。縦位に垂下させた後、斜位に施している。

全周に施紋するが、明確な縦の分帯は認められない。

口縁部に貼付紋を貼付する。本種の典型的な紋様構

成とはいえず、ｅ種との関連も指摘できよう。26は

７　遺構外出土遺物

第229図　遺構外出土草創期後半〜早期土器（３）
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口縁端部に、２段にわたって半截竹管内皮による刺

突をめぐらす。口縁下に横位集合沈線を施して区画、

区画内に弧状の集合沈線を施す。口縁部に貼付紋を

縦位に貼付する。27は口縁下に横位集合沈線を施し

て紋様帯を区画、紋様帯内は縦位、レンズ状の集合

沈線を施す。口縁部の横位集合沈線帯上に縦位の貼

付紋と、半截竹管内皮による刺突を施したボタン状

貼付紋を貼付する。28は口縁下に横位集合沈線を施

して区画、区画内に縦位集合沈線を施す。口縁部の

横位集合沈線帯上に貼付紋を貼付する。29は区画紋

としての横位集合沈線を施さず、口縁下から斜位の

集合沈線を施しており、ｅ種に近い。口唇部に貼付

紋を貼付する。30は緩く内湾する器形を呈す。横位

集合沈線によって幅狭な口縁部紋様帯を区画、口縁

部紋様帯内は斜位の集合沈線を充填施紋する。口唇

部、口縁部内面に貼付紋を貼付する。31〜36は胴部

破片。31〜33は縦位、斜位、レンズ状の集合沈線を

施す。34は斜位や弧状の集合沈線を施す。平行沈線

があまりまとまりをもたず、独立したようにも見え

ることからｇ種に近いといえるかもしれない。35，

36は平行沈線による斜格子目紋を施す。35には区画

紋としての横位集合沈線が見られる。37は底部破片。

ＬＲ縄紋を地紋とし、横位集合沈線を施す。

ｄ種　貼付紋を多用するもの（第233図38〜51）

　38は緩く外反する器形を呈し、横位集合沈線を施

して、棒状貼付紋を貼付する。また口縁内面を肥厚

させ、肥厚部に斜位の集合沈線と貼付紋を施す。39

も同様の構成となる。40は斜位の集合沈線を施し、

縦位棒状、耳たぶ状、ボタン状貼付紋を貼付する。

41〜43は口縁部紋様帯の部位。41は横位集合沈線を

施して、縦位棒状、２個一対のボタン状貼付紋を貼

付する。42は横位集合沈線を施して、長めの棒状貼

付紋を貼付する。43は斜位気味に集合沈線を施して、

棒状、ボタン状貼付紋を貼付する。44，45は頸部の

屈曲する部位。44は口縁部紋様帯に斜位の集合沈線

を施して棒状貼付紋を貼付し、屈曲部にボタン状貼

付紋を貼付する。45は口縁部紋様帯に横位集合沈線

を施し、胴部紋様帯は縦位集合沈線、屈曲部に貼付

紋を施す。46〜50は胴部紋様の部位。46は縦位区画

や斜位の集合沈線を施して貼付紋を貼付する。47は

縦位鋸歯状に集合沈線を施し、貼付紋を貼付する。

48はＸ字状のモチーフを集合沈線で描き、貼付紋を

貼付する。胴部下半の部位と思われ、Ｘ字状モチー

フは下島式のモチーフといってもよいかもしれない。

49，50は同一個体。斜位に集合沈線を施し、小さめ

のボタン状貼付紋を密集するように貼付する。この

貼付紋は下島式の貼付紋といえる。51は推定底径9．6

㎝を測る底部破片。鋸歯状に集合沈線を施し、ボタ

ン状貼付紋を貼付する。　　

ｅ種　全面に地紋沈線を施すもの（第233図52〜56）

　52は丸頭状の口唇部形状を呈す。弧状の集合沈線

を帯状施紋する。53は口縁下から斜位に集合沈線を

施す。54は緩く外反する器形を呈す。斜位に集合沈

線を施し、口唇部にも同様に施紋する。内面に貝殻

条痕と思われる条痕が見られる。55は縦位鋸歯状に

集合沈線を施し、２個一対の貼付紋を貼付する。56

は縦位鋸歯状に集合沈線を施す。

ｆ種　縦位区画やモチーフが崩れたようなもの（第

233図57〜第234図65）

　57，58は同一個体で緩く屈曲する器形を呈す。平

行沈線を斜位にやや乱雑に施紋し、貼付紋を貼付す

る。59は緩く内湾する器形を呈す。平行沈線を垂下

させて縦位区画するが、区画線を意識せずにやや乱

雑に斜位の集合沈線を施す。60は横位鋸歯状に集合

沈線を施す。61は斜位に集合沈線を施す。62は縦位

鋸歯状に集合沈線を施す。63は斜位、弧状の沈線を

施し、２個一対のやや大振りなボタン状貼付紋を貼

付する。64は縦位、レンズ状の集合沈線を施す。紋

様帯を区画する横位集合沈線は施されず、開放され

ている。65は底部破片。斜位にまばらに沈線を施す。

ｈ種　縄紋地に貼付紋を施すもの（第230図２，第

234図66〜70）

　２は緩く内湾する器形を呈す。全面に単節ＲＬ縄

紋を横位施紋し、貼付紋を貼付する。口縁下からや

や斜位気味に、半截竹管内皮の刺突を施した浮線が

２条垂下する。結節浮線の類と考えられるが、下島



309

７　遺構外出土遺物

式のような整ったものではない。ｊ種との関連も強

いといえよう。66は単節ＲＬ縄紋を横位施紋し、口

縁下に２個一対のボタン状貼付紋を貼付する。この

貼付紋は断面コの字状で厚みがある。口唇部に半截

竹管による刻みを付す。67は単節ＲＬ縄紋を横位施

紋し、棒状貼付紋を貼付する。68，69は同一個体。

単節ＲＬ縄紋を横位施紋し、貼付紋を貼付する。70

は単節ＲＬ縄紋を横位施紋し、棒状貼付紋を貼付す

る。

ｉ種　無紋地に貼付紋を施すもの（第234図71）

　71は内湾する器形を呈す。口縁部に貼付紋を貼付

する。

ｊ種　浮線や結節沈線を施すもの（第234図72〜78）

　72は横位集合沈線を施して幅狭な口縁部紋様帯を

画し、口縁部紋様帯に斜位の集合沈線を充填施紋す

る。口唇部を肥厚させて貼付紋を施すとともに、半

截竹管内皮の刺突を施した隆線を３条貼付する。73

はくの字状に内折する口縁部破片。横位集合沈線を

施して貼付紋を貼付することは諸磯ｃ式と変わらな

いが、口縁部に半截竹管内皮の刺突を施した高さの

ある隆線を３条貼付する。74は斜位に集合沈線を施

して貼付紋を貼付する。その貼付紋を囲むように、

半截竹管内皮の刺突を施した隆線を弧状に貼付する。

72〜74は半截竹管内皮の刺突を施した隆線と表現し

たように、いずれも結節浮線と呼べるようには整っ

ていない。75は縦位、斜位に集合沈線を施し、半截

竹管内皮の刺突を施した貼付紋を斜位に貼付する。

76〜78は同一個体。くの字状に内折する器形で、緩

やかな波状口縁となるようだ。口縁部に斜位の集合

沈線を施し、横位多段に結節浮線を貼付する。

第５類　下島式（第234図79〜第235図110）

ａ１種　棒状の結節浮線を施すもの（第234図79〜

82）

　79は波状口縁を呈す。地紋に横位、斜位の集合沈

線を施し、波頂部下から半截竹管内皮の刺突を施し

た隆線を３条垂下させる。結節浮線と呼べるもので

はなく第４類ｊ種と同様な隆線であるが、波状口縁

を呈すことや地紋の集合沈線が下島式の様相に近い

ことから本種に含めた。80は斜位に集合沈線を施し、

粗めの結節浮線を２条貼付する。81は緩くくの字状

に外反しており、胴部で屈曲する器形を呈すと思わ

れる。屈曲部に横位２条の結節浮線をめぐらせ、ま

た紋様帯も屈曲部で上下に区画される。上位の紋様

帯は集合沈線により、斜位あるいは曲線状のモチー

フを描く。下位の紋様帯は縦位鋸歯状の集合沈線を

施し、縦位３条の結節浮線を貼付する。82はＸ字状

の集合沈線を施し、複数条の縦位結節浮線を貼付す

る。Ｘ字の中心付近に２個一対の貼付紋を貼付する。

ａ２種　棒状のヘラ切り浮線を施すもの（第234図

83）

　83は横位、斜位の集合沈線を施し、縦位４条のヘ

ラ切り浮線を上下にわたって貼付する。浮線間には

２個一対のボタン状貼付紋を貼付する。

ｂ１種　結節浮線により幾何学モチーフを描くもの

（第234図84〜第235図102）

　84は波状口縁で、波頂部下に結節浮線により対弧

状モチーフを描く。85，86も波状口縁で、波頂部下

に渦巻紋を描くと思われる。86には浮線間の間隙に

２個一対のボタン状貼付紋を貼付する。88〜90は同

一個体。波状口縁で波頂部下にはレンズ状紋、渦巻

紋、鋸歯状紋が描かれる。87，91は対向する渦巻紋

の連結部と思われる。92〜96には渦巻紋が描かれる。

97は緩く屈曲する器形を呈す。屈曲部上に渦巻紋を

施す。98は横位に連結する弧状モチーフを描く。99

は横位や横位レンズ状モチーフを描く。間隙にボタ

ン状貼付紋を貼付する。100〜102は底部破片。100

は弧状のモチーフを描き、間隙にボタン状貼付紋を

貼付する。101は横位鋸歯状紋を描く。102は横位に

結節浮線をめぐらす。

ｃ種　結節沈線によりモチーフを描くもの（第235

図103〜107）

　103は波状口縁を呈す。縦位、斜位のモチーフを

描く。竹管のＣの部分をあまり意識せずに施紋され

ているので、結節沈線というよりは半截竹管内皮に

よる押し引きといった方が適当かもしれない。104
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は渦巻紋、105はレンズ状や弧状のモチーフを描く。

106は胴部下半の部位と思われ、縦位やＸ字状のモ

チーフを描く。107も横位結節沈線によって区画さ

れることから、胴部下半の部位と思われる。集合結

節沈線により、縦位区画や縦位鋸歯状紋を描く。

ｄ種　沈線によりモチーフを描くもの（第235図108

〜110）。主に胴部下半の部位と考えられる。

　108は集合沈線による横位連弧状モチーフを描く。

109，110は同一個体。集合沈線によりＸ字状や弧状

のモチーフを描く。底部は外に張り出す器形を呈す。

第６類　前期末葉の土器（第231図４，第235図111

〜第238図209）

ａ種　集合沈線を主紋様とし、印刻を施さないもの

（第231図４，第235図111〜第236図136，147）

　４は波状口縁を呈し、対向する連弧状集合沈線を

重畳するものである。弧状の集合沈線を上向きから

途中で下向きに転換させて、接点にレンズ状紋を横

位に連続させる。本種の典型例である。111は逆の

の字状のモチーフを描く。口唇部に貼付紋を貼付す

る。112も同様のモチーフを描くが、渦巻の中心に

ボタン状貼付紋を貼付する。113は集合沈線により

横位区画し、鋸歯状紋などの幾何学状モチーフを描

く。間隙にボタン状貼付紋を貼付する。114は112，

113と似たモチーフが描かれるが、下半には平行沈

線により縦位分割した後、凸状の連弧状集合沈線が

描かれる。縦位分割線は渦巻紋の部位にもつながっ

ており、上位から引かれている。115は波状口縁で、

対向する連弧状集合沈線を施す。口唇外面がやや肥

厚する。116，117は波状口縁を呈し、波頂部下に縦

位レンズ状紋を描く。118，120は凸状の連弧状沈線

の部位で、118は口唇部が肥厚する。119は波底部の

部位で、弧状の集合沈線を組み合わせたモチーフを

描く。121は波頂部下あるいは波底部下と思われ、

反する連弧状紋に縦位集合沈線を充填する。122は

口縁部紋様帯下端の部位と思われる。横位集合沈線

により紋様帯を区画し、上位に凹状の連弧状集合沈

線、下位に斜位の集合沈線を描く。下位の紋様帯の

間隙にボタン状貼付紋を貼付する。123は緩く屈曲

する器形を呈し、その屈曲部に横位集合沈線を施し

て紋様帯を区画する。紋様帯内には凹状の連弧状集

合沈線が描かれており、口縁部紋様帯の下端の部位

と考えられよう。124は同心円状モチーフを複数描き、

モチーフ間に菱形に集合沈線を埋めている。125は

横位集合沈線によって区画した紋様帯内に同心円状

のモチーフを描く。126〜128は同一個体。横位集合

沈線により紋様帯を区画し、口縁部紋様帯に同心円

状モチーフ、胴部紋様帯に横位鋸歯状の集合沈線を

施す。同心円紋間に横位やＶ字状の集合沈線を埋め

ている。129は同心円状と思われるモチーフ間にＶ

字状の集合沈線を施す。130は口縁部紋様帯下端の

部位で、横位集合沈線によって紋様帯を区画し、口

縁部紋様帯に連弧状集合沈線、胴部紋様帯に縦位鋸

歯状の集合沈線を施す。131はワラビ手状のモチー

フを描き、間隙に横位鋸歯状集合沈線を施す。132

は横位鋸歯状に集合沈線を施す。133は平行沈線を

横位にめぐらせて区画し、横位鋸歯状集合沈線を複

数段施す。134〜136はヘラ切り沈線を施すものであ

る。134は波状口縁を呈し、凸状の連弧状集合沈線

を施す。135，136は同一個体。対向する渦巻紋を描

くようであるが、ヘラ切りの手法によって左右の渦

巻紋の印象が異なっている。口縁端部に刻みを付す。

147は底部が張り出す器形を呈し、横位集合沈線に

よって紋様帯を区画する。底部の紋様帯には矢羽根

状の集合沈線を充填施紋する。胴部紋様帯は下端の

みであるが、斜位の集合沈線が確認できる。

ｂ種　集合沈線を主紋様とし、印刻を施すもの（第

236図137〜146，148〜第237図167）

　137は折り返し状の肥厚口縁をもつ波状口縁で、下

端を三角形状に彫り取っている。波頂部に刻みを付

す。138も波状口縁で口縁を肥厚させ、下端を三角

形状に彫り取ることによって鋸歯状紋を作出する。

口縁に沿って肥厚部に集合沈線を施す。139も138と

同様の手法で口縁部に鋸歯状紋を作出する。曲線状

や斜位の集合沈線を施し、モチーフの間隙に印刻を

施す。140は同心円状のモチーフを描き、同心円の
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内部やモチーフの間隙に印刻を施す。141は入り組

み状の同心円紋を描き、印刻を施す。142〜144は横

位鋸歯状に集合沈線を施し、印刻を施す。145は縦

位集合沈線間に縦位鋸歯状集合沈線を施し、印刻を

施す。縦位集合沈線は一部弧を描いていることから

曲線状モチーフとなり、鋸歯状集合沈線はモチーフ

間を埋める構成なのかもしれない。146は縦位、縦

位鋸歯状に集合沈線を施し、印刻を施す。148は推

定底径12．4㎝を測る。横位集合沈線を施して紋様帯

を区画。底部紋様帯は縦位鋸歯状の集合沈線を充填

施紋する。胴部紋様帯は横位鋸歯状に集合沈線が施

されるようで、下端に三角形状の印刻が確認できる。

149，150は同一個体。口縁部の無紋帯を残し、平行

沈線を数条施して、爪形状工具によるヘラ切りを施

す。その下に三角印刻による鋸歯状紋をめぐらせ、

以下に同様の紋様を重畳させるが、２段目の鋸歯状

紋は粘土帯を貼付してから鋸歯状に彫り取っている

ため、肥厚している。151は横位に集合沈線を施し、

印刻による鋸歯状紋をめぐらす。152〜154は同一個

体。口縁下に鋸歯状紋を施し、集合沈線により弧状、

円状のモチーフを施す。余白部に印刻を施す。155

〜162は横位集合沈線により区画し、紋様帯内に同

心円状モチーフを描く。161は横位集合沈線により

区画し、紋様帯内にＵ字状のモチーフを施す。Ｕの

内部に印刻を施す。162から胴部下半は単節ＲＬ縄

紋を横位施紋している。胎土に石英粒、金雲母を含

み、異質な印象を受ける。163〜166は結節沈線を施

すが、押し引きの間隔が粗い。163，165は余白部に

印刻を施す。166は結節沈線間に印刻による鋸歯状

紋を施す。164も欠損して判然としないが、結節沈

線の脇に印刻による鋸歯状紋を施すようである。167

はヘラ切り沈線により縦位レンズ状紋を描く。レン

ズ状紋の内部に印刻による鋸歯状紋を施す。

　149〜167は本種に含めたが、施紋手法や紋様構成、

胎土など、他のものとは異質な印象を受ける。149

〜162については集合沈線と記述したが施紋の深い

ものが多く、半隆起線といっても差し支えないもの

である。162には胴部下半に縄紋が施紋されている

ことから、これらの土器群は北陸地方の福浦上層式

の様相に近いといえよう。また163〜167の結節浮線

も特異である。やはり北陸地方の鍋屋町式の様相に

近いといえよう。

ｃ種　押圧隆帯を施すもの（第237図168〜174）

　168はⅡ−１号住居17と同一個体。直線的に開く

器形で口縁がくの字状に内折する。押圧隆帯を２条

めぐらせ、２条目の下に沈線を沿わせている。内折

部には素浮線を斜位に貼付する。胎土に石英粒を含

む。169，170は同一個体。口縁が内折する器形を呈

し、内折部に素浮線を貼付する。口縁部に間隔を空

けて２条の押圧隆帯をめぐらす。器壁は薄い。171

は緩く外反する器形を呈す。押圧隆帯を２条めぐら

せ、隆帯下に平行沈線を沿わせている。172も同様

の構成となる。胎土に石英粒、金雲母を含む。173

は押圧隆帯の下に斜位に隆線を施している。胎土に

石英粒と金雲母を含み、異質な印象である。174は

半截竹管による刺突を２段めぐらす。欠損している

が、破片上端に内折する痕跡が観察できる。174は

隆帯上位の口縁部紋様ととらえ、本種に含めた。

ｄ種　結節浮線と沈線を併用するもの（第237図175

〜178）

　本種はｃ種の押圧隆帯を結節浮線に置換したもの

ととらえることができ、ｆ種よりｃ種に近いと考え、

ｆ種とは分離した。

　175は緩く外反する器形を呈す。結節浮線を２条

めぐらせ、浮線下に平行沈線を沿わせる。176は175

と同様の構成となるが、平行沈線が弧状になってい

る。177は緩く外反する器形を呈す。結節浮線を挟

むように上下に沈線を施す。

ｅ種　結節凹線を施すもの（第237図178〜182）

　178は口縁が内折する器形を呈す。屈曲部を肥厚

させて口唇部紋様帯を明瞭にし、口唇部紋様帯と口

縁部紋様帯にそれぞれワラビ手状の隆線を貼付する。

隆線に沿って結節凹線を施す。胎土に金雲母を含む。

179は波状口縁を呈し、剥落しているが口縁部に折

り返しによる段があったことが確認できる。結節凹

線により弧状などのモチーフを描く。180は179と
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同一個体。結節凹線により渦巻状モチーフを描く。

181は隆線を貼付し、結節凹線を施す。結節凹線の

上からＶ字状に沈線を施す。182は底部破片で、結

節凹線を施した上から曲線状の太沈線と三角形状の

印刻を施す。

ｆ種　縄紋地・無紋地に浮線を施すもの（第238図

183〜209）

　183は折り返しによる中空口縁を成形し、折り返

し部に４条、区画紋として１条の結節浮線を横位に

施して、紋様帯内は内外面ともに結節浮線を鋸歯状

に貼付する。外面余白部には透かしを施す。184は

箱状突起の内折する部位と思われる。結節浮線を口

縁に沿って１条沿わすとともに鋸歯状に施す。183，

184は真脇式であろう。185は波状口縁で内湾する器

形を呈す。口縁に沿って結節浮線を２条、横位に２

条施して素浮線を波状に施す。内面に段を有する。

186は平口縁でＲＬ縄紋を施し、半截竹管内皮によ

る刺突を施した浮線を曲線状に貼付する。187は複

合口縁でくの字状に緩く外反する器形を呈す。単節

ＲＬ縄紋を施し、結節浮線を横位に貼付する。188

はキャリパー状の器形を呈すと思われ、波状口縁で

口縁は内湾する。地紋に単節ＲＬ縄紋を施し、口縁

に沿って４条、波頂部下に円状に結節浮線を施す。

189は外に開く器形を呈し、口縁が短く内折する。単

節ＬＲ縄紋を地紋とし、結節浮線を間隔を空けて横

位多段に貼付する。口縁内折部の内面にも結節浮線

の貼付が見られる。190は外に開く器形を呈し、結

節浮線を横位多段に貼付する。最下段の結節浮線の

下に、縦位に垂下する結節浮線が確認できる。地紋

に単節ＬＲ縄紋を施すが、上部には地紋施紋は見ら

れない。191も外に開く器形を呈す。単節ＬＲ縄紋

を地紋とし、結節浮線を横位多段に貼付する。192

〜194は同一個体。単節ＲＬ縄紋を地紋とし、結節

浮線を縦位、菱形状、鋸歯状に貼付する。195〜200

は縦位に結節浮線を貼付するもので、胴部紋様帯の

部位と考えられる。198は胎土に石英、金雲母を含

む。200は胴部下半が張り出す器形と思われ、屈曲

部下は無紋となる。201，202は縄紋地に素浮線を施

している。201は内湾する口縁形状を呈す。単節Ｒ

Ｌ縄紋を地紋とし、口縁に沿わせて１条横位に、そ

の下に波状に２条の素浮線を貼付する。202は外反

する器形を呈し、縦位に素浮線を貼付する。203〜

208は無紋地に結節浮線を施す。203は内面にくの字

状の緩い屈曲部をもち、折り返し状の肥厚口縁を呈

す。結節浮線を横位、斜位に施し、余白に素浮線を

貼付する。口唇部にボタン状貼付紋を並べて貼付す

る。204は横位に３条の結節浮線を貼付し、その上

に鋸歯状の素浮線を貼付する。205は尖頭状口唇の

口縁部破片で、直立する器形を呈す。口縁部に浅い

彫り込み部を設け、結節浮線を２条めぐらす。206

はやや幅広の結節浮線を３条横位にめぐらす。口縁

は内折するようであり、一部口縁に向かって隆線を

貼付する。207，208は結節浮線を間隔を空けて横位

に複数条施す。209は尖頭状口唇を呈す。刻みを施

した隆線を３条横位にめぐらせ、隆線下に半截竹管

による刺突を縦位に施す。

第７類　浮島・興津系土器（第238図210〜第240図

257）

ａ種　貝殻紋を施すもの（第238図210〜第239図222）

　210〜216はロッキングを施す。211はロッキング

を施した上から斜位に沈線を施す。215，216は同一

個体。ロッキングを施した後、弧状の沈線を施す。

217は貝殻の先端圧痕を多段に施す。218，219は同

一個体。小波状口縁で頸部がすぼまり胴部が膨らむ

器形を呈す。細沈線を帯状に施し、沈線間に貝殻の

先端圧痕を充填施紋する。220は緩く外反する器形

を呈す。口縁下に縦位短沈線帯を設け、貝殻腹縁紋

を帯状に施紋する。221，222は同一個体。波状口縁

で、頸部で外側に屈曲する器形を呈す。屈曲下まで

貝殻腹縁紋を横位、斜位に施し、以下、単節ＬＲ縄

紋を横位施紋する。口唇部に半截竹管によると思わ

れる刺突を施す。

ｂ種　沈線を施すもの（第239図223〜229）

　223は小波状口縁で頸部ですぼまる器形を呈す。

口縁部に短沈線帯を施し、沈線下には刺突列を施す
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ようだ。224は小突起状の張り出し部をもつ波状口

縁。平行沈線による楕円状や弧状のモチーフを描く。

225は口縁が内湾する器形を呈し、球胴形に近い器

形になると思われる。平行沈線を弧状にやや乱雑に

施す。口唇部に鋸歯状の隆線を貼付し、貝殻腹縁圧

痕を施す。隆線を貼付しない口唇部には半截竹管内

皮による刺突を施す。226，227は同一個体。波状口

縁を呈し、口縁に沿って半截竹管の刺突をめぐらす。

平行沈線によるモチーフを描き、貼付紋を貼付する。

波頂部下はやや大きめの貼付紋を貼付する。228は

小波状口縁を呈し、口唇部が肥厚する。肥厚部に半

截竹管内皮による刺突を２条めぐらす。平行沈線を

円状に施し、間隙に刺突を施す。229は波状口縁で、

折り返し状の肥厚口縁を呈す。斜位に平行沈線を施

し、肥厚部に半截竹管内皮による刺突を施す。

ｃ種　刺突を施すもの（第239図230〜243）

　230は波状口縁で、折り返し状の肥厚口縁を呈す。

肥厚部に半截竹管内皮による刺突列を施す。231，232

は同一個体。平行沈線で縦位レンズ状のモチーフを

描き、沈線間に刺突を充填する。一見すると結節沈

線に見えるが、押し引きではなく沈線を施してから

刺突を充填させている。余白にも刺突を施す。233，

234も同一個体。半截竹管や先端が三角形状の刺突

を多段に施す。235は内湾する器形を呈す。平行沈

線を斜位に施し、口端に半截竹管内皮による刺突を

施す。236は半截竹管内皮による刺突列を縦位に施

す。237は内湾する様子から球胴形の器形になると

思われる。横位刺突列で区画し、上位は縦位、斜位

に刺突列を充填させ、下位は平行沈線を縦位に充填

させる。区画紋上にボタン状貼付紋を施す。238は

斜位にやや乱雑に平行沈線や刺突を施す。239は半

截竹管外皮による半円形の刺突を多段に施す。240

は抉るような刺突を横位に施す。241も粘土がめく

れあがるような刺突を横位多段に施す。242も241と

同様な刺突を多段に施す。243は刺突列を横位にめ

ぐらす。

ｄ種　縄紋原体圧痕を施すもの（第239図244〜第240

図256）

　244〜248は素口縁のものである。244，245は同一

個体。口縁部に２条の原体圧痕を施し、間に梯子状

に縦位に押捺する。さらに下には鋸歯状に圧痕を施

す。246は波状口縁で外反する器形を呈す。波頂部

下に円形の隆線を貼付し、口縁に沿って原体圧痕を

３条めぐらす。以下は単節ＬＲ縄紋を横位施紋する。

247も波状口縁を呈す。口縁に沿って原体圧痕を３

条施し、以下、単節ＲＬ縄紋を横位施紋する。248

も波状口縁を呈すが、緩く内湾する器形を呈す。口

縁に沿って原体圧痕を３条施す。249〜256は折り返

し状の肥厚口縁となるものである。249は波状口縁

を呈し、肥厚部に２条の原体圧痕をめぐらす。肥厚

部下にも１条横位に見られる。胎土に金雲母を含

む。250は肥厚部に２条の原体圧痕をめぐらせ、肥

厚部下に縦位、鋸歯状に原体圧痕を施す。251は肥

厚部の下端はあまり明瞭に残されてはいないが、比

較的幅広に成形している。この肥厚部が紋様帯とな

っており、原体圧痕を２条ずつ横位にめぐらせた間

に、斜位に充填施紋する。口唇部には原体を押捺す

ることによる深めの刻みが付される。内面には指頭

によると思われる凹凸が顕著に認められる。252は

幅広の肥厚帯を成形し、施紋域とする。口縁下に原

体圧痕を２条めぐらせ、以下は斜位に充填施紋する。

原体圧痕を施した後、無作為的に短沈線を斜位、弧

状に施す。また部分的に爪形状の刺突を充填させる。

肥厚部下は結節ＲＬ縄紋を横位施紋する。内面には

指頭によると思われる凹凸が認められる。253は肥

厚部に２条横位に、肥厚部下に斜位に原体圧痕を施

す。254は肥厚部に単節ＲＬ縄紋を横位施紋した後、

原体圧痕を３条めぐらす。肥厚部に指頭によると思

われる凹みが認められる。255は幅広の肥厚帯に横

位、曲線状に原体圧痕を施す。256は肥厚部の下端

の部位で、一部分を鋸歯状に彫り取っている。Ｖ字

状あるいは鋸歯状に原体圧痕を施す。

ｅ種　折り返し状の肥厚口縁となるもの（第240図

257）

　257は波状口縁を呈し、折り返し状の段が２段認

められる。それぞれ下端を鋸歯状に彫り取っている。
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第８類　大木系土器（第240図258〜280）

ａ種　大木５式（第240図258〜266）

　258は無節Ｌｒ縄紋を地紋とし、太めの波状貼付

紋を貼付する。口縁は細かい単位の波状となるよう

だ。259は単節ＬＲ縄紋を地紋とし、波状貼付紋を

縦位に貼付する。貼付紋にも縄紋を押捺する。260

は波状口縁を呈す。単節ＲＬ縄紋を地紋とし、波頂

部下に大振りなボタン状貼付紋、胴部に小さいボタ

ン状貼付紋、口縁に沿って波状素浮線を貼付する。

261，262は同一個体。斜位に集合沈線を施し、波状

素浮線、ボタン状貼付紋を貼付する。263は単節Ｒ

Ｌ縄紋を地紋とし、鋸歯状沈線を複数段めぐらす。

264は緩く外反する器形を呈す。単節ＲＬ、ＬＲの

結束羽状縄紋を横位施紋し、口縁下に太めの波状貼

付紋をめぐらす。265は折り返し状の肥厚帯を成形

し、肥厚部にボタン状貼付紋を貼付する。肥厚部下

に鋸歯状沈線を施す。口唇部に刻みを付す。266は

折り返し状の肥厚帯をもち、下端に刺突を加えてい

る。肥厚帯下は単節ＲＬ縄紋を施した上から押し引

き状の刺突列を４条めぐらせる。口唇部に鋸歯状隆

線を貼付する。

ｂ種　大木６式（第240図267〜280）

　267は太沈線を横位、斜位に施す。口唇部に同一

工具による刻みを付す。268はくの字状に屈曲する器

形を呈し、太沈線を横位、斜位に多段に施す。269

は太沈線による鋸歯状紋を２段めぐらせ、間隙に細

沈線によって菱形紋を描く。270も鋸歯状紋を横位

にめぐらす。271は横位に結節沈線を数段重ね、結

節沈線間に鋸歯状平行沈線を施す。結節沈線下は単

節ＬＲ縄紋を横位施紋する。272は太沈線によるモ

チーフを描き、以下、単節ＲＬ縄紋を横位施紋する。

273，274は同一個体。波状口縁を呈す球胴形深鉢と

思われる。太沈線に半截竹管によるＣ字状刺突を沿

わせ、三角形状の印刻を施す。275〜279も同一個体

で、波状口縁を呈する球胴形深鉢である。太沈線に

よる幾何学状モチーフを描き、沈線間や沈線に沿わ

せるように半截竹管によるＣ字状刺突を施す。口縁

部紋様帯は斜位に、胴部紋様帯には円状のモチーフ

を描き、鋸歯状沈線でつなぐようだ。胴部紋様帯下

端にボタン状貼付紋を貼付する。胴部下半には単節

ＲＬ縄紋を横位施紋する。280も球胴形深鉢で、太

沈線と結節浮線により紋様を構成する。２条の結節

浮線をめぐらせて紋様帯を区画し、結節浮線により

Ｕ字状のモチーフを描く。一部太沈線が見られるが、

沈線に沿わせて浮線を貼付するのではなく、浮線間

を抉るように彫り取っている。間隙にボタン状貼付

紋を貼付する。胴部下半は結束羽状縄紋を横位施紋

する。

第９類　前期末葉から中期初頭の土器（第241図281

〜第243図351）

　281〜284は口縁が内湾する器形を呈し、口縁内面

が折り返し状に肥厚する。口縁下に幅狭な無紋帯を

成形し、平行沈線を横位にめぐらせて口縁部紋様帯

を区画。口縁部紋様帯内は斜格子状や、縦位、斜位

の集合沈線を充填施紋する。285は口唇の内外が肥

厚する。縦位、斜位に集合沈線を施した境界に、平

行沈線を施して区画する。286，287は楕円形に区画

した余白に印刻を施す。287は口縁の内外面の肥厚

帯は剥落しているが、残存する部分から口唇部には

円紋を並べていることが確認できる。ソーメン状浮

線ではなく、また円形竹管でもなく、外縁を細沈線

で縁取り、中心を彫り取ることによって円形に浮き

立たせているようだ。288は内外面に肥厚帯をもつ

が、内面の肥厚部が幅広で顕著である。横位鋸歯状

平行沈線を２段めぐらせて区画し、内部を縦位の集

合沈線で充填する。289は直立する器形を呈し、折

り返し状の肥厚口縁をもつ。肥厚部は無紋とし、肥

厚部下に横位に連続する楕円雲形紋帯を２段重畳す

る。縦位に集合沈線を施した後、平行沈線で雲形状

に区画するため、余白部にも縦位沈線が残っている。

290，295は同一個体。口縁部にワラビ手状の粘土帯

を貼り付け、ＲＬ縄紋を横位施紋する。貼付下は横

位集合沈線を施して、その上から鋸歯状に平行沈線

を施す。さらにその下に横位鋸歯状平行沈線を施し、

沈線間に縦位集合沈線を充填施紋する。295から紋
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様帯下は縄紋施紋となることが看取される。291〜

294は頸部の部位であり、キャリパー状の器形となる

ことが分かる。それぞれ横帯区画内に斜格子目状集

合沈線を充填施紋する。291，293，294には雲形状

に区画する平行沈線が見られる。296〜299は雲形紋

を施す。298には余白部に縦位結節縄紋が施される。

296，297は雲形紋の余白に印刻を施す。300，301は

横帯構成となる。300は紋様帯下にかすかに縦位結

節縄紋が見られる。301は単節ＲＬ縄紋を横位施紋

する。302は縦位構成となるようだ。胎土に石英、金

雲母を含む。303は雲形紋を施し、余白に印刻を施す。

304は頸部下と思われ、外反する器形を呈す。斜格

子目沈線の下端で、横位平行沈線で画し、以下単

節ＲＬ縄紋を横位施紋する。縄紋の上から逆Ｕ字状

の平行沈線を施す。305〜309は紋様帯下端の部位で、

紋様帯を区画する横位平行沈線が見られる。区画紋

下は305が横位ＲＬ、306は横位ＬＲ、307はＬＲ、Ｒ

Ｌの横位結束羽状縄紋、308は縦位の結束羽状縄紋、

309は撚糸紋Ｒを縦位施紋する。309は横位平行沈線

の上に、かすかに縦位の平行沈線が見える。310，311

は同一個体で、直立する器形を呈す。横位に隆線を

めぐらせて紋様帯を区画。折り返し口縁の肥厚部と

横位隆線をつなぐようにＸ字状に隆線を貼付する。

間隙に縦位集合沈線を施し、広い部分のみ外縁を平

行沈線で縁取る。横位隆線下に２条の平行沈線をめ

ぐらせ、その下に鋸歯状平行沈線をめぐらす。以下

は単節ＬＲ縄紋を施す。312は波状口縁で、筒状を

呈していたものが剥がれたような痕跡が見られる。

縦横に集合沈線を施す。313は沈線により三角形状

モチーフを描く。314は折り返し状の口縁で、口唇

内面が肥厚する。口縁下に平行沈線による鋸歯状紋

を描く。315は口縁下に横位、以下、縦位の集合沈

線を施す。補修孔が穿たれている。316は内湾する

器形を呈し、横位鋸歯状紋を描く。317は縦横に集

合沈線を施す。318は肥厚口縁で、口縁内面に段を

有す。口縁下に縦位集合沈線帯を設け、三角形状の

印刻を交互に配して鋸歯状紋を作出する。幅狭な口

唇部にも沈線を施す。319は緩やかな波状口縁を呈

す。肥厚口縁で、口縁内面に段を有す。口縁下に平

行沈線を施し、さらに口唇部にも沈線を施す。320

は横位沈線を施し、刺突を交互に施して鋸歯状紋を

作出する。321〜323は同一個体。縦位に鋸歯状紋、

Ｖ字状に沈線を施し、竹管外皮による刺突を沿わせ

る。沈線も同一工具で、竹管外皮によるものと思わ

れる。323は底部破片で、底部がやや張り出す器形

を呈す。横位に沈線と刺突をめぐらす。324〜326は

同一個体と思われる。キャリパー状の器形を呈すよ

うであり、屈曲部に隆線をめぐらせている。内削ぎ

状の口唇部形状を呈し、口縁下に縦位集合沈線帯を

成形。口縁部紋様帯内は沈線により弧状モチーフを

描き、沈線間に半截竹管外皮による刺突を充填施紋

する。327は口縁がくの字状に外反する器形を呈し、

屈曲部に刻みを付した隆帯をめぐらせて紋様帯を区

画する。扁平な隆帯をワラビ手状に貼付して刻みを

加える。口縁部には梯子状の沈線をめぐらす。内面に

１条の凸帯をめぐらす。口唇部に刻みを付す。328，

329は沈線を横位に数条施して、沈線脇に刺突を加

える。328は互い違いに、329は対向するように加え

ている。330は弧状に集合沈線を施し、部分的に刺

突を沿わせ、さらに瘤状貼付紋を付す。口唇部に刻

みを付す。331は外反する器形を呈す。横位沈線を

施して、部分的に刺突を沿わせる。一部、互い違い

に施すことにより、鋸歯状紋を作出している。332

〜334も同様の構成となる。334は低い隆帯をめぐら

せているようだ。335は断面三角形状の隆線をめぐ

らせ、頂部に刻みを付す。隆線に沿うように集合沈

線を施す。また隆線に接するように瘤状貼付紋を貼

付し、その部分の隆線を凹ませている。336〜341は

同一個体。キャリパー状の器形を呈し、口縁部がく

の字状に屈曲して外反するように直立する。口唇部

と口縁の屈曲部を肥厚させ、細かい刻みを付す。内

部は１条ずつの平行沈線で画し、葺瓦状押引紋を横

位に充填施紋する。口縁の屈曲部下は横位平行沈線

で画し、斜位に集合沈線を施す。頸部には弧状の隆

帯を貼付する。隆帯上に平行沈線を施し、その上か

ら格子目状になるようにソーメン状浮線を貼付する。
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339〜341は頸部下の部位と思われ、平行沈線で幾何

学状に区画し、区画内に葺瓦状押引紋を充填施紋す

る。余白は彫り取って、紋様を浮き立たせている。

342は緩く内湾する器形を呈す。折り返し状口縁で、

口縁外面に肥厚帯をもつ。肥厚部下にはＲＬ縄紋を

横位施紋し、口唇をまたぐように３条の浮線を貼付

する。343は波状口縁で、口唇部が肥厚する。口唇

部に３条の浮線を貼付する。胎土に金雲母を含む。

344は緩く内湾する器形を呈す。Ｙ字状に平行沈線

を施し、横位に充填施紋する。345は粘土帯を折

り返した複合口縁を呈す。残存する部分には施紋さ

れない。複合帯下の器壁は３㎜程と非常に薄いつく

りである。346は波状口縁と思われる。口縁部を肥

厚させ、口唇部に刻みを付す。残存する部分には口

唇部以外は施紋されない。347は口縁部を肥厚させ、

下端に刺突を施す。口唇部にも同様の刻みを付す。

348は口縁がくの字状に外反する器形を呈し、口縁

部に連弧状隆線を貼付する。349は口縁に小突起を

付す。突起部から刻みを付した隆線を垂下させ、直

角に曲げて横位に貼付する。隆線によって区画され

た幅狭な紋様帯内に鋸歯状沈線を施す。口唇部に凹

線を施す。350は口縁の突起の部位と思われ、横断

面がレンズ状を呈す。ソーメン状素浮線を格子目状

に貼付し、一部印刻状に凹みを成形する。351は円

状に区画した内部にソーメン状素浮線を格子目状に

貼付する。一部円状に印刻を施す。

第10類　浅鉢（第230図３，第243図352〜356）

　３は最大径27．2㎝を測る。口縁が直立する器形を

呈し、屈曲の転換点に孔が穿たれている。352は口

縁がくの字状に外傾する器形を呈す。353〜355は肩

部で、354は屈曲が他よりも緩やかとなる。356は肩

より下の部位で段を有する。

第11類　縄紋施紋土器（第243図357〜第244図411）

　357〜359は折り返し状の肥厚口縁を呈す。357は

肥厚部に単節ＲＬ縄紋を横位施紋し、口縁部に刺突

を施した隆線をめぐらせる。358は折り返し部が２

段確認できる。単節ＲＬ縄紋を横位施紋する。359

は単節ＬＲ縄紋を横位施紋する。口唇部にも施紋す

る。360は縄紋を施し、細沈線を横位に施す。361は

無節Ｌｒ縄紋を横位施紋する。口唇部に深めの刻み

を付す。362は緩く外反する器形を呈す。複節ＲＬ

Ｒ縄紋を横位施紋する。口唇部にも施紋する。363

は結節ＲＬ縄紋を横位施紋する。口唇部にも施紋す

る。364は口縁内面がくの字状に外反する。無節Ｌｒ

縄紋を横位施紋する。365はＬＲ、ＲＬの結束羽状

縄紋を横位施紋する。366〜367は端部結節の結束縄

紋を横位施紋する。368，369は無節Ｌｒ縄紋を横位

施紋する。370，371は単節ＲＬ、372，373は単節Ｌ

Ｒ縄紋を横位施紋する。374はくの字状に外反する

器形を呈し、胴部が張り出すようである。結束羽状

縄紋を横位施紋する。375〜381は結束羽状縄紋を施

す。382〜388は端部結節縄紋を施す。382，388は端

部結節の結束羽状縄紋となっている。389〜391は底

部破片。389は結束、390は結節、391は無節Ｌｒ縄

紋を施す。

　392〜411は縄紋を縦位施紋するものである。392

〜407は結節縄紋を縦位帯状施紋する。結束羽状縄

紋でそれぞれ両端を結び、縦位に施紋するものが

多いが、羽状構成とならないものもある。392は

上端に紋様帯を区画する平行沈線が見える。393は

強く内湾する器形を呈しており、頸部上と思われる。

407は底部が張り出す底部破片である。408，409は

縦位縄紋に波状の平行沈線を沿わせている。小破片

のため結束なのか結束でないのかは判然としないが、

端部は結ばず、代わりに平行沈線を波状に沿わせて

いる。410，411は結束羽状縄紋を縦位密接施紋する。

410は頸部と思われ、大きく開く器形を呈す。

第12類　無紋土器（第245図412〜426）

　412は折り返し状の肥厚口縁を呈す。413は波状口

縁で、折り返し状の肥厚口縁を呈す。414は推定口

径9．8㎝の小形土器。423は胴部下半に膨らみをもつ

器形を呈す。
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第Ⅲ群　中期前半〜後期の土器

第１類　勝坂式（第245図427〜429）

　427は内湾する口縁部で、口唇部が肥厚する。平

行沈線を曲線状に施し、刺突列を沿わせる。428は

隆帯を横位、弧状に貼付し、刺突を沿わせる。429

は縦位に沈線や梯子状沈線を施す。

第２類　阿玉台式（第245図430，431）

　430は波状口縁を呈し、波頂部から刺突を施した

隆帯を垂下させる。431はペン先状の刺突を施す。

430，431ともに胎土に金雲母を含む。

第４類　加曽利Ｅ式（第245図432〜第246図447）

　432は内湾する口縁部で、口唇内面が肥厚する。

沈線で楕円状の区画を施し、単節ＬＲ縄紋を充填施

紋する。433も内湾する口縁部で、沈線を１条めぐ

らせて幅狭な無紋帯を成形する。以下は沈線を弧状

に垂下させ、区画内に単節ＬＲ縄紋を充填施紋する。

434は横位に隆線をめぐらせて口縁部無紋帯を成形

し、以下ＲＬ縄紋を充填施紋する。435も口縁部は

欠損しているが同様の構成になると思われる。ＬＲ

縄紋を縦位施紋する。436〜438，440もＵ字状に沈

線を施し、縄紋を充填施紋する。439は円状に沈線

を施し、ＬＲ縄紋を充填施紋する。441〜444は隆線

で区画し、縄紋を充填施紋する。441はモチーフが

２段になる。444は胴部下半の部位。隆線内は無紋

帯とし、広い部分に縄紋を施紋する。445は沈線や

隆線による区画はないが、無紋帯を残してＬＲ縄紋

を縦位施紋する。446は底部で、縦位に隆線を垂下

させ縄紋を施紋する。447は波状口縁を呈し、波頂

部下に逆Ｕ字状の無紋帯を配すが、波頂部下で縄紋

帯が途切れて口縁の無紋帯と連続する。

　本類はすべて加曽利Ｅ４式に比定できると考えら

れるが、439，447のモチーフは加曽利Ｅ式でも後期

的な様相をもつものといえよう。

第５類　称名寺式（第246図448〜第247図459）

　448は波頂部の突起の部位。口縁に沿って沈線を

施す。449は波状口縁で口縁が内折する器形を呈す。

波頂部に橋状把手がつくと思われる。内折部に沈線

による楕円状モチーフを描き、円形刺突を施す。450

は口縁の突起の部位であろう。対弧状に隆帯を施す。

451は小突起をもつ波状口縁を呈し、波頂部から刻

みを付した隆線を垂下する。帯状縄紋を施す。452

も同様の構成となる。453〜456は帯縄紋を施すもの

である。457，458は同一個体。口縁下を肥厚させて、

沈線と円形刺突をめぐらせる。肥厚部下は列点紋を

施す。459も列点紋を施すものである。

　

第６類　堀之内式（第247図460〜465）

　460は外に開く器形を呈し、口縁が内折する。口縁

部に１条の沈線をめぐらす。461は隆線を垂下させ、

沈線を縦位、斜位に施す。隆線には側面から互い違

いに押捺が加えられ、鋸歯状を呈す。462はＬＲ縄

紋を地紋とし、太沈線を縦位に施す。463は沈線の

みのものである。464は刻みを付した隆線をめぐら

せ、沈線区画にＬＲ縄紋を充填施紋する。465は外

反する器形を呈し、沈線区画にＬＲ縄紋を充填施紋

する。

　

ミニチュア土器（第247図466，467）

　466は推定口径8．8㎝を測る。胴部中程に横位に沈

線を施して紋様帯を区画、区画内は沈線により菱形

状モチーフを描く。467は底径3．3㎝を測る。平行沈

線を斜位に施す。
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第232図　Ⅱ区遺構外出土土器（３）
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第235図　Ⅱ区遺構外出土土器（６）
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第237図　Ⅱ区遺構外出土土器（８）
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第241図　Ⅱ区遺構外出土土器（12）
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第243図　Ⅱ区遺構外出土土器（14）
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第245図　Ⅱ区遺構外出土土器（16）
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第247図　Ⅱ区遺構外出土土器（18）
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（７）Ⅲ区出土土器

第Ⅱ群　前期〜中期初頭の土器

第１類　花積下層式（第250図10〜13）

　10は口縁部破片で、口縁部紋様帯に撚糸圧痕を斜

位に施す。11〜13は胴部破片で、０段多条の縄紋を

施す。それぞれ胎土に多量の繊維を含む。

第２類　諸磯ｂ式（第248図１，第250図14〜第251

図60）

ａ種　浮線を施すもの（第248図１，第250図14〜20）

　１は小波状口縁のキャリパー状で、口縁が内折す

る器形を呈す。口縁に沿って４条、斜位に刻みを付

した浮線を施し、波頂部下に渦巻状のモチーフを配

す。屈曲部下は浮線を横位多段に貼付する。14も１

と同様の器形で、波頂部の部位。口縁に沿って斜位

に刻みを付した浮線を３条施す。15は大きく外反す

る頸部の部位と思われる。斜位に刻みを付した浮線

を横位多段に貼付し、浮線間に縄紋原体の押捺を施

す。16〜18は浮線を横位に施すもので、16は外反す

る器形を呈す。17は３条１単位に浮線を施す。16，

17は地紋にＲＬ縄紋を横位施紋する。19，20は底部

破片で同一個体。浮線を横位にめぐらせてから、浮

線上に縄紋を施す。

ｂ種　集合沈線を施すもの（第250図21〜第251図60）

　21，22は同一個体。キャリパー状器形の内折する

口縁で小波状を呈す。口縁に沿って集合沈線を施し、

波頂部下に集合沈線による対弧状モチーフを描く。

屈曲部下は集合沈線による横帯構成となる。ａ種１

を沈線に置き換えたものといえよう。23は靴先状口

縁で、口縁に沿って集合沈線を帯状に施す。内面は、

波頂部から対称のワラビ手状集合沈線を垂下させ、

横位に梯子状に集合沈線を施す。24も靴先状の口縁

部で、波頂部下に連結するワラビ手状モチーフを描

く。内折部にも同様のモチーフを描き、貼付紋を貼

付する。25は大波状口縁の波頂部で、口縁に沿って

集合沈線を施す。波頂部の先端に刻みを付す。26は

波状口縁で、波頂部が内湾する器形と見られる。口

縁に沿って集合沈線を施す。27はキャリパー状で口

縁が内折する器形を呈す。小波状口縁を呈し、波頂

部が特に強く内折する。集合沈線による横帯構成と

なる。地紋にＲＬ縄紋を施す。28は口縁部がくびれ、

口縁が外反する器形を呈す。集合沈線間に縦位集合

沈線、対向する矢羽根状集合沈線を施す。29は直立

する口縁で、横位集合沈線を施す。30は頸部で横位

集合沈線間に弧状の集合沈線を施す。31も横位集合

沈線間に弧状の集合沈線を施す。32，33は同一個体。

横位集合沈線間に弧状や斜位の集合沈線を施す。34

は屈曲する部位で、屈曲部に円形の刺突をめぐらせ

る。刺突は円形竹管によるものではなく、弧状の竹

管を回すように３回ほど押捺して円形状にしている。

35も屈曲する部位で、横位集合沈線間に縦位の集合

沈線を施す。36〜56は集合沈線を横位帯状に施すも

のである。地紋に縄紋を施すものとそうでないもの

とがある。57〜60は底部破片で、同様のモチーフと

なる。

第３類　諸磯ｂ式〜ｃ式の過渡的なもの（第251図

61〜第252図75）

　61は口縁が緩く内折し、外反するように立ち上が

る器形を呈す。横位集合沈線を施す。62は口縁部に

くびれをもち、口縁が部分的に内湾する器形を呈す。

集合沈線による横帯構成で、沈線間に矢羽根状集

合沈線を充填施紋する。63も61と同様の器形を呈す。

横位集合沈線を施すが、口唇直下と屈曲部に２個１

単位の刺突をめぐらす。64は強く外反する器形を呈

し、横位、矢羽根状集合沈線を施す。波状口縁にな

るようだ。65はキャリパー状で、口縁が内折する器

形を呈す。口端は短く外反する。小波状口縁で、集

合沈線を口縁に沿って、屈曲部下は横位に施す。口

唇直下と屈曲部に半截竹管内皮による刺突をめぐら

す。剥落しているが、波頂部下に貼付紋が貼付され

ていた痕跡が確認できる。66も口縁の内折が65ほど

きつくないものの同様の構成となる。波頂部下の

貼付紋を囲むように、弧状の集合沈線を施す。67も

65，66と似たような構成となる。68は波頂部が内湾
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する器形を呈し、口縁端部に刻みを付す。口縁に沿

って集合沈線を施し、波頂部付近にボタン状貼付紋

を貼付する。69は口縁が部分的に内湾する器形を呈

し、内湾部に貼付紋を貼付する。横位集合沈線を施

す。70は波頂部が対向するように抉り込みを入れる

口縁部で、波頂部が内湾する。横位集合沈線を施す。

71も波頂部が対向するように抉り込みを入れる口縁

部で、緩く外反する器形を呈す。集合沈線を口縁下、

縦位、弧状に施す。地紋にＲＬ縄紋を施す。72も波

頂部が対向するように抉り込みを入れる口縁部で、

波頂部がやや内湾する。口縁に沿わせて横位、矢羽

根状集合沈線を施す。73も72と同様の構成となるが、

波頂部の内湾が強い。集合沈線を帯状施紋する。74

も波状口縁で波頂部に抉り込みを入れる。口唇内外

面を肥厚させて口唇部に平坦面をつくる。75も74と

同様の口縁部形状となる。口縁部に横位の矢羽根状

集合沈線帯を施し、その下は縦位展開となる。波頂

部下に縦位の貼付紋、矢羽根状沈線帯にボタン状貼

付紋を貼付する。75は諸磯ｃ式である。

第４類　諸磯ｃ式（第248図２，第252図76〜第255

図173）

ａ種　大波状突起をもつもの（第252図76〜84）

　76は頂部の側縁が張り出す形状を呈し、上下２ヶ

所に透かしが入ると思われる。側面にも集合沈線を

充填させる。77は内折部に貼付紋を施す。78は円形

状の透かしが入るようだ。側面に貼付紋を貼付する。

79は突起の先端部と思われる。両側縁をＹ字状に張

り出させ、透かしを施す。80，81は側縁の張り出し

部と考えられる。80は端部に刻みを付し、81は端部

に沿って半截竹管によるＣ字状刺突を施す。82〜84

は波状口縁の基部である。82は内折口縁。84は透か

しを入れ、側面に小さめのボタン状貼付紋を貼付す

る。

ｂ種　口縁端部に刻みを付すもの（第252図85〜92）

　85は横位集合沈線を施し、貼付紋を貼付する。86

は横位集合沈線を施す。87は緩く外反する器形を呈

し、横位、矢羽根状集合沈線を施す。余白にボタン

状貼付紋を貼付する。88も緩く外反する器形を呈す。

口縁部に横位集合沈線を施し、以下、縦位展開する。

横位集合沈線帯に貼付紋を貼付する。89も88と同様

の構成となるが、貼付紋の頂部に刻みを付している。

90は緩くくの字状に内折する器形で、口唇外面と屈

曲部を肥厚させて刻みをめぐらす。横位集合沈線を

施し、口縁から屈曲部にかかる貼付紋を貼付する。

91は口縁部が欠損しているが、90と同様の構成にな

ると思われる。屈曲部に刻みをめぐらせ、屈曲部下

は横位、矢羽根状集合沈線を施す。矢羽根の交点に

円形の刺突を施す。円形竹管によるものではなく、

半截竹管を組み合わせているようだ。92は粗大な刻

みを付し、横位集合沈線を施す。刻みの特徴はｇ種

に近い。　　

ｃ種　口縁部付近のみ貼付紋を施すもの（第253図）

　93は緩く屈曲する器形を呈し、屈曲部を肥厚させ

る。屈曲部上位は横位集合沈線、屈曲部は縦位鋸歯

状の集合沈線を施す。94は口唇外面を肥厚させ、内

削ぎ状に成形する。口縁部に横位集合沈線を施し、

以下は縦位展開する。紋様帯の転換部にボタン状貼

付紋を貼付する。95は口縁に近い部位で、口縁部に

横位集合沈線を施し、以下縦位展開する。横位沈線

帯に貼付紋を貼付する。96は内湾する器形を呈す。

横位集合沈線によって幅狭な口縁部紋様帯を区画し、

紋様帯内は縦位鋸歯状集合沈線を充填施紋する。耳

状やボタン状貼付紋を貼付する。97は緩く内湾する

器形を呈す。口縁から縦位鋸歯状の集合沈線を施し、

２個一対の貼付紋を横位に２段貼付する。口唇部に

も斜位の沈線を施し、貼付紋を貼付する。98も口縁

が緩く内湾する器形を呈す。横位集合沈線で口縁部

紋様帯を画し、口縁部に縦位鋸歯状の集合沈線を施

す。口縁部紋様帯上に貼付紋を貼付する。99は口縁

部が屈曲する器形を呈す。横位集合沈線を施し、口

縁部に貼付紋を貼付する。100はくの字状に内折す

る器形を呈し、屈曲部上に円形刺突をめぐらす。屈

曲部下は横位集合沈線を施し、以下、縦位展開する。

101は頸部で外反する器形を呈し、横位、矢羽根状

集合沈線を施す。102は横位集合沈線帯を２帯施し、
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以下、縦位展開とする。ｂ式に近いものか。103は

横位集合沈線、矢羽根状集合沈線を施す。横位沈線

帯に貼付紋を施す。104〜115は胴部紋様で、縦位区

画、レンズ状紋、Ｘ字状、斜格子目状などの集合沈

線を施す。108はモチーフがやや乱れているようにも

見え、ｆ種に近いといえるかもしれない。109，110

は集合沈線間に半截竹管による刺突を充填させるも

ので、やや異質な印象を受ける。112，113は胴部紋

様帯を区画する横位集合沈線が見られる。114はレ

ンズ状紋内に斜格子目沈線を施す。115は斜格子目

沈線を施すものである。地紋にＲＬ縄紋を施す。116

〜119は底部に近い部位で、116〜118は胴部下半が

膨らむ器形、119は直立する器形を呈す。120，121

は底部破片で、それぞれ直立する器形を呈す。121

の底径は9．5㎝を測る。

ｄ種　貼付紋を多用するもの（第248図２，第254図）

　２はキャリパー状で胴下半が膨らみをもつ器形を

呈す。頸部に１条の隆帯をめぐらせ、隆帯上にさら

に貼付紋を貼付する。口縁部紋様帯には菱形状、胴

部紋様帯には縦位鋸歯状の集合沈線を施し、それぞ

れ貼付紋を貼付する。口唇部にも矢羽根状集合沈線

を施し、貼付紋を貼付する。122〜125は外に開く器

形で、口縁内面に折り返し状の肥厚部を成形する。

斜位、横位集合沈線を施して棒状貼付紋などを貼付

する。肥厚部にも沈線や貼付紋を施す。126〜128は

同様の構成で、口縁部を欠いたものである。129は

口縁内面が肥厚する器形を呈す。横位集合沈線によ

り幅狭な口縁部紋様帯を画し、口縁部に対向する斜

位の集合沈線を施す。口唇部、口縁内面にも斜位の

集合沈線を施し、口唇部に貼付紋を貼付する。130

は矢羽根状に集合沈線を施し、大形の耳たぶ状貼付

紋を貼付する。口縁内面の肥厚や施紋は122〜125に

共通する。131は強く内湾する器形を呈す。横位集

合沈線によって幅狭な口縁部紋様帯を区画し、紋様

帯内は縦位鋸歯状の集合沈線を充填施紋する。さま

ざまな貼付紋を施す。132は口縁が緩く内湾する器

形を呈す。口縁部に斜位、以下、横位に集合沈線を

施して貼付紋を貼付する。133は口縁が内湾する器

形を呈す。口縁下から横位集合沈線を施し、貼付紋

を貼付する。134は頸部で屈曲する器形の屈曲部下

の部位と思われる。縦位鋸歯状集合沈線を施し、貼

付紋を貼付する。135はくの字状に屈曲して外に開

く器形を呈す。屈曲部上位に横位集合沈線、屈曲部

下は縦位展開するモチーフを描く。横位集合沈線帯

上に貼付紋を貼付する。136はクランク状に屈曲す

る部位。屈曲部上位は横位集合沈線、屈曲部下は縦

位展開するモチーフが見える。屈曲部に貼付紋を貼

付する。137〜142は胴部紋様である。縦位区画やレ

ンズ状紋、斜格子目状などの集合沈線を施し、貼付

紋を貼付する。141はくの字状に緩く内折する器形

を呈す。屈曲部上に３段の刺突列をめぐらせ、その

上は斜位の集合沈線を施す。屈曲部下はおそらく縦

位展開と思われるモチーフを施し、貼付紋を貼付す

る。141の刺突列は第７類ｃ種興津式との関連がう

かがえる。142は集合沈線により菱形状モチーフを

描き、全面に貼付紋を貼付する。143〜145は底部破

片。胴部紋様が縦位展開するが、胴部紋様帯を画す

横位集合沈線帯は見られない。145は142と似た構成

となる。

ｅ種　全面に地紋沈線を施すもの（第255図146〜

152）

　146は球胴形で、口縁部がくの字状に短く外反す

る器形を呈す。胴部下半に横位集合沈線を施して紋

様帯を区画し、口縁下から縦位鋸歯状集合沈線を施

す。縦に列をなして貼付紋を貼付する。器形が特徴

的で、興津式の要素を取り入れたものと理解できよ

う。147は口縁部が外反しないが、146と似たような

器形を呈す。口縁下から縦位鋸歯状に集合沈線を施

す。148は口縁下に粗大な刻みを付し、縦位鋸歯状

集合沈線を施す。149〜152も縦位鋸歯状に集合沈線

を施紋する。152は下部のモチーフが崩れている。

ｆ種　縦位区画やモチーフが崩れたようなもの（第

255図153〜159）

　153は直立する器形を呈し、口縁部に横位集合沈

線、その下にレンズ状紋が崩れたようなモチーフを

描く。施紋は浅く、頼りない沈線である。154も直
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立する器形で、口縁からレンズ状の集合沈線を施す。

155，156は同一個体。緩く内湾する器形で、口縁下

に粗大な刻みを付す。やや乱雑に集合沈線を施し、

ボタン状貼付紋を貼付する。剥落しているが、縦長

の貼付紋も施されていた痕跡が確認できる。口縁下

の刻みはｂ種との関連が考えられる。157は直立す

る器形を呈し、口縁部に幅狭な横位集合沈線、以

下、レンズ状紋が崩れたようなモチーフを描く。レ

ンズ状紋内に斜位の沈線を充填施紋する。口縁部に

貼付紋を貼付した痕跡が見られる。158は縦位、斜

位にやや乱雑に集合沈線を施し、貼付紋を貼付する。

159は波状口縁で、波頂部が内湾する器形を呈す。

口縁に沿って斜位の集合沈線を施し、波頂部下に貼

付紋を貼付する。口唇部に刻みを付す。

ｇ種　地紋に条線を施すもの（第255図160）

　160は底部破片で、底部付近に斜位の条線を施す。

ｈ種　縄紋地に貼付紋を施すもの（第255図161，162）

　161は口縁部ですぼまってから口縁が開く器形を

呈す。部分的にＲＬ縄紋を施し、ボタン状貼付紋を

貼付する。弧状の刺突列も確認できる。162は波状

口縁を呈す。ＲＬ縄紋を施し、波頂部に貼付紋を施

す。口唇部にも縄紋を施紋する。161，162ともに器

形が特徴的で、諸磯ｃ式の様相とはややかけ離れて

いる。161の器形は興津式に近いといえるし、162の

波状口縁は下島式に近いといえよう。

ｊ種　浮線や結節沈線を施すもの（第255図163〜

173）

　163は口縁が内湾する器形を呈す。斜位や菱形状

に集合沈線を施し、横位、縦位の浮線を貼付する。

浮線には半截竹管内皮による刺突が施されるが、結

節浮線と呼べるような整ったものではない。さらに

半截竹管内皮の刺突を施したボタン状貼付紋を多数

貼付する。164も口縁が内湾する器形を呈す。集合

沈線を斜位に施し、半截竹管内皮による刺突を施し

た浮線を横位に３条貼付する。165は口縁が強く内

湾する器形を呈す。縦位鋸歯状に集合沈線を施し、

貼付紋を貼付する。横位の貼付紋に半截竹管内皮に

よる刺突を施す。166も強く内湾する器形を呈す。

貼付紋を施し、貼付紋をつなぐように横位に浮線を

貼付する。頂部に半截竹管内皮による刺突を施す。

浮線貼付の後、集合沈線を施す。167は166の横位浮

線を抜いた構成となる。168は直立する器形。縦位

鋸歯状に集合沈線を施し、口縁直下にアーモンドの

ような形の貼付紋を貼付する。貼付紋の中央に１条

の沈線、上下に半截竹管内皮による刺突を施す。口

唇部にも半截竹管によるＣ字状刺突を施す。169は

貼付の部位。頂部、側面に半截竹管内皮による刺突

を施す。170は口縁が内湾する器形を呈し、鋸歯状

集合沈線、貼付紋を施す。貼付紋の頂部に半截竹管

内皮の刺突を施す。171は口縁が内折する器形を呈

す。横位集合沈線を施し、貼付紋を貼付する。口縁

と貼付紋に沿って結節沈線を施す。172は横位、斜

位に集合沈線を施し、半截竹管内皮による刺突を施

した浮線を縦位に貼付する。173は斜位に集合沈線

を施し、斜位の浮線と貼付紋を貼付する。浮線には

半截竹管内皮による刺突を施す。

第５類　下島式（第256図）

ａ１種　棒状の結節浮線を施すもの（第256図174〜

180）

　174は直立する口縁部破片で、条線状の集合沈線

を斜位に施し、短い結節浮線を口縁部に等間隔に貼

付する。一部刺突を加えず、諸磯ｃ式と同様な貼付

紋の箇所も見受けられる。175は口縁部に斜位の集

合沈線を施して横位集合沈線で区切る。以下はレンズ

状紋を施す。口縁部紋様帯に縦位の結節浮線を貼付

する。176は横位集合沈線を施し、口縁に沿って４

条、さらに縦位に棒状結節浮線を貼付する。177，

178は横位集合沈線を施し、縦位結節浮線を貼付す

る。179は縦位集合沈線を施し、縦位の結節浮線を

貼付する。180はくの字状に緩く内折する器形を呈

す。縦位鋸歯状に集合沈線を施し、縦位結節浮線と

ボタン状貼付紋を貼付する。

ａ２種　棒状のヘラ切り浮線を施すもの（第256図

181，182）

　181は斜位に集合沈線を施し、縦位にヘラ切り浮
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線を貼付する。浮線間に２個一対のボタン状貼付紋

を貼付する。182は横位集合沈線を施し、横位、縦

位にヘラ切り浮線を貼付する。

ｂ１種　結節浮線により幾何学モチーフを描くもの

（第256図183〜195）

　183は波状口縁で、渦巻状モチーフを描く。184は

波状口縁を呈し、対向する渦巻紋を描く。波頂部下

にはレンズ状紋を施す。185〜192も渦巻状モチーフ

を描く。185の口唇外面には結節沈線状の刺突列が

施される。187は対向する渦巻紋を描く。189は口縁

部と胴部紋様帯の境界の部位で、口縁部には渦巻状

モチーフ、胴部にはレンズ状や斜位の結節浮線を施

す。190は３帯の紋様帯が認められ、上の２帯は結

節浮線、下段の胴部紋様帯は集合沈線によりモチー

フを描く。上段は口縁部紋様帯と思われ、渦巻状モ

チーフを施す。中段には雫状のモチーフが描かれる。

上、中段の余白には１個ないし２個一対のボタン状

貼付紋を貼付する。下段の胴部紋様帯は集合沈線に

より縦位区画し、区画内に横位鋸歯状紋や斜位の集

合沈線を施す。不規則に２個一対のボタン状貼付紋

を貼付する。191には口縁部紋様帯を区画する横位

の結節浮線が見られる。192は余白に２個一対のボ

タン状貼付紋を貼付する。193はＸ字状モチーフを

描く。194は波状口縁を呈し、口縁に沿って３条、波

頂部から５条の結節浮線を垂下させて余白に曲線モ

チーフを描く。195は渦巻状モチーフを描いている。

194，195は無地紋であり、他とは異なった様相であ

る。

ｃ種　結節沈線によりモチーフを描くもの（第256

図196〜202）　

　196は波状口縁で、結節沈線により曲線状モチー

フを描く。197も波状口縁を呈し、波頂部下に渦巻

紋を描く。198も波状口縁で、渦巻紋を描くと思わ

れる。199も波状口縁と思われる。刺突列のような

施紋で渦巻状モチーフを描き、余白に縦位鋸歯状の

集合沈線を施す。口唇部に刺突を施している。200

は弧状、201は縦位、斜位、弧状に結節沈線を施す。

202は渦巻紋を施す。

ｄ種　沈線によりモチーフを描くもの（第256図203

〜205）

　本種は基本的に胴部紋様帯の部位である。

　203は鋸歯状や弧線を組み合わせたようなモチー

フを描く。204は底部付近の部位で、胴部紋様帯を

区画する横位集合沈線を施し、２個一対のボタン状

貼付紋を貼付する。胴部紋様帯には斜位の集合沈線

が見える。205は底径10．5㎝を測る底部破片。やや

乱れた鋸歯状集合沈線を施し、２個一対のボタン状

貼付紋を貼付する。

第６類　前期末葉の土器（第248図３，第257図206

〜第258図243）

ａ種　集合沈線を主紋様とし、印刻を施さないもの

（第257図206〜221）

　206は大波状口縁で緩く外反する器形を呈す。対

向する連弧状集合沈線を施す。下端にレンズ状紋が

確認できる。弧線を入れる前に分割の基準線を引い

ているらしく、波頂部から垂下する沈線が見られる。

207は波頂部下にレンズ状紋を施す。波頂部に双突

起を付す。208は口縁に沿って帯状に集合沈線を施

す。209は折り返し状の肥厚口縁を呈す。弧状の集

合沈線を施す。210はレンズ状紋の部位。対向する

弧線の接点が、縦ではなく横になっている。211は

縦位の分割線を垂下させ、その分割線に合わせて凹

状集合沈線を施す。212は口縁に沿って集合沈線を

施し、同心円状のモチーフを描く。213は鋸歯状紋

を横位多段に施す紋様構成となる。214は波状口縁

を呈し、波頂部下に同心円紋を描く。215は折り返

し状の肥厚口縁で、下端を鋸歯状に彫り取っている。

少なくとも２帯の紋様帯が確認でき、上段には同心

円紋を描いて、間を鋸歯状紋で埋めている。下段に

は鋸歯状紋を施す。ただし同心円紋の部分が残って

いないだけで、上段と同様のモチーフだった可能性

もあろう。216は波状口縁で、波頂部下に同心円紋

を描く。余白にボタン状貼付紋を貼付する。217〜

219はヘラ切り集合沈線を施す。217は凸状の連弧状

集合沈線を施し、縦位に不規則にヘラ切りを施す。
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218はレンズ状紋の部位。219は横位多段に鋸歯状紋

を施す構成と思われる。鋸歯状に集合沈線を施した

後、ヘラではなく肋のない貝殻を用いてヘラ切り状

にしているようである。220，221は底部破片。220

は斜位と弧状の集合沈線、221は連弧状にヘラ切り

沈線を施す。

ｂ種　集合沈線を主紋様とし、印刻を施すもの（第

248図３，第257図222〜第258図236）

　３はトロフィー形で、口縁が内折する器形を呈す。

横位多段の紋様構成となり、胴部下半のややくびれ

る横帯に把手を付す。波頂部下に楕円紋を施し、モ

チーフ間を横位鋸歯状紋で連結する。以下、３段の

横位鋸歯状紋帯が認められる。それぞれ余白に印刻

を施す。内折口縁部にも鋸歯状の集合沈線を施す。

底部は推定であるが、おそらく台がついていたであ

ろう。222は大波状口縁で、折り返し状の肥厚口縁

を呈す。口縁に沿って三角形状に集合沈線を施し、

余白に印刻を施す。223も大波状口縁を呈すが、口

唇は肥厚しない。横位集合沈線で波頂部の紋様帯を

区画し、縦位レンズ状紋や三角形状の集合沈線を施

して余白に印刻を施す。２段目の紋様帯には横位鋸

歯状紋を施すようだ。224は折り返し状の肥厚口縁

で、下端を鋸歯状に彫り取る。ワラビ手状の集合沈

線を施して、余白を彫り取っている。225〜227は同

一個体。上下２段の紋様帯が認められ、ともに円状

のモチーフを描く。円状モチーフ間に227のような

斜位の集合沈線を施す。228はワラビ手状や鋸歯状

など幾何学的なモチーフを描き、余白を彫り取る。

229，230は口縁部破片で、口縁下に横位集合沈線、

鋸歯状紋を施す。余白に印刻を施す。おそらく横位

多段構成となろう。231〜235は鋸歯状紋を横位多段

に施し、余白に印刻を施す。234は印刻の施し方に

違いが認められる。235は口縁部紋様帯と胴部紋様

帯の境界部分。横位集合沈線を施して紋様帯を区画、

口縁部紋様帯は鋸歯状紋を施して余白に印刻を施し、

胴部紋様帯は縦位鋸歯状の集合沈線を施す。236も

横位に鋸歯状紋を施すが鋸歯状沈線は施さず、下側

のみ三角形状に彫り取ることによって鋸歯状紋を作

出する。

ｃ種　押圧隆帯を施すもの（第258図237）

　237は無紋地に１条の押圧隆帯をめぐらす。器壁

５㎜と薄手のつくりである。

ｅ種　結節凹線を施すもの（第258図238〜241）

　238，239は同一個体。くびれをもつ器形を呈す。

結節凹線により曲線状モチーフを描く。くびれ部に

何か貼付していたようで、剥がれた痕跡と粘土の盛

り上がりが観察される。240は底部破片。曲線状モ

チーフを描く。241はトロフィー形深鉢のくびれ部

に付される橋状把手である。縄紋の原体圧痕を施す。

ｆ種　縄紋地・無紋地に浮線を施すもの（第258図

242，243）

　242はＲＬ縄紋を地紋とし、２条の結節浮線と波

状素浮線を横位にめぐらす。243はＬＲ縄紋を地紋

とし、結節浮線を横位にめぐらす。

　　　　　

第７類　浮島・興津系土器（第248図４，５，第258

図244〜第261図331）

ａ種　貝殻紋を施すもの（第248図５，第258図244

〜第259図279）

　５は波状口縁で、胴部下半に膨らみをもち、頸部

ですぼまって口縁が開く器形を呈す。貝殻腹縁紋を

帯状に施紋し、平行沈線や１本書き沈線で縁取りす

る。波頂部を起点に菱形状モチーフを描く。興津式

に比定できよう。244〜258はロッキングを施すもの

である。244は緩く外反する器形を呈し、口唇部に

指頭押捺による刻みを付す。253は斜位の沈線によ

って区画し、区画内にロッキングを施す。254は内

湾する器形を呈す。255は貝殻腹縁紋、先端の圧痕、

ロッキングを施す。256，257は同一個体。ロッキン

グを施した上から横位の沈線を施す。口縁に、深い

刺突と貝殻腹縁紋を施した突起を付す。また口唇部

に波状隆線を貼付する。隆線上にも貝殻腹縁紋を施

している。258はロッキングの上から横位沈線を施

す。259〜272は貝殻腹縁紋を密に施す。259は口縁

下から貝殻腹縁紋を縦位に施し、平行沈線で区切る。

肋のない貝殻と思われる工具で、深く抉るような刺
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突を施す。260も同様な紋様構成となるが、刺突は

肋のある貝殻を用いている。261は外反する器形を

呈す。口縁下に縦位短沈線帯を設け、少し空けて貝

殻による刺突を施す。刺突の下は貝殻腹縁紋を押引

状に施す。262は口縁下に短沈線帯を設け、小形の

半截竹管内皮による刺突で区切る。さらに大きめの

半截竹管を用いて抉るような刺突を加え、貝殻腹縁

紋を密に施紋する。263は小波状口縁を呈し、口縁

端部に刻みを付す。口縁に沿って貝殻腹縁紋を施す。

264は緩く外反する器形を呈す。口縁下に縦位短沈

線帯を成形し、刺突で区切る。以下は密なロッキ

ングを施している。265，266は同一個体。264と同

様な構成であるが、貝殻施紋域を沈線によって区画

する。267も密なロッキングと沈線を施す。268も密

なロッキングになっている。269は貝殻腹縁紋を施

した上から沈線を横位施紋する。270は紋様帯を画

す横位平行沈線が確認でき、区画紋下は無紋となる。

271，272は緩く内湾する器形を呈し、屈曲部下は無

紋となる。272には貝殻腹縁紋に沿った沈線が見ら

れる。273は斜位の平行沈線にロッキングを沿わせ

ており、以下は無紋となる。274は波状口縁で緩く

外反する器形を呈す。貝殻腹縁紋を帯状に施し、沈

線で区画する。菱形状モチーフになると思われる。

275は帯状に貝殻腹縁紋を施し、上から平行沈線を

施す。276は丸みを帯びた尖頭状口唇をもつ口縁部

破片で、口縁部に無紋帯を設けて貝殻腹縁紋を施す。

277はやや厚みのある口縁部破片で、部分的に貝殻

紋を施す。278は押引状に密に貝殻腹縁紋を施紋す

る。口唇部に波状の粘土紐を貼付する。279は貝殻

背圧痕を多段に押捺している。

ｂ種　沈線を施すもの（第259図280〜第260図295）

　280はＬＲ縄紋、281はＲＬ縄紋を地紋とし、平行

沈線で横位や弧状のモチーフを描く。282〜287は沈

線を横位や弧状に施す。288は緩く内湾する器形を

呈す。平行沈線により幾何学的なモチーフを描く。

屈曲部下は無紋となる。289は口縁端部に刻みを付

し、１本書きの沈線を斜位に施す。290は地紋にＬ

Ｒ縄紋を施し、沈線を横位鋸歯状に施す。口唇部に

も縄紋を施紋する。291は集合沈線により菱形状モ

チーフを描き、中心に円状紋を配しているものと思

われる。紋様帯下はＲＬ縄紋を横位施紋する。第９

類の可能性も考えられる。292は球胴形で、口縁が

くの字状に短く開く器形を呈す。集合沈線を横位、

縦位、斜位に施し、貼付紋や浮線を貼付する。口唇

部に刻みを付す。292は諸磯ｃ式や下島式の要素を

併せもつものと理解される。293は小波状口縁を呈

し、波頂部が内湾する器形を呈す。地紋に無節Ｒｌ

縄紋を施し、やや乱雑に斜位に集合沈線を施す。余

白部に厚みのあるボタン状貼付紋を３個貼付する。

294，295は同一個体。口縁下に縦位短沈線帯を設け、

抉るような刺突をめぐらす。刺突下は波状沈線を横

位多段に施す。

ｃ種　刺突を施すもの（第248図４，第260図296〜

319）

　４は緩く外反する器形を呈す。口縁部に三角刺突

列を横位に複数段施す。その下に横位沈線帯を設け、

さらに三角刺突列を多段に施紋する。外削ぎ状の口

唇部に刻みを付す。浮島Ⅲ式に比定できよう。296

は推定口径12．2㎝、直立する深鉢である。口縁下か

ら全面に横位集合沈線を施し、上半部にほぼ等間隔

に半截竹管内皮による刺突を施している。口縁部に

貼付紋を貼付し、その部分のみ口唇部に刻みを付す。

諸磯ｃ式との関連が考えられよう。297は口縁下に

縦位短沈線帯を設け、平行沈線と半截竹管内皮によ

る刺突列を交互に施す。298は小波状口縁を呈す。口

縁端部に刻みを付し、半截竹管によるＣ字状刺突と

平行沈線を施す。299は口縁下に縦位短沈線帯を設

け、半截竹管内皮による刺突列をめぐらす。300は

角押状の刺突列を２段施す。301は小波状口縁を呈

し、粗大な刺突列と沈線を施す。302は口縁部が部

分的に内湾する器形を呈す。口縁端部に刻みを付し、

口縁部に半截竹管内皮による刺突列を３段めぐらす。

303は半截竹管内皮による刺突列を横位多段に施す

が、最下段は角押状刺突を施している。304も半截

竹管内皮による刺突を横位に施す。305は三角形状

の刺突列を横位多段に施す。306は緩く内湾する器
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形を呈し、半截竹管内皮による刺突列と沈線を施す。

307は波状口縁で、波頂部が内湾する器形を呈す。

口縁に沿って弧状刺突を施す。308は口縁部に弧状

の刺突列を２段施し、以下は細めの平行沈線を横位

に施す。309も弧状の刺突列を２段施している。工

具は先割れ状になっている。310は円形刺突と弧状

刺突を併用する。311は円形刺突を２段めぐらす。転

換部分が残っていないので断定はできないが、308

〜311は同一個体と思われる。312は抉り取るような

刺突を２段施す。313は口縁部に２段の刺突列をめ

ぐらせ、無節Ｌｒ縄紋を施す。314はめくれあがる

ような刺突を多段に施す。315は緩く内湾する器形

を呈す。横位、幾何学状の沈線、刺突を施す。刺突

を施したあとに沈線で区切っている。316は緩く外

反する器形を呈す。櫛歯状工具のような沈線と刺突

を施す。317は押引のような刺突列と沈線を施す。口

縁端部に波状隆線を貼付する。318は口縁端部に爪

形状の刺突を施す。319は同様の刺突を施す底部破

片。平行沈線と刺突を組み合わせて横位、縦位に施

す。

ｄ種　縄紋原体圧痕を施すもの（第260図320〜第261

図327）

　320は緩く外反する器形を呈す。２条の原体圧痕

を施し、ＬＲ縄紋を横位施紋する。321はⅡ区246と

同一個体。波状口縁で緩く外反する器形を呈す。口

縁に沿って３条の原体圧痕を施し、以下はＬＲ縄紋

を横位施紋する。波頂部下に円形の隆線を貼付する。

322は緩く内湾する器形を呈す。６条の原体圧痕が

確認できる。323は外反する器形を呈す。２条の原

体圧痕を施し、ＲＬ縄紋を横位施紋する。欠損して

判然としないが、口唇部に貼付紋の痕跡が観察され

る。おそらく波状隆線であろう。口唇部にも縄紋を

施紋する。324は１条の原体圧痕とＬＲ縄紋を施す。

325は２条の原体圧痕を施し、ＬＲ縄紋を横位施紋

する。326は尖頭状口唇を呈し、外反する器形を呈す。

口縁部に無紋帯を残し、扁平な隆帯を１条めぐらす。

隆帯上と隆帯下にＲＬ縄紋を施し、隆帯に沿わせて

上部は原体圧痕、下部は集合沈線を施す。327は施

紋が浅く判然としないが、口縁下に１条の原体圧痕

をめぐらせ、以下、縄紋を施すようだ。口唇部に原

体圧痕と思われる刻みを斜位に付す。

ｅ種　折り返し状の肥厚口縁となるもの（第261図

328〜331）

　328は２段の段が認められ、下端に押捺状の刻み

を施す。口唇部には半截竹管押捺による刻みを付す。

329はくの字状に外反する器形を呈し、屈曲部まで

伸びる幅広の肥厚部をもつ。肥厚部に貝殻腹縁紋を

施す。330は外反する器形を呈し、肥厚部の下端に

半截竹管内皮による刺突を横位にめぐらす。肥厚部

下はＬＲ縄紋を横位施紋する。331は肥厚部の下端

に刻みを付す。肥厚部下にロッキングを施す。

第８類　大木系土器（第249図６，第261図332〜346）

ａ種　大木５式（第261図332〜338）

　332は集合沈線による縦位展開モチーフといった

諸磯ｃ式の紋様構成をとり、２個一対のボタン状貼

付紋と振幅の大きい波状素浮線を貼付する。333は

横位集合沈線と縦位展開するモチーフを施し、縦位

２条の結節浮線、ボタン状貼付紋、波状素浮線を貼

付する。332，333ともに下島式を基盤にしていると

いえよう。334は緩く外反する器形を呈す。横位に

集合沈線を施し、波状素浮線を貼付する。335は縦

位集合沈線を施し、波状素浮線を貼付する。336は

口縁部でくの字状に外反する器形を呈す。地紋にＬ

Ｒ縄紋を横位施紋し、波状素浮線と２個一対のボタ

ン状貼付紋を貼付する。337はＲＬ縄紋を地紋とし、

波状素浮線を貼付する。338は地紋にＬＲ縄紋を施

し、２条の鋸歯状太沈線をめぐらす。

ｂ種　大木６式（第249図６，第261図339〜346）

　６は球胴形の深鉢で、口縁に大きさの異なる小突

起を付す。口縁部紋様帯には、太沈線により円形や

矩形のモチーフを描き、三角形や矩形の印刻を施す。

屈曲部と胴部下半に横位沈線をめぐらせて胴部紋様

帯を区画し、太沈線により円形や三角形状のモチー

フを描く。余白の中央に三角形の印刻を施す。胴部

紋様帯下はＬＲの結節縄紋を横位施紋する。339は
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小波状口縁を呈す。口縁部に浅い掘り込み部を設け、

細めの結節浮線と鋸歯状素浮線を貼付する。厚い器

壁である。340は口唇外面が肥厚する。太沈線を横

位多段に施す。341は小波状口縁で、緩く外反する

器形を呈す。竹管外皮によるような刺突列を２段と

沈線を施す。口唇部に刻みを付す。342は外反する

器形を呈す。口縁部に無紋帯を成形し、斜位に刻み

を付した隆線を口縁に沿ってめぐらす。343，344は

同一個体で、球胴形深鉢の胴部と思われる。２条の

沈線で曲線モチーフを描き、沈線間に刺突を充填す

る。345は半截竹管内皮による押引状の刺突列を横

位多段に施す。346は地紋にＲＬ縄紋を施し、竹管

外皮による刺突列を施す。　

第９類　前期末葉から中期初頭の土器（第261図347

〜357）

　347はキャリパー状器形の口縁部と思われ、口縁

が内湾する。折り返し状の肥厚口縁に刻みを付し、

肥厚部下は横位集合沈線を施す。348も折り返し状

の肥厚口縁を呈し、肥厚部に横位２段の円形刺突を

めぐらす。刺突は円形竹管によるものではなく、半

截竹管を組み合わせているようだ。肥厚部下は347

同様、横位集合沈線を施す。349〜351は口唇外面を

折り返し状に肥厚させ、肥厚部下にそれぞれ斜位、

縦位の集合沈線を施す。349は肥厚部の下端に三角

形状の彫り込みを入れる。口縁内面に段を有する。

352は雲形紋を施し、余白に印刻を施す。353，354

は同一個体。平行沈線をめぐらせて紋様帯を区画、

紋様帯内は斜位に集合沈線を充填施紋し、横位区画

紋に接するように鋸歯状平行沈線を描いて内部に印

刻を施す。区画紋下はＬＲ縄紋を横位施紋し、平行

沈線を施す。355はキャリパー状の器形を呈す。屈曲

部に平行沈線を施して紋様帯を区画、頸部に無紋帯

を残し、上部の紋様帯に斜位の集合沈線を充填施紋

する。下部の紋様帯には縦位集合沈線を充填施紋す

るが、斜位の平行沈線が確認できることから、雲形

紋になるかもしれない。356は胴部紋様の部位と思

われ、ＲＬ縄紋を縦位施紋したのち太沈線をクラン

ク状に施す。357は斜め下から押捺を加える竹管刺

突を横位に連ね、多段に施す。横に連結する長方形

状の隆線を貼付し、同様の刺突を沿わせる。口唇部

に刻みを付し、口縁内面にも刺突列を１条めぐらす。

第10類　浅鉢（第249図８，第262図358〜370）

　８は口縁が短く外反し、肩部が肥厚して張り出す

器形を呈す。胴部がすぼまらず、寸胴になっている。

358は有紋土器であるが、土器の湾曲から判断する

限り、浅鉢状の器形と判断せざるを得ない。口縁に

沿って集合沈線をめぐらせ、内部は縦位や弧状の集

合沈線を施す。地紋に縄紋を施す。諸磯ｃ式であろ

う。359は胴部に太沈線によるモチーフが描かれて

いる。360，361は緩く外反する器形で、口縁部も短

い。362はほぼ直角に立ち上がる口縁部形状を呈す。

363〜366は肩付近の部位で、364〜366は肩が張り出

す器形を呈す。366は張り出した肩部に円孔を穿っ

ている。367〜370は胴部破片。367，368は内湾する

器形を呈す。369，370は段を有し、直線的に開く器

形を呈す。360，362，363，368は胎土に金雲母を含む。

第11類　縄紋施紋土器（第249図７，第262図371〜

第263図391）

　７は波状口縁で、口縁がくの字状に内折する器形

を呈す。無節Ｌｒ縄紋を横位施紋する。Ⅲ−６号住

居５号埋甕炉体土器と同一個体と思われる。371は

緩く外反する器形を呈し、口縁端部に刻みを付す。

無節Ｌｒ縄紋を横位施紋する。372は口縁下に刺突

をめぐらせ、ＬＲ縄紋を横位施紋する。373は外に

開く器形で、口縁が短く内湾して立ち上がる。口唇

外面を肥厚させて刻みを付す。ＲＬ縄紋を横位施紋

する。374は外反する器形を呈し、口唇部に深めの

刻みを付す。ＬＲの結節縄紋を横位施紋する。375

は胴部下半に膨らみをもち、頸部ですぼまって口縁

が開く器形を呈す。ＲＬ縄紋を横位施紋する。口唇

部に鋸歯状隆線を貼付し、隆線上にも縄紋を施紋す

る。376はＲＬ縄紋を横位施紋し、沈線を横位に施

紋する。口唇部に刻みを付す。377は外反する器形
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を呈す。ＬＲ、ＲＬ縄紋を横位施紋し、口唇部にも

縄紋を施す。378は口縁から扁平な隆帯を垂下させ、

折り返し状の肥厚口縁でかぶせている。肥厚部下に

無節Ｒｌ縄紋を施す。379は口唇外面を強く肥厚さ

せ、口唇部の平坦面に縄紋を施す。口縁下に２条の

沈線をめぐらせ、沈線間に斜位の刺突を施す。以下

はＲＬ縄紋を横位施紋する。380はＲＬ縄紋を横位

施紋する。口唇部にも縄紋を施す。381はＲＬ縄紋

を横位、斜位に施す。382はＲＬ縄紋を横位施紋する。

383は無節Ｒｌ縄紋を施すが、上部は斜位に、下部

は横位に施紋する。384は内湾する器形を呈し、Ｒ

Ｌ縄紋を横位施紋する。385，386はＲＬの結節縄紋、

387はＲＬ、ＬＲの結節縄紋を横位施紋する。388は

緩やかな波状口縁を呈し、結束羽状縄紋を横位施紋

する。389，390は結束羽状縄紋を横位施紋する。391

は口縁下に浅い凹みを設け、撚糸紋Ｌを斜位に施紋

する。

第12類　無紋土器（第263図392〜401）

　392は口縁が緩く内湾して立ち上がるもので、口

縁下に刺突をめぐらす。394は口縁部に肥厚帯をも

つ。395は口縁に半円形の抉りを入れる。398は横位

の擦痕が顕著に認められる。

第Ⅲ群　中期前半〜後期の土器

第１類　勝坂式（第264図402，403）

　402は弧状の隆線と複数条の沈線でモチーフを構

成し、沈線に沿わせるように爪形状刺突を施す。403

は沈線を施し、爪形状刺突とペン先状刺突を沿わせ

ている。

第４類　加曽利Ｅ式（第249図９，第264図404〜413）

　９は胴部中程でくびれる器形を呈す。ＬＲ縄紋を

斜位気味に施し、２条の沈線を垂下させて沈線間に

楕円紋を縦位に配置する。404は内湾する口縁部破

片で、隆線による渦巻紋を施す。モチーフ間にはＲ

Ｌ縄紋を充填施紋する。405はキャリパー状器形の

頸部で、口縁部紋様帯を区画する横位の隆線が見ら

れる。胴部にはＲＬ縄紋を縦位施紋する。406は波

状口縁を呈し、波頂部下に隆線による円紋を施す。

407は緩く内湾する器形を呈し、口縁下に刺突列を

めぐらす。沈線による曲線モチーフを描き、沈線間

にＲＬ縄紋を充填施紋する。408は横位隆線で区画

して口縁部無紋帯を成形する。隆線による弧状モチ

ーフを描き、ＲＬ縄紋を充填施紋する。409，411は

懸垂紋や楕円状区画を施し、縄紋を充填施紋する。

410は口縁部紋様帯下端の部位で、口縁部に隆線に

よる楕円状区画、胴部に沈線による楕円状区画や懸

垂紋を施す。沈線間にＲＬ縄紋を縦位施紋する。412

は沈線でＵ字状に区画し、区画内にＲＬ縄紋を充填

施紋する。413は隆線を垂下させ、ＬＲ縄紋を縦位

施紋する。

第５類　称名寺式（第264図414〜418）

　414は把手である。ワラビ手状に隆線を貼付し、

円形刺突を施す。415〜418は帯状沈線によるモチー

フを描き、沈線間に縄紋を充填施紋する。

第６類　堀之内式（第264図419〜424）

　419，420は沈線による構成となる。421は頸部が

屈曲する器形を呈す。屈曲部に横位沈線を施し、屈

曲部上は無紋、屈曲部下はＬＲ縄紋を施す。422〜

424は注口土器である。２条の沈線や鋸歯状紋を挟

んだ沈線を施す。422に注口の基部が確認できる。

ミニチュア土器（第264図425〜427）

　425は推定口径6．0㎝を測る。口縁が緩くくの字状

に内折し、屈曲部に隆線を１条横位にめぐらす。426

は集合沈線による横位区画と縦位展開する紋様構成

となる。427は底部破片で底径3．9㎝を測る。横位平

行沈線を施す。
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第248図　Ⅲ区遺構外出土土器（１）
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第249図　Ⅲ区遺構外出土土器（２）
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第250図　Ⅲ区遺構外出土土器（３）
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（８）Ⅳ区出土土器

第Ⅱ群　前期〜中期初頭の土器

第２類　諸磯ｂ式（第266図７〜25）

ｂ種　集合沈線を施すもの（第266図７〜25）

　７は頸部で外反し、口縁が短く内折する器形を呈

す。口縁は緩い波状となる。無節Ｌｒ縄紋、横位集

合沈線を施す。８は口唇部内外を肥厚させて、口唇

部に内削ぎ状の平坦面を成形するが加飾はしない。

ＲＬ縄紋を地紋とし、集合沈線による横帯構成をと

る。下端に縦位の集合沈線が見られるが、横位沈線

間に充填するモチーフと思われる。９は素口縁で、

口縁下から集合沈線による横帯構成となる。10，11

は波状口縁で、波頂部が強く内湾する器形を呈す。

口縁に沿って集合沈線を施す。12〜18は集合沈線に

よる横帯構成をとる。18は横位集合沈線間に斜位の

集合沈線を充填施紋する。19，20は対向する入組紋

を描くもので、横位集合沈線間あるいは波頂部下に

描かれるモチーフと考えられる。ともに地紋にＲＬ

縄紋を施す。21，22は同一個体。集合沈線による横

帯構成で、沈線間に弧状のモチーフを描き、弧状モ

チーフを鋸歯状紋で連結しているようだ。23は頸部

で屈曲する器形を呈す。頸部に刺突をめぐらせ、口

縁部紋様帯には弧状、横位集合沈線を施す。24，25

は底部破片で横位集合沈線を施す。

第３類　諸磯ｂ式〜ｃ式の過渡的なもの（第266図

26〜33）

　26は波状口縁で、波頂部が内湾する器形を呈す。

口縁に沿って集合沈線を施し、波頂部下にはＶ字状

モチーフを描く。波頂部下にボタン状貼付紋を貼付

し、その下に透かしを入れている。口縁端部に刻み

を付す。27は波状口縁で、波頂部が内湾する器形を

呈す。口縁に沿って集合沈線を施し、波頂部下に貼

付紋を貼付する。28は内湾する波状口縁の波頂部下

の部位と思われる。波頂部下に菱形状モチーフを描

き、貼付紋を貼付する。29は口縁部に横位集合沈線

帯を成形し、その下に矢羽根状集合沈線を施す。口

縁端部の刻みは浅く細かい施紋である。30，31は波

状口縁を呈し、波頂部に対向する抉り込みを入れ、

さらに内湾させている。口縁端部に刻みを付し、口

縁に沿って集合沈線を施す。口端の刻みは第４類ｂ

種に共通する。32，33は同一個体。横位平行沈線に

より幅狭な口縁部紋様帯を区画し、斜位の集合沈線

を施す。胴部紋様は縦位展開する。縦位展開する紋

様構成は諸磯ｃ式であるが、口縁部が内湾する器形

は諸磯ｂ式の伝統を残しているといえるだろう。

第４類　諸磯ｃ式（第265図１，第266図34〜第269

図99）

ａ種　大波状突起をもつもの（第266図34〜37）

　34は側縁が張り出す器形で、側縁に沿って集合沈

線を施す。第２類の10，11に似るが、内面に平坦面

があることに違いが認められる。35は突起の側縁が

張り出す器形で、透かしをもつ。集合沈線とボタン

状貼付紋を施す。36も幅狭な突起であるが、上部の

側縁が張り出し、二股状になっている。側面には矢

羽根状集合沈線とボタン状貼付紋を施す。37も幅の

狭い突起で、側面に集合沈線を施し、ボタン状貼付

紋を貼付する。

ｂ種　口縁端部に刻みを付すもの（第267図38〜48）

　38は横位集合沈線、刺突列により口縁部紋様帯を

区画し、内部に矢羽根状集合沈線を充填施紋する。

矢羽根の接点に凹線をめぐらせ、上下にボタン状貼

付紋を貼付する。39は集合沈線や矢羽根状集合沈線

の横帯構成であり、ボタン状貼付紋を貼付する。40

は横位集合沈線を施し、円形刺突を施したボタン状

貼付紋を貼付する。41は横位集合沈線間にＸ字状モ

チーフを描き、円形刺突を施したボタン状貼付紋を

貼付する。両脇に縦長の貼付紋が施されていたよう

な痕跡が認められる。42は口唇外面が肥厚する。斜

位に集合沈線を施し、横長の貼付紋を貼付する。貼

付紋には半截竹管内皮押捺による刺突が施される。

43は緩く外反する器形を呈す。口縁部に横位集合沈

線帯を成形し、以下、縦位展開する。横位集合沈線

帯上に刻みを付した貼付紋を貼付する。44は緩く内
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湾する器形を呈す。43同様、口縁部に横位集合沈線

を施して、以下は縦位展開となる。縦長の貼付紋と

刺突を施したボタン状貼付紋を貼付する。45は強く

内湾する器形を呈し、口唇内外を肥厚させて口唇部

に平坦面を成形する。口縁下に矢羽根状集合沈線を

施し、以下、横位集合沈線を施す。口縁部に貼付紋

を貼付する。46は緩く内湾する器形を呈す。横位沈

線で区画し、沈線間に矢羽根状集合沈線を充填施紋

する。47は口縁部に横位集合沈線を施し、貼付紋を

貼付する。口唇外面を肥厚させて大振りな刻みを施

しており、他とは異質な印象を受ける。48は外削ぎ

状の口唇部形状を呈し、やや大振りな刻みを施す。

口縁部に貼付紋を貼付した後、横位集合沈線により

口縁部紋様帯を区画、紋様帯内に半截竹管を組み合

わせた円形刺突を多段に施す。地紋に無節Ｒｌ縄紋

をまばらに施紋する。施紋順序は貼付紋→集合沈線

→円形刺突のようだ。

ｃ種　口縁部付近のみ貼付紋を施すもの（第265図

１，第267図49〜62）

　１は口縁に向かって開き、口縁が緩く内湾する器

形を呈す。横位集合沈線によって幅狭な口縁部紋様

帯を区画、縦位鋸歯状集合沈線を施し、３個１単位

の貼付紋を貼付する。胴部紋様には縦位展開するモ

チーフが見られる。49は胴部上位で外反し、口縁が

緩く内湾する器形を呈す。口縁部に横位集合沈線帯

を施し、斜位の集合沈線帯で画す。以下、さらに幅

広の横位集合沈線帯を施し、胴部紋様帯は縦位展開

する。口縁部に貼付紋を貼付する。50は緩く内湾す

る器形を呈し、やや肥厚する。横位集合沈線を施し、

ボタン状貼付紋を貼付する。51は頸部で屈曲し、口

縁が内湾する器形を呈す。頸部に横位集合沈線を施

して紋様帯を区画、口縁部紋様帯に縦位鋸歯状集合

沈線、ボタン状貼付紋を施す。頸部に半截竹管内皮

による刺突をめぐらせて再区画する。53，54は縦位

展開する胴部紋様で、上部に紋様帯を区画する横位

集合沈線が見られる。52，55〜59，61，62は胴部紋

様で、縦位区画やレンズ状の集合沈線を施す。60は

胴部下半の部位で膨らみをもち、底部に向かってす

ぼまる器形を呈す。横位集合沈線を施して胴部紋様

帯を区画、胴部紋様帯は縦位展開するモチーフを描

く。

ｄ種　貼付紋を多用するもの（第268図63〜79）

　63，64は横位集合沈線を施し、棒状貼付紋やボタ

ン状貼付紋などを貼付する。65は口縁が内湾する器

形を呈し、口縁部に矢羽根状、以下は横位に集合沈

線を施すが施紋が乱れている。口縁部に２個一対の

貼付紋を施し、ボタン状貼付紋などを貼付する。66

は口縁部に矢羽根状、以下に横位集合沈線を施し、

耳たぶ状やボタン状貼付紋を貼付する。67は斜位に

集合沈線を施し、貼付紋を貼付する。68は内湾する

器形を呈し、矢羽根状集合沈線や耳たぶ状貼付紋、

短い棒状貼付紋、刺突を施したボタン状貼付紋を貼

付する。69は強く内湾する器形を呈す。口縁部に縦

位鋸歯状の集合沈線帯を成形し、以下、横位集合沈

線を施す。口縁部に貼付紋を貼付する。70は横位集

合沈線により紋様帯を区画、上位は矢羽根状集合沈

線、下位は縦位展開するモチーフを描く。区画紋上

に貼付紋をめぐらせるとともに、胴部にも貼付紋を

施す。71，72は頸部の屈曲する部位。71は屈曲部を

境に上位は横位集合沈線、下位は縦位展開するモチ

ーフを描き、屈曲部に貼付紋をめぐらす。72は屈曲

部に斜位の集合沈線を施す以外は、71と同様の構成

となる。73は横位集合沈線を施して、以下、縦位展

開するモチーフを描き、貼付紋を貼付する。横位集

合沈線の部位がややすぼまり、胴部が張り出す器形

のようだ。74〜79は胴部紋様で、縦位展開するモチ

ーフに貼付紋を施す。

ｅ種　全面に地紋沈線を施すもの（第268図80〜83）

　80は口縁下から縦位鋸歯状に集合沈線を施す構成

と思われる。81は口縁下に横位集合沈線を施し、以

下、縦位鋸歯状集合沈線を施す。２個一対のボタン

状貼付紋を貼付する。82は口縁が内折し、屈曲部に

刻みを付す。屈曲部下から縦位鋸歯状集合沈線を施

し、幅広の口唇部にも矢羽根状集合沈線を施す。83

は縦位鋸歯状集合沈線を施し、口縁部に貼付紋を貼

付する。口唇部、口縁内面の段帯部にも斜位の集合
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沈線を施す。

ｆ種　縦位区画やモチーフが崩れたようなもの（第

269図84〜89）

　84は集合沈線を斜位や縦位にやや乱雑に施す。口

唇部に半截竹管内皮押捺による刻みを付す。85は口

縁が緩く内湾する器形を呈す。不規則に斜位の集

合沈線を施し、貼付紋を貼付する。86は細沈線によ

り縦位や菱形状モチーフを描き、貼付紋を貼付す

る。87は菱形状に集合沈線を施すが、やや乱れてい

る。88は外反する器形を呈す。平行沈線を斜位や横

位に不規則に施す。89も平行沈線を斜位や矢羽根状

に不規則に施す。

ｈ種　縄紋地に貼付紋を施すもの（第269図90）

　90は無節Ｌｒ縄紋を斜位にまばらに施す。口縁端

部に刻みを付し、貼付紋を貼付する。

ｉ種　無紋地に貼付紋を施すもの（第269図91〜93）

　91は口縁下に円形刺突を施したボタン状貼付紋を

貼付する。円形刺突は円形竹管によるものではなく、

半截竹管状工具などによる押引により施されている。

92は波状口縁で、口縁がくの字状に緩く内湾する器

形を呈す。波頂部はやや内湾し、波頂部下に厚みの

あるボタン状貼付紋を貼付する。93は折り返し状の

肥厚口縁で、肥厚部下と口唇部にボタン状貼付紋を

貼付する。

ｊ種　浮線や結節沈線を施すもの（第269図94〜99）

　94は内折する口縁部で、斜位に集合沈線を施し、

中央に縦位凹線を施した貼付紋を貼付する。脇には

半截竹管内皮による刺突を施した浮線を横位に貼付

する。95は矢羽根状あるいは縦位鋸歯状に集合沈線

を施す。貼付紋が大形なこと以外は94と同様の構成

となる。96も内折する口縁部で、屈曲部に刺突をめ

ぐらす。口縁部に斜位の集合沈線を施して貼付紋を

施したのち、半截竹管内皮による刺突を施した浮線

を横位に４条貼付する。97は強く内湾する器形を呈

す。縦位鋸歯状に集合沈線を施し、半截竹管内皮に

よる刺突を施した浮線を口縁部に横位３条めぐらす。

屈曲部の浮線は曲線状となり、間隙に円形刺突を施

したボタン状貼付紋を貼付する。98は波状口縁を呈

し、口端部と口縁に沿って結節沈線を施す。波頂部

下に貼付紋を貼付する。99は波状口縁を呈し、口縁

端部に半截竹管内皮による刺突をめぐらす。横位集

合沈線を施し、ボタン状貼付紋を貼付する。

第５類　下島式（第269図100〜第270図115）

ａ１種　棒状の結節浮線を施すもの（第269図100〜

102）

　100は縦位、斜位に集合沈線を施し、浮線を貼付

する。口縁部に１条めぐらせ、以下、斜位に並列さ

せる。浮線は乱雑で、粘土に竹管をうまくかぶせて

おらず、刺突になっていたり、一部ヘラ切り状を呈

している。口唇部にも一部、浮線の貼付が見られる。

101，102は同一個体。横位集合沈線を施し、縦位に

浮線を貼付する。101には紋様帯を画すと思われる

横位の浮線が見られる。

ｂ１種　結節浮線により幾何学モチーフを描くもの

（第265図２，第269図103〜109）

　２は波状口縁で、緩く外反する器形を呈す。結節

浮線を横位にめぐらせて紋様帯を区画、口縁部紋様

帯に渦巻紋を配置し、胴部紋様帯には沈線によるモ

チーフを描く。口縁部紋様帯には地紋の集合沈線は

見られない。103は波状口縁を呈す。波頂部下に弧

状ないし渦巻状モチーフを描く。104は平縁で連弧

状ないし対向する渦巻状モチーフを描く。103，104

ともに結節浮線の施紋は粗い。105は２条の横位浮

線で紋様帯を区画、上位は渦巻紋になると思われ、

下位は斜位の結節浮線を貼付する。106は胴部紋様

と思われ、レンズ状モチーフを描く。107は渦巻紋

を描き、Ｘ字状モチーフで連結させる。108は107と

同一個体で、渦巻紋の下に縦位鋸歯状の結節浮線を

施す幅狭な紋様帯が入り、さらに下に斜位のモチー

フとなる紋様帯が認められる。109は弧状やレンズ

状モチーフを描く。余白に小形のボタン状貼付紋を

貼付する。

ｃ種　結節沈線によりモチーフを描くもの（第270

図110）

　110は波状口縁を呈し、波頂部下に渦巻紋を描く。
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渦巻紋下は横位結節沈線で画し、以下は無紋となる

かは不明であるが、少なくとも無紋帯があることは

認識できる。

ｄ種　沈線によりモチーフを描くもの（第270図111

〜115）

　111はレンズ状紋や弧状集合沈線を施し、ボタン

状貼付紋を貼付する。112は矢羽根状集合沈線を施

し、２個一対のボタン状貼付紋を貼付する。113〜

115は底部破片で、いずれも底部が張り出す器形を

呈す。113は縦位矢羽根状の集合沈線を施し、平行

沈線で区画する。114は111と似たモチーフとなる。

余白にボタン状貼付紋を貼付する。115は縦位区画

の部分と見られ、２個一対のボタン状貼付紋を貼付

する。

第６類　前期末葉の土器（第265図３，４，第270図

116〜第271図161）

ａ種　集合沈線を主紋様とし、印刻を施さないもの

（第265図３，第270図116〜124）

　３は胴部下半でくびれる器形を呈しており、その

まま張り出す底部へと移行すると思われる。口縁か

ら１本書きの沈線を垂下させて縦位分割し、縦位分

割線を基準として対向する連弧状集合沈線を描く。

くびれ部以下は無紋となるようである。116は波状

口縁を呈し、口縁に沿って条線状の集合沈線を施す。

117は対向する連弧状集合沈線の凹状の部位である。

118，119は平口縁で、横位鋸歯状集合沈線を多段に

施すモチーフと思われる。120はくの字状に屈曲す

る器形で胴部が丸みを帯びるため、球胴形の器形と

思われる。横位集合沈線とＶ字状集合沈線を施す。

おそらく横位鋸歯状になるのだろう。121も横位鋸

歯状集合沈線を横位多段に施す。122は集合沈線に

より、菱形状や弧状など幾何学的なモチーフを描く。

123，124は底部破片。123は横位鋸歯状の集合沈線

を施す。124は平行沈線を帯状に施し、貝殻と思わ

れる工具により格子目状に刺突する。

ｂ種　集合沈線を主紋様とし、印刻を施すもの（第

265図４，第270図125〜141）

　４は推定口径9．6㎝を測る。折り返し状の肥厚口

縁で、下端を彫り取って鋸歯状紋を作出する。結節

沈線による鋸歯状紋を横位多段に施す。125は波状

口縁を呈し、口唇外面をやや肥厚させ、波頂部下に

貼付紋を貼付する。円状紋など幾何学的なモチーフ

を描き、余白に印刻を施す。貼付紋と肥厚部に結節

凹線列を施しており、ｄ種との関連がうかがえる。

126は大波状口縁を呈し、波頂部が橋状把手になっ

ている。口縁に沿って集合沈線を施し、区画内に円

状モチーフを描く。余白に印刻を施す。波頂部内面

に集合沈線と結節沈線を施す。127は波状口縁で、

横位鋸歯状紋を施す。128は折り返し状の肥厚口縁

で、肥厚部下に横位集合沈線、弧状モチーフを描く。

129，131は同一個体。口唇外面を肥厚させて張り出

す口唇部形状を呈す。口縁部に三角形状の印刻をめ

ぐらせることによって鋸歯状紋を作出し、以下の紋

様帯には円状モチーフを描いて余白を彫り取る。130

は口縁部に鋸歯状紋を施す。剥落した痕跡が見られ

ることから、肥厚口縁だった可能性がある。横位

鋸歯状紋を施す。132は口縁が内湾する器形を呈す。

折り返し状の肥厚口縁で、下端を彫り取って鋸歯状

紋を作出する。以下、鋸歯状紋を横位多段に施す。

133は波頂部下の部位で、レンズ状紋が描かれてい

ると思われる。134は波状の肥厚口縁で、下端が鋸

歯状に彫り取られているようだ。135は鋸歯状紋を

横位多段に施す。136は横位鋸歯状紋、137は対向す

る同心円状モチーフを描く。138は集合沈線を菱形

状に施し、内部を彫り取る。139は印刻による鋸歯

状紋を施し、結節沈線を横位、弧状に施す。140も

結節沈線による構成となり、鋸歯状紋を横位多段

に施すものと思われる。141は外反する器形を呈す。

横位鋸歯状に結節沈線を施す。くびれ部下は無紋と

なるようだ。139〜141は結節沈線による紋様構成で

あり、鍋屋町式に近い様相を呈する。

ｃ種　押圧隆帯を施すもの（第271図142）

　142は押圧隆帯を複数段めぐらせ、以下横位集合

沈線を施す。

ｅ種　結節凹線を施すもの（第271図143〜152）
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　143はトロフィー形の器形と思われる。口縁が内

折し、屈曲部を肥厚させる。内折部に貼付紋を貼付

し、結節凹線を施す。器面は弧状モチーフを描く。

144は143と同一個体。結節凹線により渦巻状モチー

フを描く。145は波状口縁と思われ、波頂部に沿っ

て２条の隆線と集合沈線を施す。沈線の脇には印刻

が施されていた痕跡が確認できる。隆線上に結節凹

線を施す。146は弧状に結節凹線を施す。147はくび

れる器形を呈し、結節凹線で幾何学状モチーフを描

く。149は弧状モチーフを描く。150は外反する器形

を呈す。148，152は橋状把手の部位。148は結節凹

線をＸ字状に施す。152は縄紋原体圧痕や貝殻腹縁

紋あるいは櫛歯状工具による刺突を施す。151は底

部破片で底部が張り出す器形を呈す。結節凹線に

より横位、斜位、弧状のモチーフを描く。

ｆ種　縄紋地・無紋地に浮線を施すもの（第271図

153〜161）

　153は尖頭状口唇で、竹管のような円筒状工具の

押捺による刻みを施す。ＲＬ縄紋を地紋とし、結節

浮線を横位にめぐらす。口縁内面に段を有する。154

は波状口縁を呈し、口唇内面に粘土紐貼付による段

を有する。無節Ｌｒ縄紋を施し、結節浮線を２条施

す。155は無節Ｌｒ縄紋を施し、複数条の結節浮線

を弧状に貼付する。156，157は同一個体。無節Ｌｒ

縄紋を施し、結節浮線を縦位に複数条並列させる。

一部間隔を広めに空け、渦巻状の浮線を縦位に配置

させる。158はＲＬ縄紋を施し、結節浮線を横位鋸

歯状、横位に施す。横位浮線間にヘラ切り状の刺突

列が見られる。159は口唇部に刻みを施す口縁部破

片で、弧状の浮線を貼付する。口縁内面に隆線をめ

ぐらす。160は緩く外反する器形を呈す。結節浮線

を横位多段に貼付する。161は刻みを施した隆線を

めぐらす。

第７類　浮島・興津系土器（第265図５，第271図

162〜第273図214）

ａ種　貝殻紋を施すもの（第265図５，第271図162

〜第272図183）

　５は直立する器形を呈し、口縁部に肥厚帯を成形

して紋様帯とする。紋様帯内は弧状の集合沈線と半

截竹管内皮による刺突を施す。紋様帯下はロッキン

グを横位多段に施す。口唇部に指頭押捺のような刻

みを付す。浮島Ⅲ式であろう。162〜169はロッキン

グを施す。162は波状口縁で折り返し状の肥厚口縁

を呈し、下端を彫り取って鋸歯状紋を作出する。ロ

ッキングを横位多段に施す。肥厚部にも施している。

163も折り返し状の肥厚帯をもつ。肥厚部下から横

位にロッキングを施す。168はロッキングの上から

沈線を斜位に施す。170は口縁下に縦位短沈線帯を

成形し、貝殻端部の刺突により区画する。以下はロ

ッキングを施し、平行沈線を横位に複数段施す。171

は折り返し状の肥厚口縁を呈し、下端に押捺のよう

な鈍い刻みを付す。貝殻腹縁紋を横位に３段施し、

平行沈線で区画する。口唇部にも貝殻の先端の刺突

を施す。174〜183は貝殻紋を施し、沈線で区画する

ものである。174は波状口縁で、緩く外反する器形

を呈す。口縁から縦位短沈線、２段の貝殻腹縁紋を

施し、１本書きの沈線で区画する。175は波状口縁

を呈し、口縁が緩く外反する。貝殻腹縁紋を帯状に

施し、沈線で区画する。176は貝殻の先端圧痕を施し、

平行沈線で区画する。181，182は同一個体。貝殻の

先端圧痕を帯状に施し、平行沈線で区画する。

ｂ種　沈線を施すもの（第272図184〜191）

　184は波状口縁で、尖頭状の口唇部形状を呈す。

ＲＬ縄紋を施し、集合沈線を弧状に施す。交点に貼

付紋が貼付されていた痕跡が確認できる。185は無

節Ｌｒ縄紋を施し、平行沈線を横位、弧状に施す。

186は口縁が短く外反する器形で、口唇外面をやや

肥厚させる。口唇部と肥厚部に半截竹管内皮による

刺突をめぐらせ、集合沈線を斜位に施す。187は尖

頭状の口唇部形状を呈し、肥厚はしないが折り返し

状の段を残す。段以下に、縦横に沈線を施す。188

は口縁部に半截竹管内皮による刺突を１条めぐらせ、

平行沈線を斜位や弧状に施す。口唇部に深めの刻み

を付す。189は細沈線を縦位鋸歯状に施す。部分的に、

転換点に横位に施す。190は沈線を斜格子目状に施
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す。191は沈線を横位や縦位、斜位に不規則に施す。

ｃ種　刺突を施すもの（第272図192〜第273図203）

　192は波状口縁を呈し、外削ぎ状の口唇部に刻み

を付す。三角刺突を横位多段に施す。浮島Ⅲ式であ

ろう。193は口縁下から縦位短沈線帯、刺突列、横

位平行沈線を施す。194は口縁下に縦位短沈線を施

し、抉るような深い刺突をめぐらす。以下は半截竹

管内皮による刺突列、沈線を横位多段に施す。195

は半截竹管内皮による刺突を複数段重ねることによ

り、貝殻紋の効果を出しているようだ。刺突列間に

平行沈線による鋸歯状紋を施す。196〜198はペン先

状の刺突を帯状に施して沈線で区画するもので、ａ

種の貝殻紋を置換したものと考えられる。198は平

行沈線下にＲＬ縄紋を施す。199は緩く外反する器

形を呈す。口縁下から粘土をめくりあげるような刺

突を多段に施す。口縁部に貼付紋を貼付しており、

諸磯ｃ式の要素を併せもっている。200は緩く外反

する器形を呈す。口縁部に横位集合沈線を施し、半

截竹管内皮による刺突をめぐらせて区画する。口縁

端部に刻みを付す。201，202は同一個体。縦位の集

合沈線と半截竹管内皮による刺突列が交互に配され

る。203は刺突列を間隔を空けて横位に施す。

ｄ種　縄紋原体圧痕を施すもの（第273図204〜210）

　204は緩く外反する器形を呈す。口縁部に２条の

原体圧痕をめぐらせ、以下、ＬＲ縄紋を横位施紋す

る。205も204と同様の構成となる。206は折り返し

状の段を２段有し、口縁直下に原体圧痕を施す。以

下、ＲＬ縄紋を施す。207は口縁が外反する器形を

呈す。口縁部に原体圧痕を１条めぐらせ、以下、Ｒ

Ｌ縄紋を横位施紋する。208〜210は同一個体。幅広

の肥厚帯を成形し、肥厚部に複数条の原体圧痕を縦

位や半円状に施す。肥厚部下はＬｒの結節縄紋を横

位施紋する。

ｅ種　折り返し状の肥厚口縁となるもの（第273図

211〜214）

　211は肥厚部の下端に押捺による刻みを付し、口

唇部には半截竹管内皮による刻みを施す。212は肥

厚部の下端を三角形状に彫り取る。213は波状口縁

を呈し、肥厚部の下端に押捺による刻みを付す。肥

厚部下はＲＬ縄紋を施す。214は波状口縁を呈し、

３段の段が認められる。いずれも下端を三角形状に

彫り取り、鋸歯状紋を作出する。

第８類　大木系土器（第265図６，第273図215〜218）

ａ種　大木５式（第273図215〜217）

　215はＲＬ縄紋を横位施紋し、鋸歯状素浮線を貼

付する。216，217は同一個体。鋸歯状の凹線を複数

段と結節沈線を横位にめぐらす。地紋は判然としな

いが、ＲＬ、ＬＲの結束羽状縄紋と思われる。

ｂ種　大木６式（第265図６，第273図218）

　６は球胴形深鉢で、口縁に小突起を付す。凹線に

よりモチーフを描き、半截竹管内皮による刺突を沿

わせている。口縁部紋様帯には波頂部を中心として

弧状のモチーフを配置し、胴部紋様帯には渦巻状や

弧状モチーフを描く。胴部下半はＲＬ、ＬＲの結束

羽状縄紋を横位施紋する。218は小突起をもつ口縁

で、波頂部から素浮線を垂下させる。結節浮線によ

り区画し、区画内に２条の鋸歯状結節浮線を施す。

第９類　前期末葉から中期初頭の土器（第273図219，

220）

　219は内削ぎ状口唇の口縁部破片。口縁下に斜位

の集合沈線、その下に多段の円形刺突列を施す。北

陸地方の朝日下層式の影響が考えられよう。220は

横位沈線を施し、沈線の脇に刺突列を施す。

第10類　浅鉢（第273図221〜227）

　221は有孔鉢である。胴部が張り出す器形を呈し、

口縁がくの字状に短く外反する。屈曲部下に円孔を

めぐらす。222は口縁が短く立ち上がり、肩がやや

張り出す器形を呈す。肩の張り出し部は丁寧に削ら

れて成形されている。223〜225は肩の部位。223は

胴部に段を有する。225は丸く屈曲する。226，227

は胴部破片。226はくの字状に屈曲し、227は段を有

する。
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第11類　縄紋施紋土器（第274図228〜242）

　228は湾入する口縁形状を呈す。ＲＬ縄紋を横位

施紋する。229は内削ぎ状の口唇部形状を呈し、口

縁下に粗大な刻みを施す。ＬＲ縄紋を斜位に施紋す

る。口縁の刻みは第４類ｂ種との関連が考えられよ

う。230はＲＬ、ＬＲの結束羽状縄紋を横位施紋す

る。231は口縁が内傾する器形になるようだ。無節

Ｌｒ縄紋をまばらに施紋する。232は無節Ｌｒ縄紋

を横位、233は縦位に施紋する。234はＬＲ縄紋を斜

位気味に施紋する。235はＬＲ、ＲＬ縄紋を横位施

紋する。236は斜位に沈線を施し、以下はＲＬ縄紋

を施す。237はＲＬ，238はＬｒの結節縄紋を横位

施紋する。240はＬｒ、Ｒｌの結束羽状縄紋、239，

241，242はＬＲ、ＲＬの結束羽状縄紋を横位施紋す

る。

第12類　無紋土器（第274図243〜255）

　243は口縁が部分的に内湾する器形を呈す。第３

類との関連が考えられよう。244は口唇外面が張り

出す口縁部形状を呈す。245は口縁でくの字状に

外反する器形を呈す。247は口唇部に刻みを付す。

段にはならないが、輪積みの痕跡をかすかに残して

いる。248はナデ調整による器面の凹凸が顕著に見

られる。

第Ⅲ群　中期前半〜後期の土器

第１類　勝坂式（第275図256，257）

　256はキャリパー状の器形を呈し、小突起をもつ。

屈曲部に刻みを付し、沈線、円形隆帯、円形刺突を

施す。257はＲＬ縄紋を地紋とし、押引紋を２条施

す。一方は蛇行する。

第４類　加曽利Ｅ式（第275図258〜262）

　258は口唇内面を肥厚させ、口唇部に１条の沈線

をめぐらす。ＲＬ縄紋を縦位施紋し、逆Ｕ字状の沈

線を施す。259〜261は垂下沈線で区画し、縄紋を充

填施紋する。262は垂下隆線を施し、ＬＲ縄紋を縦

位施紋する。

第５類　称名寺式（第275図263）

　263は沈線で区画し、列点を施す。

第６類　堀之内式（第275図264〜272）

　264は小波状で、口縁が短く内折する。口縁に沿

って１条の沈線をめぐらせ、波頂部下に円形刺突を

施す。屈曲部下は３条１単位の沈線を垂下させ、Ｒ

Ｌ縄紋を施す。265は緩く内湾する器形を呈す。口

縁に沿って１条の沈線をめぐらせ、基点に２個の円

形刺突を施す。以下、ＬＲ縄紋を施す。266は刻み

を付した隆線を垂下させ、沈線を弧状に施す。267

は外反する器形を呈し、沈線が縦位展開するモチー

フを描く。268は複数条の沈線により、Ｕ字状モチ

ーフを描く。269は縦位、横位、逆Ｊ字状沈線を施す。

270はＬＲ縄紋を地紋とし、横位、弧状の沈線を施

す。271は横位、斜位の帯状沈線を施し、沈線間に

ＬＲ縄紋を充填施紋する。272は円状モチーフを描

き、沈線間にＬＲ縄紋を充填施紋する。

ミニチュア土器（第275図273）

　273は無紋で外反する器形を呈す。残存部の推定

最大径は7．8㎝を測る。

土偶（第275図274）

　795−510，840−570グリッドの包含層中から出土

し、接合した。

　扁平な板状を呈す。腰と思われる中央部がくびれ、

肩と思われる部位と下半身が張り出す。肩の部分に

刺突を施した円形の貼付紋が貼付され、腕を表現し

ていると考えられる。その内側には、上部が剥落し

てしまっているが、２対の貼付が見られ、乳房を表

現しているようだ。それ以外の部位についての表現

は見られず、頭部や顔についても表現されない。表

裏に調整痕と考えられる線条痕が見られる。長さ

11．6㎝、幅5．3㎝、厚さ1．4㎝を測る。
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（９）Ⅵ区出土土器

第Ⅱ群　前期〜中期初頭の土器

第２類　諸磯ｂ式（第276図１）

ｂ種　集合沈線を施すもの（第276図１）

　１は集合沈線による横帯構成となる。地紋に無節

Ｌｒ縄紋を横位施紋する。

第４類　諸磯ｃ式（第276図２〜８）

ｃ種　口縁部付近のみ貼付紋を施すもの（第276図２）

　２は縦位区画の部位と思われ、矢羽根状と縦位の

集合沈線を施す。

ｄ種　貼付紋を多用するもの（第276図３，４）

　３は胴部破片で、平行沈線により斜格子目紋を施

し、貼付紋を貼付する。４は斜位に集合沈線を施し、

棒状貼付紋を貼付する。口縁内面に折り返し状の肥

厚帯を成形し、斜位の集合沈線と貼付紋を施す。

ｅ種　全面に地紋沈線を施すもの（第276図５，６）

　５は口縁が緩く内湾する器形を呈す。口縁下に１

条横位の沈線をめぐらせて幅狭な無紋帯を成形し、

以下は縦位鋸歯状に集合沈線を施すと思われる。口

唇部に深めの刻みを付す。６も縦位鋸歯状に集合沈

線を施すと思われ、単独や２個一対のボタン状貼付

紋を貼付する。

ｇ種　地紋に条線を施すもの（第276図７）

　７は櫛歯状工具によるような条線を逆Ｖ字状に施

し、口縁下に２個一対のボタン状貼付紋を貼付する。

口唇部にも条線を施す。

ｊ種　浮線や結節沈線を施すもの（第276図８）

　８は頸部の屈曲する部位で、屈曲部上位に結節浮

線を複数条横位に貼付する。一部、屈曲部下にも弧

状の結節浮線を施す。屈曲部下は斜位に集合沈線を

施し、棒状貼付紋を貼付する。

第５類　下島式（第276図９〜16）

ｂ１種　結節浮線により幾何学モチーフを描くもの

（第276図９〜13）

　９〜11は渦巻紋を描くと思われる。12は胴部紋様

で、幾何学状モチーフを描き、余白に小さめなボタ

ン状貼付紋を貼付する。13は結節浮線を斜位や弧状

に施すが、無地紋であることが特徴的である。鍋屋

町式に近いのかもしれない。

ｃ種　結節沈線によりモチーフを描くもの（第276

図14，15）

　14は細沈線を１条垂下させて分割線とし、そこを

起点として結節沈線を斜位や弧状に施す。15は渦巻

状モチーフを描く。

ｄ種　沈線によりモチーフを描くもの（第276図16）

　16は口縁部と胴部の紋様帯を分割する区画紋の部

位。横位集合沈線を区画紋とし、上下ともに斜位の

集合沈線を施す。上位のモチーフは第６類の連弧状

集合沈線かもしれない。

第６類　前期末葉の土器（第276図17〜31）

ａ種　集合沈線を主紋様とし、印刻を施さないもの

（第276図17〜25）

　17は波状口縁を呈し、凸状の弧状沈線を施す。波

頂部に刻みを付す。18も波状口縁を呈し、波頂部下

にレンズ状紋を描く。19は平行沈線を垂下させ、そ

れを起点に連弧状の凸状集合沈線を施す。20は同心

円紋を描くと思われる。21は凹状集合沈線の部位で、

下位に紋様帯を区画する横位集合沈線が見える。22

は緩く外反する器形を呈し、凸状集合沈線を施す。

23も緩く外反する器形を呈す。対向する連弧状集合

沈線を施し、下端を横位集合沈線で区画する。24は

半隆起線状の深い沈線により、弧状モチーフを描く。

小破片のため印刻が見られないが、おそらく印刻を

施すものと思われる。福浦上層式に近いといえる。

25は底部が張り出す器形を呈し、底部に沿って集合

沈線を施す。

ｆ種　縄紋地・無紋地に浮線を施すもの（第276図

26〜31）

　26は浮線を口縁に沿ってめぐらせ、部分的にその

浮線を小突起状にする。無地紋で、ヘラ切り浮線を

横位に貼付する。27は口縁がくの字状に内折する器

形を呈す。口唇部に指頭押捺によるような凹みを連
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ｂ種　大木６式（第277図40）

　40は沈線により矩形に区画し、鋸歯状紋や原体圧

痕を施す。口唇内面を肥厚させる。

第９類　前期末葉から中期初頭の土器（第277図41）

　41は紋様帯の下端の部位と思われる。縦位の沈線

を横位の沈線で区画し、以下、木目状撚糸紋を施す。

沈線は半隆起線状の深い施紋である。　

第11類　縄紋施紋土器（第277図42〜49）

　42は内削ぎ状の口唇で波状口縁を呈す。ＬＲ縄紋

を横位施紋する。43，44は折り返し状の肥厚部をも

つ口縁部破片。43はＲＬ、44はＬＲ縄紋を横位施紋

する。45はＲＬ縄紋を横位施紋する。46はＲｌ、Ｌ

Ｒの羽状縄紋を施す。47は肥厚部の下端の部位で、

ＬＲの結節縄紋を横位施紋する。48，49は結束羽状

縄紋を施す。

第12類　無紋土器（第277図50〜53）

　50は緩く内湾、51は緩く外反する器形を呈す。

第Ⅲ群　中期前半〜後期の土器

第４類　加曽利Ｅ式（第277図54〜62）

　54〜56は口縁部紋様帯の部位で、楕円状モチーフ

を描き縄紋を充填する。54は波状口縁となる。57は

内湾する口縁で、口縁に沈線を１条めぐらせて幅狭

な無紋帯を成形する。楕円状モチーフを描き、余

白にＲＬ縄紋を充填施紋する。58は横位隆線により

口縁部無紋帯を成形、以下はＲＬ縄紋を施す。59は

外反する器形で、上下２段に楕円紋や懸垂紋を描く。

60は垂下沈線とＲＬ縄紋を縦位施紋、61は垂下沈線

は施さないがＲＬ縄紋を縦位施紋する。62は胴下半

から底部の部位。垂下沈線を施し、ＲＬ縄紋を縦位

施紋する。

ねることにより、小波状口縁の効果を出している。

結節浮線を横位多段に貼付する。28は小突起が連な

る口縁と思われ、27同様、内折する器形を呈す。無

地紋で、口縁に沿って結節浮線を弧状多段に貼付す

る。口縁内面に段が見られる。29は無地紋で、横位

に結節浮線を貼付する。30は波状口縁を呈す。ＲＬ

縄紋を地紋とし、結節浮線、素浮線、波状素浮線を

横位多段に貼付する。口縁内側を肥厚させて口唇部

紋様帯を成形し、口唇部にソーメン状浮線を渦巻状

にして貼付する。一部結節浮線によるものも見られ

る。真脇式であろう。31は胴部下半の膨らみをもつ

部位と思われる。地紋にＬＲ縄紋を施し、結節浮線

を縦位に貼付する。屈曲部で紋様は終焉し、以下無

紋となる。

第７類　浮島・興津系土器（第276図32〜34）

ｃ種　刺突を施すもの（第276図32）

　32は粘土紐を渦巻状にした突起を付す口縁部破片。

突起上半の接合部は整えず、また中心部は空いて透

かし状になっている。欠損していて判然としないが、

折り返し状の肥厚帯をもっていた可能性がある。Ｌ

Ｒ縄紋を施し、下部に角押状の刺突２条をめぐらす。

口唇部にも同様の刺突を施す。

ｄ種　縄紋原体圧痕を施すもの（第276図33，34）

　33は口縁部に縄紋原体圧痕を２条めぐらせ、以

下無節Ｌｒ縄紋を施す。34は折り返し状の肥厚口縁

で、下端部を一部彫り取って鋸歯状にする。斜位に

原体圧痕を施す。

第８類　大木系土器（第277図35〜40）

ａ種　大木５式（第277図35〜39）

　35〜38は同一個体。波状口縁で緩く外反する器形

を呈す。斜格子目状沈線を施し、波状素浮線を貼付

する。39は緩く外反する器形を呈す。ＬＲ縄紋を横

位施紋し、波状素浮線と２個一対のボタン状貼付紋

を貼付する。
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（10）Ⅰ区出土土器

第Ⅱ群　前期〜中期初頭の土器

第４類　諸磯ｃ式（第278図１〜４）

ｃ種　口縁部付近のみ貼付紋を施すもの（第278図１）

　１は縦位区画や矢羽根状集合沈線を施す。

ｄ種　貼付紋を多用するもの（第278図２，３）

　２は頸部で屈曲し、口縁が内湾する器形を呈す。

口縁下と屈曲部に矢羽根状集合沈線を施し、口縁部

紋様帯は横位集合沈線を施す。口縁部と屈曲部に縦

長の貼付紋、間にボタン状貼付紋を貼付する。３は

縦位や菱形状に集合沈線を施し、貼付紋を貼付する。

ｊ種　浮線や結節沈線を施すもの（第278図４）

　４は口縁が内折する器形を呈し、屈曲部上に斜位

の貼付紋を施す。口縁部に結節沈線を横位、斜位に

施し、屈曲部下は縦位やボタン状貼付紋を貼付する。

第５類　下島式（第278図５〜12）

ａ１種　棒状の結節浮線を施すもの（第278図５〜８）

　５は緩く内湾する器形を呈す。口縁下からやや乱

雑に菱形状集合沈線を縦横に重ねるモチーフを施し、

粗い結節浮線を全面に貼付する。口唇部に半截竹管

内皮による刺突をめぐらす。６は紋様帯を画す横位

集合沈線を施し、下位紋様帯には縦位展開するモチ

ーフを施す。２個一対のボタン状貼付紋と縦位複数

条の結節浮線を貼付する。７は縦位展開するモチー

フを描き、縦位複数条の結節浮線を貼付する。８は

緩く外反する器形を呈す。横位集合沈線を施して、

以下は縦位展開するモチーフを描く。紋様の転換部

に横位２条の結節浮線をめぐらせ、縦位３条の結節

浮線を貼付する。

ｂ１種　結節浮線により幾何学モチーフを描くもの

（第278図９〜12）

　９は大波状口縁を呈し、波頂部下に対向する渦巻

状モチーフを描く。半円が連結しているようであり、

渦巻紋と連弧紋の中間的なモチーフのようだ。10は

波頂部下に渦巻状モチーフを描く。11は波頂部下に

レンズ状紋を施し、以下は対向する渦巻紋となるよ

うだ。12は緩く外反する器形を呈す。結節浮線をめ

ぐらせて横位区画し、上位紋様帯に渦巻状モチーフ

や斜位の結節浮線を施す。

第６類　前期末葉の土器（第278図13，14）

ａ種　集合沈線を主紋様とし、印刻を施さないもの

（第278図13）

　13は底部が張り出す底部破片で、集合沈線により

横位区画し、区画内に菱形状の集合沈線を横位に連

続させるモチーフを描く。

ｆ種　縄紋地・無紋地に浮線を施すもの（第278図

14）

　14は無紋地に、結節浮線を横位多段に施す。

第７類　浮島・興津系土器（第278図15〜19）

ａ種　貝殻紋を施すもの（第278図15〜17）

　15はロッキングを横位多段に施す。16は胴部が膨

らみ、頸部がすぼまる器形を呈す。貝殻腹縁紋で菱

形状モチーフを描き、沈線で区画する。貝殻紋は一

部ロッキングとなっている。17は貝殻腹縁紋を充填

させ、沈線で区画する。

ｃ種　刺突を施すもの（第278図18，19）

　18は口唇内面が折り返し状に肥厚する。口縁部に

刺突列を１条めぐらす。19は刺突列を横位多段に施

す。破片上端に斜位の集合沈線が見られる。

第９類　前期末葉から中期初頭の土器（第278図20）

　20は尖頭状の口唇部形状を呈し、横位沈線と刺突

により紋様を構成する。胎土に金雲母を含む。

第Ⅲ群　中期前半〜後期の土器

第１類　勝坂式（第279図21〜23）

　21は屈曲する器形を呈す。口縁部は無紋とし、屈

曲部下に２条の隆線をめぐらすが、下の隆線にのみ

刻みを付す。22はくの字状に外折する器形を呈す。

隆線を貼付し、角押状やペン先状押引紋を沿わせる。

23は横位、弧状に隆線を貼付し、平行沈線や角押状

刺突を沿わせる。
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第３類　焼町土器（第279図24）

　24は隆線を弧状に貼付し、平行沈線を沿わせる。

隆線の先端は瘤状突起となる。

第４類　加曽利Ｅ式（第279図25〜31）

　25は口縁部破片で、沈線による楕円状区画を施し、

ＲＬ縄紋を充填施紋する。26は内湾する器形を呈す。

沈線により楕円状区画を施し、区画内にＲＬ縄紋を

充填施紋する。楕円区画間に懸垂紋を施す。27は波

状口縁で、緩く内湾する器形を呈す。口縁部に１条

の沈線をめぐらせて無紋帯を作出し、逆Ｕ字状区画

を施して、区画外にＲＬ縄紋を充填施紋する。28も

内湾する器形を呈す。１条沈線をめぐらせて口縁部

無紋帯を作出し、以下は条線を縦位に施す。29は垂

下隆線を施し、ＲＬ縄紋を充填施紋する。30は隆線

によりワラビ手状モチーフを描き、余白に撚糸紋Ｌ

を施す。31は１条沈線をめぐらせて、以下、条線を

縦位に施す。

第５類　称名寺式（第279図32〜36）

　32は波状口縁で、口縁が内折する器形を呈す。沈

線による帯状区画内に列点を施す。33，36は沈線に

よる帯状区画内に列点を施す。34は波状口縁を呈し、

口縁が内折する。波頂部下に円形刺突を施し、脇に

沈線をめぐらせる。沈線による帯状区画内に列点を

施す。35は沈線による帯状区画内にＬＲ縄紋を充填

施紋する。

第６類　堀之内式（第279図37〜第281図70）

　37は波状口縁で、口縁が内折する器形を呈す。波

頂部下に円孔を穿つ。38は波状口縁を呈し、波頂部

に橋状把手を付す。波頂部を境に楕円状隆線を対称

に貼付する。39は刺突を施した隆線を逆三角形状に

貼付し、口唇部に凹みを施す。40は口縁に２条の沈

線をめぐらせ、沈線を弧状に施す。41は口縁下に１

条の沈線をめぐらせ、横位鋸歯状に沈線を施す。口

縁端部に斜位の刻みを付す。42は沈線で幾何学紋を

描く。43は波頂部下に円形刺突を施し、それを基点

に沈線をめぐらせ、脇に斜位の短沈線を施す。屈曲

部下は、刻みを付した斜位の隆線を貼付する。44は

ＲＬ縄紋を地紋とし、弧状沈線を垂下させる。45は

波頂部下に円形刺突を施し、脇に沈線をめぐらす。

屈曲部下は、ＬＲ縄紋を施して複数条の沈線を垂下

させる。46は幅狭な内折部に円形刺突を施し、沈線

をめぐらす。47，51はくの字状に外反する器形を呈

し、口縁が短く内折する。内折部に沈線をめぐらせ、

屈曲部下に沈線を施す。48は短く内折する口縁部に

沈線をめぐらせ、縦位や斜位の沈線を施す。49は口

縁部に弧状沈線を施す。50はＬＲ縄紋を地紋とし、

幾何学状モチーフを描く。52はＲＬ縄紋を地紋とし、

沈線を垂下させる。53〜63は胴部紋様で、弧状など

の沈線を施す。64，65は条線を波状や弧状に施す。

66は注口土器で、注口と口縁が連結して橋状を呈す。

67は橋状把手をもつ。68は口縁下に刻みを付した隆

線を１条めぐらせ、沈線区画内に縄紋を充填施紋す

る。69，70は同一個体。２条の細隆線をめぐらせ、

一部を縦位細隆線で連結させる。接点に刺突を施す。

口縁内面にも沈線をめぐらせ、貼付を施す。

第７類　加曽利Ｂ式（第281図71〜73）

　71は口唇内面が折り返し状に肥厚し、さらに口縁

内面に段を有する。沈線による楕円紋を縦横に重ね

る。72は口縁部に指頭押捺状の刺突を施した隆帯を

２条めぐらす。73は浅鉢。外面は口縁部に１条の沈

線をめぐらすのみで無紋とし、内面を折り返し状に

肥厚させ、沈線により幾何学紋を施す。部分的に口

唇部を内湾させる。

第８類　高井東式（第281図74）

　74は二股の突起で、弧状隆線と瘤状貼付を施す。

隆線上に刺突を施す。

　その他、無紋土器として75，76，78，79がある。

78は底面に網代痕が、79は底面に指頭による押捺が

顕著に見られる。77は隆線を２条横位にめぐらすも

ので、赤色塗彩が施されている。
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第282図　遺構外出土草創期石器と出土位置
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第283図　Ⅱ区遺構外出土石器（１）
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第295図　Ⅱ区遺構外出土石器（13）
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第297図　Ⅱ区遺構外出土石器（15）
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第299図　Ⅲ区遺構外出土石器（１）
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第302図　Ⅲ区遺構外出土石器（４）
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第303図　Ⅲ区遺構外出土石器（５）
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第305図　Ⅲ区遺構外出土石器（７）　
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第309図　Ⅲ区遺構外出土石器（11）
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第310図　Ⅲ区遺構外出土石器（12）
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第311図　Ⅲ区遺構外出土石器（13）
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第312図　Ⅲ区遺構外出土石器（14）
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第313図　Ⅲ区遺構外出土石器（15）
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第314図　Ⅲ区遺構外出土石器（16）
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第315図　Ⅲ区遺構外出土石器（17）
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第316図　Ⅲ区遺構外出土石器（18）
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第317図　Ⅲ区遺構外出土石器（19）
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第318図　Ⅲ区遺構外出土石器（20）
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第319図　Ⅳ区遺構外出土石器（１）
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第320図　Ⅳ区遺構外出土石器（２）



40

41 42

43
44 45

46

47

48

49

50

51

52

53

Ⅱ　縄紋時代の調査

430

第321図　Ⅳ区遺構外出土石器（３）
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第322図　Ⅳ区遺構外出土石器（４）
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第323図　Ⅳ区遺構外出土石器（５）
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第324図　Ⅳ区遺構外出土石器（６）
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第325図　Ⅳ区遺構外出土石器（７）
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第326図　Ⅳ区遺構外出土石器（８）
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第327図　Ⅳ区遺構外出土石器（９）
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第328図　Ⅳ区遺構外出土石器（10）
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第329図　 Ⅵ区遺構外出土石器（１）
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第330図　Ⅵ区遺構外出土石器（２）
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第331図　Ⅰ区遺構外出土石器（１）
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第332図　Ⅰ区遺構外出土石器（２）
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第333図　Ⅰ区遺構外出土石器（３）　
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第334図　Ⅰ区遺構外出土石器（４）
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遺構外　草創期石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考

1 尖頭器 Ⅳ区
805−490

長　41．0
厚　4．6

幅　13．5
重　1．6

黒色安山
岩

2 尖頭器 Ⅵ区
880−665

長　34．7
厚　5．2

幅　18．3
重　2．5

黒色頁岩

3 尖頭器 Ⅳ区
775−535

長　35．0
厚　5．2

幅　22．8
重　3．6

黒色安山
岩

4 尖頭器 Ⅳ区
800−480

長   　43
厚   　10

幅   　30
重　10．4

黒曜石 和田産

5 尖頭器 Ⅳ区
810−485

長   　66
厚   　8

幅   　30
重　12．3

黒曜石 和田産 6 有茎石鏃 Ⅳ区
805−500

長　21．2
厚　4．9

幅　15．1
重　1．2

チャート

7 有茎石鏃 Ⅲ区
840−610

長　22．7
厚　4．6

幅　15．7
重　1．5

黒色頁岩 8 打製石斧 Ⅳ区
795−500

長   　52
厚   　22

幅   104
重　42．0

黒色頁岩

9 打製石斧 Ⅳ区
805−505

長   　97
厚   　25

幅   　44
重129．5

黒色安山
岩

10 打製石斧 Ⅳ区
表土

長   168
厚   　35

幅   　64
重328．4

ホルン
フェルス

Ⅱ区遺構外　石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考

1 尖頭器 880−685 長　51．3
厚　12．1

幅　19．1
重　11．1

チャート 2 石鏃 880−685 長　11．5　幅　13．6
厚　2．8　重　0．3

黒曜石 諏訪産

3 石鏃 865−680 長　13．9
厚　3．1

幅　9．7
重　0．3

黒曜石 諏訪産 4 石鏃 870−680 長　14．6　幅　13．8
厚　3．0　重　0．4

黒曜石 諏訪産

5 石鏃 815−705 長　13．9
厚　3．0

幅　11．2
重　0．3

黒曜石 諏訪産 6 石鏃 860−670 長　14．9　幅　14．2
厚　2．6　重　0．4

黒曜石 諏訪産

7 石鏃 845−665 長　15．1
厚　3．9

幅　12．5
重　0．5

黒曜石 諏訪産 8 石鏃 815−660 長　13．6　幅　13．0
厚　4．0　重　0．5

チャート

9 石鏃 835−685 長　15．5
厚　3．4

幅　14．4
重　0．6

チャート 10 石鏃 835−680 長　14．2　幅　11．8
厚　4．1　重　0．8

チャート

11 石鏃 815−685 長　16．4
厚　2．0

幅　9．1
重　0．3

珪化凝灰
岩

12 石鏃 850−680 長　17．3　幅　12．8
厚　3．3　重　0．5

チャート

13 石鏃 830−660 長　16．6
厚　3．0

幅　16．6
重　0．6

黒色頁岩 14 石鏃 880−670 長　17．1　幅　16．3
厚　3．3　重　0．6

黒曜石 諏訪産

15 石鏃 880−665 長　18．7
厚　3．7

幅　15．7
重　0．8

チャート 16 石鏃 825−685 長　17．3　幅　12．8
厚　2．7　重　0．4

チャート

17 石鏃 870−685 長　19．2
厚　3．0

幅　12．8
重　0．4

黒曜石 諏訪産 18 石鏃 875−680 長　18．9　幅　14．7
厚　4．1　重　0．8

チャート

19 石鏃 880−670 長　20．1
厚　3．2

幅　16．1
重　0．5

黒曜石 諏訪産 20 石鏃 810−690 長　19．5　幅　14．7
厚　2．5　重　0．5

チャート

21 石鏃 850−695 長　20．3
厚　4．5

幅　16．8
重　1．2

黒色安山
岩

22 石鏃 870−675 長　20．0　幅　15．2
厚　3．3　重　0．6

黒曜石 和田産

23 石鏃 865−680 長　22．3
厚　4．3

幅　16．5
重　1．1

チャート 24 石鏃 ６号土坑
（近世）

長　17．5　幅　16．2
厚　3．3　重　0．7

黒曜石 諏訪産

25 石鏃 810−655 長　17．9
厚　4．1

幅　15．9
重　1．2

チャート 26 石鏃 880−685 長　19．5　幅　16．5
厚　4．4　重　1．0

チャート

27 石鏃 820−685 長　21．7
厚　3．2

幅　13．4
重　0．9

チャート 28 石鏃 820−675 長　23．1　幅　14．2
厚　4．9　重　1．2

チャート

29 石鏃 820−700 長　25．7
厚　6．0

幅　14．2
重　1．5

黒色安山
岩

30 石鏃 840−665 長　24．6　幅　17．6
厚　4．1　重　1．6

黒曜石 和田産

31 石鏃 850−690 長　23．7
厚　3．8

幅　15．3
重　1．1

チャート 32 石鏃 830−655 長　26．8　幅　14．7
厚　3．5　重　1．1

黒色安山
岩

33 石鏃 815−690 長　23．4
厚　3．3

幅　15．7
重　0．8

黒曜石 諏訪産 34 石鏃 810−675 長　28．7　幅　14．9
厚　3．6　重　0．9

黒曜石 諏訪産

35 石鏃 810−690 長　31．7
厚　4．9

幅　18．4
重　1．7

黒色頁岩 36 石鏃 845−660 長　29．2　幅　20．3
厚　3．6　重　1．3

チャート

37 石鏃 820−700 長　15．0
厚　5．8

幅　13．9
重　1．1

黒曜石 諏訪産
未製品　

38 石鏃 880−690 長　17．7　幅　11．5
厚　3．8　重　0．7

黒曜石 諏訪産
未製品　

39 石鏃 845−690 長　20．7
厚　4．3

幅　14．7
重　1．3

珪質頁岩 未製品 40 石鏃 865−670 長　24．9　幅　22．8
厚　6．1　重　2．9

黒曜石 諏訪産
未製品　

41 石鏃 815−665 長　26．9
厚　9．7

幅　23．6
重　5．8

チャート 未製品 42 石鏃 865−685 長　28．3　幅　18．8
厚　5．3　重　2．8

チャート 未製品

43 石鏃 870−675 長　28．1
厚　12．0

幅　22．5
重　6．9

チャート 未製品 44 石鏃 865−665 長　29．5　幅　23．0
厚　11．2　重　7．2

黒色頁岩 未製品

45 石鏃 870−670 長　29．9
厚　8．1

幅　20．6
重　3．5

黒色頁岩 未製品 46 石鏃 840−685 長　24．2　幅　17．4
厚　6．8　重　2．2

黒曜石 諏訪産
未製品　

47 石鏃 865−680 長　32．2
厚　7．4

幅　28．9
重　7．6

黒色安山
岩

未製品 48 石鏃 845−685 長　34．5　幅　26．6
厚　9．3　重　7．7

チャート 未製品

遺構外出土石器観察表　



７　遺構外出土遺物
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Ⅱ区遺構外　石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考
49 楔形石器 810−665 長　15．4　幅　13．6

厚　5．2　重　0．9
黒曜石 50 楔形石器 880−670 長　17．8　幅　18．5

厚　8．1　重　2．4
黒曜石

51 楔形石器 850−685 長　29．5　幅　20．2
厚　9．4　重　5．9

チャート 52 楔形石器 850−680 長　25．2　幅　24．8
厚　8．6　重　6．5

チャート

53 石錐 835−690 長　22．1　幅　14．2
厚　8．5　重　1．6

黒曜石 54 石錐 表土 長　23．9　幅　19．9
厚　6．8　重　3．3

チャート

55 石錐 820−710 長　23．0　幅　19．4
厚　10．7　重　2．1

チャート 56 石錐 830−660 長　25．3　幅　18．8
厚　5．4　重　2．0

黒色頁岩

57 石錐 880−675 長　24．6　幅　19．9
厚　9．3　重　3．5

黒色頁岩 58 石錐 875−675 長　30．3　幅　21．0
厚　5．5　重　2．1

黒色安山
岩

59 石錐 850−675 長　32．6　幅　17．1
厚　7．5　重　3．4

黒色頁岩 60 石錐 865−685 長　34．4　幅　11．2
厚　5．2　重　1．2

黒曜石

61 石錐 835−685 長　34．2　幅　14．9
厚　5．9　重　2．8

黒色頁岩 62 石錐 860−665 長　35．3　幅　14．3
厚　6．0　重　2．4

黒色頁岩

63 石錐 875−675 長　36．4　幅　17．9
厚　6．2　重　3．2

黒色頁岩 64 石錐 810−665 長　39．5　幅　17．6
厚　8．0　重　3．3

チャート

65 石錐 810−665 長　45．6　幅　12．6
厚　8．2　重　2．8

チャート 66 石錐 870−685 長　43．7　幅　13．1
厚　8．9　重　2．8

黒曜石

67 石錐 845−695 長　45．1　幅　25．4
厚　10．2　重　9．1

黒色頁岩 68 石錐 865−685 長　47．2　幅　31．0
厚　8．3　重　10．8

黒色頁岩

69 石匙 820−670 長　48．6　幅　61．7
厚　9．8　重　22．6

黒色頁岩 70 石匙 805−660 長　53．5　幅　76．8
厚　10．3　重　26．4

珪質頁岩

71 石匙 ２号溝
（近世）

長　45．4　幅　67．5
厚　14．9　重　32．6

珪質頁岩 72 スクレイ
パー

820−675 長   　26　幅   　27
厚   　7　重　3．8

黒色頁岩

73 スクレイ
パー

880−690 長   　38　幅   　63
厚   　13　重　33．0

黒色頁岩 74 スクレイ
パー

835−675 長   　36　幅   　49
厚   　8　重　17．1

黒色頁岩

75 スクレイ
パー

815−690 長   　57　幅   　72
厚   　19　重　72．4

黒色頁岩 76 スクレイ
パー

845−685 長   　41　幅   　76
厚   　17　重　55．2

黒色頁岩

77 スクレイ
パー

855−685 長   　55　幅   　78
厚   　18　重　52．4

黒色頁岩 78 スクレイ
パー

815−685 長   　60　幅   　79
厚   　17　重　68．2

黒色頁岩

79 スクレイ
パー

815−710 長   　64　幅   　76
厚   　19　重100．2

黒色頁岩 80 スクレイ
パー

850−680 長   　63　幅   　82
厚   　18　重　95．2

黒色頁岩

81 スクレイ
パー

830−670 長   　66　幅   　76
厚   　13　重　70．9

黒色頁岩 82 スクレイ
パー

835−685 長   　55　幅   　86
厚   　15　重　80．3

黒色頁岩

83 スクレイ
パー

855−685 長   　56　幅   　94
厚   　17　重　56．4

黒色頁岩 84 スクレイ
パー

850−680 長   　60　幅   　98
厚   　22　重110．6

黒色頁岩

85 スクレイ
パー

835−680 長   　77　幅   　84
厚   　26　重200．7

黒色頁岩 86 スクレイ
パー

840−660 長   　57　幅   112
厚   　16　重113．3

黒色頁岩

87 スクレイ
パー

880−680 長   　75　幅   　90
厚   　20　重104．9

細粒輝石
安山岩

88 スクレイ
パー

880−680 長   　54　幅   109
厚   　18　重100．5

黒色頁岩

89 スクレイ
パー

840−665 長   　95　幅   106
厚   　23　重220．3

黒色頁岩 90 スクレイ
パー

855−665 長   　62　幅   107
厚   　25　重144．9

黒色頁岩

91 スクレイ
パー　　

865−665 長   　65　幅   　73
厚   　25　重　87．9

黒色頁岩 92 スクレイ
パー

810−660 長   　74　幅   129
厚   　44　重393．0

黒色頁岩

93 スクレイ
パー　　

875−690 長   　65　幅   　33
厚   　17　重　33．5

黒色頁岩 94 スクレイ
パー

840−660 長   　68　幅   　51
厚   　15　重　49．8

黒色頁岩

95 スクレイ
パー　　

855−670 長   　69　幅   　60
厚   　24　重　92．2

黒色頁岩 96 スクレイ
パー

810−685 長   　94　幅   　49
厚   　12　重　53．2

黒色頁岩

97 スクレイ
パー　　

810−700 長   　74　幅   　65
厚   　12　重　66．4

黒色頁岩 98 スクレイ
パー

875−675 長   　79　幅   　55
厚   　12　重　67．1

黒色頁岩

99 スクレイ
パー　　

870−680 長   　72　幅   　69
厚   　17　重　77．6

黒色頁岩 100 スクレイ
パー

805−670 長   　88　幅   　80
厚   　24　重153．9

黒色頁岩

101 スクレイ
パー　　

865−660 長   　89　幅   　78
厚   　29　重157．5

黒色頁岩 102 スクレイ
パー

850−685 長   101　幅   　93
厚   　42　重434．6

黒色安山
岩

103 スクレイ
パー　　

880−675 長   109　幅   　53
厚   　21　重　99．9

細粒輝石
安山岩

104 スクレイ
パー

805−685 長   　82　幅   107
厚   　29　重278．9

黒色頁岩

105 スクレイ
パー　　

885−685 長   　93　幅   　69
厚   　33　重169．8

黒色頁岩 106 スクレイ
パー

855−685 長   148　幅   　98
厚   　42　重680．5

黒色頁岩

107 スタンプ 845−680 長　82．8　幅　49．1
厚　45．2　重176．0

黒色頁岩 108 スタンプ 815−710 長103．3　幅　66．0
厚　57．7　重356．7

黒色頁岩

109 スタンプ 880−685 長100．3　幅　53．9
厚　44．6　重292．4

黒色頁岩 110 スタンプ 875−685 長　86．9　幅　71．3
厚　46．3　重435．3

砂岩

111 スタンプ 865−685 長　97．1　幅　77．4
厚　47．5　重497．2

ひん岩 112 スタンプ 820−725 長　93．5　幅　73．3
厚　53．4　重399．4

粗粒輝石
安山岩
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Ⅱ区遺構外　石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考
113 スタンプ 表土 長107．8　幅　77．3

厚　55．7　重523．2
粗粒輝石
安山岩

114 スタンプ 875−680 長108．3　幅　69．2
厚　56．2　重520．2

砂岩

115 打製石斧 840−700 長   　49　幅   　26
厚   　12　重　13．6

黒色頁岩 116 打製石斧 815−655 長   　53　幅   　39
厚   　12　重　31．4

黒色頁岩

117 打製石斧 840−675 長   　73　幅   　40
厚   　21　重　55．8

黒色頁岩 118 打製石斧 870−690 長   　74　幅   　42
厚   　15　重   　51

黒色頁岩

119 打製石斧 810−650 長   　83　幅   　57
厚   　14　重　68．6

黒色頁岩 120 打製石斧 表土 長   　73　幅   　50
厚   　24　重　78．6

黒色頁岩

121 打製石斧 880−680 長   　67　幅   　46
厚   　21　重　61．2

黒色頁岩 122 打製石斧 840−660 長   　83　幅   　50
厚   　27　重109．2

黒色頁岩

123 打製石斧 810−695 長   　89　幅   　55
厚   　21　重115．8

黒色頁岩 124 打製石斧 845−675 長   100　幅   　54
厚   　16　重　90．8

黒色頁岩

125 打製石斧 875−670 長   103　幅   　57
厚   　13　重　75．5

黒色頁岩 126 打製石斧 875−680 長   135　幅   　60
厚   　15　重124．1

黒色頁岩

127 打製石斧 865−675 長   138　幅   　49
厚   　16　重137．5

灰色安山
岩

128 打製石斧 840−660 長   147　幅   　57
厚   　21　重187．1

黒色頁岩

129 打製石斧 865−685 長   125　幅   　63
厚   　24　重164．8

黒色頁岩 130 打製石斧 870−670 長   　84　幅   　66
厚   　19　重　93．9

黒色頁岩

131 打製石斧 860−690 長   　89　幅   　72
厚   　24　重132．1

黒色頁岩 132 打製石斧 855−680 長   112　幅   　68
厚   　19　重119．0

黒色頁岩

133 打製石斧 表土 長   123　幅   　74
厚   　22　重191．9

黒色頁岩 134 打製石斧 870−685 長   101　幅   　73
厚   　15　重　93．8

細粒輝石
安山岩

135 打製石斧 表土 長   　87　幅   　58
厚   　10　重　64．4

黒色頁岩 136 打製石斧 表土 長   201　幅   　79
厚   　31　重594．7

細粒輝石
安山岩

137 打製石斧 865−680 長   175　幅   　91
厚   　20　重269．3

結晶片岩 138 磨製石斧 870−670 長   116　幅   　52
厚   　26　重212．8

蛇紋岩

139 石核 840−685 長　16．2　幅　32．6
厚　11．3　重　4．6

黒曜石 諏訪産 140 石核 860−700 長　21．3　幅　32．5
厚　10．8　重　5．6

黒曜石 諏訪産

141 石核 855−665 長　22．2　幅　24．3
厚　17．6　重　9．0

黒曜石 諏訪産 142 石核 845−670 長　23．2　幅　38．8
厚　10．7　重　8．0

珪質頁岩

143 石核 875−680 長　26．2　幅　24．8
厚　24．1　重　13．9

黒曜石 諏訪産 144 石核 860−685 長　25．7　幅　26．3
厚　16．1　重　11．5

黒曜石 諏訪産

145 石核 855−690 長　67．7　幅　63．7
厚　33．9　重153．6

黒色頁岩 146 石核 830−670 長　72．7　幅　67．6
厚　32．1　重145．4

黒色頁岩

147 石核 870−675 長　31．2　幅　36．2
厚　20．1　重　19．9

チャート 148 石核 865−690 長　28．7　幅　37．6
厚　16．3　重　20．7

チャート

149 石核 835−680 長　39．2　幅　26．6
厚　15．9　重　17．8

チャート 150 石核 850−680 長　92．2　幅　56．5
厚　29．9　重134．7

黒色頁岩

151 石核 870−685 長　64．0　幅　26．3
厚　27．1　重　33．9

黒曜石 諏訪産 152 石核 815−710 長　49．3　幅　39．4
厚　14．0　重　29．3

チャート

153 石核 870−665 長　75．8　幅　82．7
厚　28．2　重178．1

黒色頁岩 154 石核 865−685 長　45．7　幅　43．6
厚　29．0　重　57．7

チャート

155 原石 880−680 長   　19　幅   　13
厚   　11　重　2．5

黒曜石 諏訪産 156 原石 830−660 長   　18　幅   　17
厚   　10　重　3．1

黒曜石 諏訪産

157 原石 860−670 長   　29　幅   　15
厚   　12　重　3．3

黒曜石 諏訪産 158 原石 845−685 長   　38　幅   　17
厚   　8　重　4．8

黒曜石 諏訪産

159 原石 875−685 長   　25　幅   　24
厚   　11　重　5．9

黒曜石 諏訪産 160 原石 810−695 長   　25　幅   　18
厚   　12　重　7．5

チャート

161 原石 820−675 長   　43　幅   　17
厚   　15　重　9．6

黒曜石 和田産 162 原石 880−680 長   　37　幅   　51
厚   　33　重　62．5

黒曜石 和田産

163 原石 865−675 長   　44　幅   　46
厚   　24　重　53．9

黒曜石 諏訪産 164 砥石 820−715 長   109　幅   　62
厚   　14　重   149

砂岩

165 敲石 870−675 長   　66　幅   　30
厚   　21　重   　69

粗粒輝石
安山岩

166 敲石 870−665 長   　65　幅   　26
厚   　17　重   　46

砂質頁岩

167 敲石 835−680 長   　44　幅   　31
厚   　21　重   　40

流紋岩 168 磨石 表土 長   　75　幅   　72
厚   　43　重   331

粗粒輝石
安山岩

169 磨石 870−680 長   　91　幅   　75
厚   　41　重   370

粗粒輝石
安山岩

170 磨石 875−685 長   　99　幅   　87
厚   　48　重   519

粗粒輝石
安山岩

171 磨・敲石 880−685 長   　92　幅   　76
厚   　40　重   419

粗粒輝石
安山岩

172 磨・凹石 865−685 長   104　幅   　72
厚   　50　重   567

粗粒輝石
安山岩

173 磨・凹石 810−665 長   　82　幅   　72
厚   　40　重   359

粗粒輝石
安山岩

174 磨・凹石 845−690 長   105　幅   　87
厚   　50　重   631

粗粒輝石
安山岩

175 磨・凹
敲石

875−675 長   　95　幅   　86
厚   　43　重   558

粗粒輝石
安山岩

176 磨・凹
敲石

850−675 長   108　幅   　83
厚   　44　重   582

粗粒輝石
安山岩
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Ⅱ区遺構外　石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考
177 磨・凹

敲石
855−685 長   　91　幅   　78

厚   　45　重   462
粗粒輝石
安山岩

178 凹石 870−685 長   　75　幅   　74
厚   　39　重   317

粗粒輝石
安山岩

179 凹石 820−725 長   　74　幅   　66
厚   　25   重   119

粗粒輝石
安山岩

180 凹石 815−710 長   　94　幅   　73
厚   　37　重   345

粗粒輝石
安山岩

181 凹石 865−690 長   　86　幅   　64
厚   　39　重   274

粗粒輝石
安山岩

182 凹石 855−665 長   　96　幅   　84
厚   　45　重   486

粗粒輝石
安山岩

183 凹石 840−660 長   　91　幅   　79
厚   　40　重   395

粗粒輝石
安山岩

184 凹石 855−690 長   　89　幅   　69
厚   　43　重   323

粗粒輝石
安山岩

185 凹石 855−680 長   　87　幅   　70
厚   　63　重   519

粗粒輝石
安山岩

186 凹石 845−675 長   　98　幅   　77
厚   　54　重   385

粗粒輝石
安山岩

187 凹石 表土 長   119　幅   　68
厚   　30　重   344

粗粒輝石
安山岩

188 凹石 870−685 長   140　幅   　52
厚   　53　重   602

粗粒輝石
安山岩

189 凹・敲石 870−675 長   　88　幅   　80
厚   　52　重   332

粗粒輝石
安山岩

190 凹・敲石 845−660 長   118　幅   　64
厚   　46　重   387

粗粒輝石
安山岩

191 凹・敲石 810−670 長   　99　幅   　75
厚   　38　重   441

石英閃緑
岩

192 石皿
多孔石

855−690 長   143　幅   117
厚   　56　重   916

粗粒輝石
安山岩

193 多孔石 820−695 長   168　幅   197
厚   112　　重 4302

粗粒輝石
安山岩

194 礫塊 835−680 長   　99　幅   　34
厚   　22　重107．8

結晶片岩

195 礫塊 855−665 長   126　幅   　80
厚   　15　重242．7

結晶片岩 196 磨石？ 875−665 長   　72　幅   　27
厚   　22　重   　66

ひん岩

197 異形石器 860−695 長　38．4　幅　13．2
厚　6．2　重　2．2

赤碧玉 198 耳飾 表土 長   　43　幅   　39
厚   　8　重　13．2

滑石

Ⅲ区遺構外　石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考

1 尖頭器 820−625 長　37．6　幅　12．5
厚　5．5　重　2．7

黒色頁岩 2 石鏃 830−630 長　10．6　幅　10．1
厚　1．8　重　0．2

黒曜石 諏訪産

3 石鏃 805−600 長　11．3　幅　10．7
厚　3．7　重　0．4

黒曜石 諏訪産 4 石鏃 835−630 長　12．7　幅　8．9
厚　2．1　重　0．3

チャート

5 石鏃 860−625 長　10．7　幅　8．8
厚　1．6　重　0．2

黒曜石 諏訪産 6 石鏃 850−630 長　14．3　幅　12．4
厚　2．4　重　0．3

黒曜石 諏訪産

7 石鏃 795−610 長　14．4　幅　10．7
厚　2．8　重　0．3

黒曜石 諏訪産 8 石鏃 840−555 長　13．7　幅　13．0
厚　2．6　重　0．4

黒曜石 諏訪産

9 石鏃 855−600 長　15．1　幅　10．2
厚　2．9　重　0．4

チャート 10 石鏃 835−630 長　16．1　幅　9．1
厚　2．4　重　0．3

黒曜石 諏訪産

11 石鏃 855−600 長　15．3　幅　15．6
厚　2．3　重　0．3

珪質頁岩 12 石鏃 810−600 長　17．1　幅　13．7
厚　2．8　重　0．5

黒曜石 諏訪産

13 石鏃 810−620 長　18．9　幅　14．1
厚　4．5　重　0．9

チャート 14 石鏃 820−640 長　18．4　幅　10．5
厚　4．2　重　0．6

黒曜石 諏訪産

15 石鏃 805−615 長　18．1　幅　15．5
厚　6．7　重　1．7

黒曜石 諏訪産 16 石鏃 835−620 長　17．1　幅　12．5
厚　4．6　重　0．9

チャート

17 石鏃 810−620 長　19．2　幅　14．0
厚　4．4　重　1．0

チャート 18 石鏃 805−590 長　18．7　幅　10．2
厚　3．3　重　0．6

チャート

19 石鏃 865−625 長　19．8　幅　13．9
厚　3．8　重　0．9

チャート 20 石鏃 830−615 長　19．0　幅　16．7
厚　2．9　重　0．6

黒曜石 諏訪産

21 石鏃 830−620 長　19．4　幅　17．1
厚　3．3　重　0．7

チャート 22 石鏃 845−655 長　20．8　幅　17．8
厚　4．4　重　1．1

チャート

23 石鏃 825−615 長　18．2　幅　16．5
厚　3．8　重　0．8

チャート 24 石鏃 840−570 長　20．3　幅　17．9
厚　2．9　重　0．5

黒曜石 諏訪産

25 石鏃 820−635 長　21．6　幅　14．2
厚　2．9　重　0．6

チャート 26 石鏃 820−625 長　20．9　幅　10．6
厚　4．4　重　0．8

チャート

27 石鏃 845−605 長　23．0　幅　13．2
厚　3．5　重　0．8

チャート 28 石鏃 830−610 長　22．8　幅　16．6
厚　4．3　重　1．5

チャート

29 石鏃 835−615 長　22．0　幅　18．6
厚　5．4　重　1．3

ぎょくず
い

30 石鏃 820−615 長　23．4　幅　16．8
厚　4．0　重　1．3

チャート

31 石鏃 835−610 長　24．2　幅　15．2
厚　4．7　重　1．2

チャート 32 石鏃 840−615 長　26．7　幅　13．6
厚　4．3　重　1．1

チャート

33 石鏃 815−640 長　23．7　幅　12．1
厚　4．6　重　1．0

チャート 34 石鏃 860−635 長　24．4　幅　21．1
厚　3．4　重　0．9

チャート

35 石鏃 865−625 長　30．3　幅　19．0
厚　4．2　重　1．4

チャート 36 石鏃 825−595 長　27．5　幅　16．5
厚　4．4　重　1．4

チャート

37 石鏃 835−615 長　34．1　幅　19．5
厚　3．7　重　1．9

チャート 38 石鏃 825−635 長　25．9　幅　24．1
厚　7．8　重　2．6

黒曜石 未製品
諏訪産
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Ⅲ区遺構外　石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考
39 石鏃 810−645 長　29．7　幅　18．9

厚　7．3　重　4．0
チャート 未製品 40 石鏃 835−615 長　29．6　幅　29．3

厚　9．9　重　7．8
チャート 未製品

41 石鏃 805−615 長　35．9　幅　29．5
厚　11．1　重　10．3

黒色頁岩 未製品 42 楔形石器 810−610 長　24．0　幅　15．8
厚　7．3　重　2．1

黒曜石

43 楔形石器 825−625 長　19．2　幅　29．8
厚　10．5　重　4．9

黒曜石 44 楔形石器 805−630 長　24．9　幅　28．8
厚　7．8　重　5．3

チャート

45 楔形石器 825−635 長　33．5　幅　31．6
厚　14．6　重　17．2

黒色安山
岩

46 楔形石器 810−610 長　37．6　幅　17．6
厚　9．0　重　4．6

黒曜石

47 両面調整
石器　　

800−630 長　24．3　幅　20．9
厚　8．7　重　3．7

黒曜石 48 両面調整
石器　　

800−630 長　39．0　幅　30．8
厚　14．6　重　14．1

黒曜石

49 両面調整
石器　　

845−580 長　45．7　幅　34．8
厚　12．7　重　16．4

黒曜石 50 石錐 880−610 長　34．1　幅　11．6
厚　7．1　重　1．5

黒曜石

51 石錐 835−570 長　24．5　幅　10．2
厚　3．8　重　0．6

黒曜石 52 石錐 835−620 長　27．5　幅　9．6
厚　4．4　重　1．0

黒曜石

53 石錐 805−605 長　20．2　幅　13．1
厚　6．1　重　1．3

黒曜石 54 石錐 800−625 長　24．8　幅　20．1
厚　5．7　重　2．4

黒色安山
岩

55 石錐 835−630 長　25．6　幅　10．7
厚　4．9　重　0．9

黒曜石 56 石錐 835−630 長　27．6　幅　11．0
厚　7．3　重　1．1

黒曜石

57 石錐 835−565 長　31．9　幅　20．2
厚　5．8　重　2．9

黒色安山
岩

58 石錐 835−575 長　42．7　幅　28．5
厚　6．5　重　5．9

黒色頁岩

59 石錐 805−595 長　48．8　幅　21．0
厚　7．5　重　4．4

黒色頁岩 60 石錐 810−630 長　48．6　幅　20．7
厚　8．2　重　5．8

チャート

61 石錐 850−580 長　39．1　幅　20．7
厚　12．1　重　6．5

黒曜石 62 石匙 835−615 長　31．2　幅　41．2
厚　4．8　重　3．8

黒曜石

63 石匙 860−610 長　48．9　幅　85．9
厚　8．3　重　29．8

硬質泥岩 64 スクレイ
パー

840−645 長   　60　幅   　83
厚   　16　重　82．1

黒色頁岩

65 スクレイ
パー

825−640 長   　74　幅   　80
厚   　19　重133．4

黒色頁岩 66 スクレイ
パー

835−580 長   　80　幅   　85
厚   　20　重134．6

黒色頁岩

67 スクレイ
パー

805−600 長   　85　幅   　95
厚   　19　重127．8

黒色頁岩 68 スクレイ
パー

830−590 長   　27　幅   　35
厚   　10　重　6．7

黒色頁岩

69 スクレイ
パー

810−605 長   　33　幅   　46
厚   　10　重　15．0

黒色頁岩 70 スクレイ
パー

840−600 長   　21　幅   　54
厚   　11　重　22．6

黒色頁岩

71 スクレイ
パー

850−620 長   　53　幅   　56
厚   　10　重　27．9

黒色頁岩 72 スクレイ
パー

820−640 長   　30　幅   　51
厚   　15　重　14．6

珪質頁岩

73 スクレイ
パー

845−580 長   　40　幅   　72
厚   　10　重　23．1

黒色頁岩 74 スクレイ
パー

855−600 長   　62　幅   　62
厚   　12　重　56．1

黒色頁岩

75 スクレイ
パー

850−575 長   　58　幅   　69
厚   　12　重　47．6

黒色頁岩 76 スクレイ
パー

810−625 長   　50　幅   　69
厚   　14　重　52．9

黒色頁岩

77 スクレイ
パー

810−635 長   　52　幅   　79
厚   　9　重　32．5

黒色頁岩 78 スクレイ
パー

800−615 長   　61　幅   　79
厚   　11　重　47．6

黒色頁岩

79 スクレイ
パー

845−625 長   　56　幅   　88
厚   　16　重　74．1

変質玄武
岩

80 スクレイ
パー

800−600 長   　51　幅   　95
厚   　26　重144．7

黒色頁岩

81 スクレイ
パー

830−565 長   　64　幅   　89
厚   　23　重152．3

黒色頁岩 82 スクレイ
パー

825−600 長   　66　幅   110
厚   　24　重185．0

黒色頁岩

83 スクレイ
パー

835−575 長   　55　幅   　83
厚   　13　重　51．9

黒色頁岩 84 スクレイ
パー

850−585 長   　68　幅   　61
厚   　13　重　52．6

黒色頁岩

85 スクレイ
パー

840−625 長   　98　幅   　62
厚   　26　重213．9

黒色頁岩 86 スクレイ
パー

835−630 長   　97　幅   　72
厚   　29　重188．4

黒色頁岩

87 スクレイ
パー

800−595 長   　71　幅   　51
厚   　18　重　68．9

黒色頁岩 88 スクレイ
パー

830−560 長   　78　幅   　49
厚   　16　重　69．4

黒色頁岩

89 スクレイ
パー

840−620 長   　80　幅   　44
厚   　22　重　95．3

黒色頁岩 90 スクレイ
パー

825−570 長   116　幅   　53
厚   　19　重　68．7

黒色頁岩

91 スクレイ
パー

855−635 長   103　幅   　50
厚   　26　重124．8

黒色安山
岩

92 スクレイ
パー

850−635 長   　85　幅   　45
厚   　7　重　25．1

黒色頁岩

93 スクレイ
パー

845−575 長   107　幅   　75
厚   　14　重139．4

黒色頁岩 94 スクレイ
パー

810−640 長   　92　幅   　67
厚   　36　重222．5

黒色頁岩

95 スクレイ
パー

860−625 長   　47　幅   　38
厚   　19　重　27．1

黒色安山
岩

96 スクレイ
パー

810−625 長   　55　幅   　38
厚   　11　重　21．3

チャート

97 スクレイ
パー

800−625 長   　60　幅   　40
厚   　7　重　16．3

黒色頁岩 98 スクレイ
パー

855−610 長   　72　幅   　32
厚   　10　重　22．9

黒色頁岩

99 スクレイ
パー

840−620 長   　68　幅   　56
厚   　12　重　57．6

黒色頁岩 100 スクレイ
パー

830−595 長   　55　幅   　35
厚   　9　重　15．9

黒色頁岩

101 打製石斧 840−625 長   　68　幅   　37
厚   　18　重　50．5

黒色頁岩 102 打製石斧 835−580 長   　68　幅   　45
厚   　17　重　55．8

ホルン
フェルス
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Ⅲ区遺構外　石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考
103 打製石斧 835−565 長　　80　幅　　53

厚　　21　重117．1
灰色安山
岩

104 打製石斧 860−620 長　　72　幅　　50
厚　　12　重　49．0

黒色頁岩

105 打製石斧 815−600 長　　71　幅　　47
厚　　14　重　49．4

黒色頁岩 106 打製石斧 835−585 長　　79　幅　　53
厚　　17　重　80．4

黒色頁岩

107 打製石斧 860−630 長　　81　幅　　49
厚　　26　重108．6

黒色頁岩 108 打製石斧 840−570 長　　84　幅　　51
厚　　19　重　96．3

黒色頁岩

109 打製石斧 840−625 長　　90　幅　　49
厚　　13　重　61．3

黒色頁岩 110 打製石斧 845−570 長　　80　幅　　46
厚　　15　重　65．5

黒色頁岩

111 打製石斧 １号溝
（近世）

長　　88　幅　　49
厚　　20　重　95．6

黒色頁岩 112 打製石斧 835−580 長　　80　幅　　62
厚　　17　重　97．1

黒色頁岩

113 打製石斧 845−580 長　　92　幅　　67
厚　　26　重169．3

黒色頁岩 114 打製石斧 810−635 長　105　幅　　50
厚　　14　重　90．3

ホルン
フェルス

115 打製石斧 835−630 長　106　幅　　41
厚　　17　重　85．1

黒色頁岩 116 打製石斧 805−630 長　105　幅　　52
厚　　17　重109．0

黒色頁岩

117 打製石斧 ６号溝
（近世）

長　109　幅　　53
厚　　18　重119．3

ホルン
フェルス

118 打製石斧 835−625 長　112　幅　　49
厚　　23　重134．8

黒色頁岩

119 打製石斧 815−585 長　105　幅　　58
厚　　19　重133．2

細粒輝石
安山岩

120 打製石斧 830−630 長　105　幅　　52
厚　　21　重109．8

細粒輝石
安山岩

121 打製石斧 855−625 長　　97　幅　　55
厚　　19　重108．5

黒色頁岩 122 打製石斧 ６号溝
（近世）

長　119　幅　　40
厚　　18　重106．3

黒色頁岩

123 打製石斧 840−645 長　120　幅　　55
厚　　15　重　97．7

黒色頁岩 124 打製石斧 815−575 長　120　幅　　63
厚　　17　重134．3

黒色頁岩

125 打製石斧 850−605 長　104　幅　　46
厚　　17　重　95．6

黒色頁岩 126 打製石斧 840−595 長　　95　幅　　65
厚　　16　重　94．2

変質玄武
岩

127 打製石斧 850−580 長　　81　幅　　48
厚　　10　重　53．8

黒色片岩 128 打製石斧 840−580 長　　85　幅　　54
厚　　14　重　92．2

黒色片岩

129 打製石斧 790−610 長　165　幅　　53
厚　　14　重171．3

緑色片岩 130 打製石斧 845−560 長　　44　幅　　46
厚　　10　重　31．9

緑色片岩

131 磨製石斧 ６号溝
（近世）

長　　42　幅　　33
厚　　　19　重　34．4

変質蛇紋
岩

132 石核 850−620 長　39．0　幅　44．8
厚　38．8　重　75．2

黒色安山
岩

133 石核 815−615 長　17．6　幅　29．8
厚　13．4　重　5．6

黒曜石 諏訪産 134 石核 810−635 長　16．8　幅　31．9
厚　11．8　重　4．9

黒曜石 諏訪産

135 石核 805−595 長　24．7　幅　32．4
厚　14．5　重　7．8

黒曜石 諏訪産 136 石核 825−610 長　30．8　幅　16．1
厚　13．2　重　4．0

黒曜石 諏訪産

137 石核 830−610 長　44．1　幅　24．0
厚　14．1　重　12．8

チャート 138 石核 800−625 長　38．4　幅　14．7
厚　13．5　重　9．2

チャート

139 石核 805−595 長　74．1　幅　78．6
厚　35．6　重236．9

粗粒輝石
安山岩

140 石核 805−600 長　66．0　幅　64．7
厚　42．9　重234．3

黒色安山
岩

141 石核 830−635 長　59．7　幅　65．4
厚　34．3　重150．5

黒色安山
岩

142 石核 820−620 長　65．7　幅　73．7
厚　42．5　重168．8

黒色頁岩

143 石核 820−590 長　45．0　幅　36．0
厚　22．8　重　37．0

チャート 144 石核 860−605 長　71．0　幅109．0
厚　65．2　重603．2

黒色安山
岩

145 石核 845−640 長　81．1　幅103．8
厚　55．3　重523．5

黒色頁岩 146 石核 850−535 長122．6　幅113．6
厚　62．3　重1017．3

黒色安山
岩

147 原石 835−620 長　　26　幅　　12
厚　　8　重　2．7

黒曜石 諏訪産 148 原石 805−615 長　　25　幅　　16
厚　　12　重　3．3

黒曜石 諏訪産

149 原石 820−620 長　　20　幅　　12
厚　　8　重　1．5

黒曜石 諏訪産 150 原石 845−615 長　　19　幅　　11
厚　　10　重　1．7

黒曜石 諏訪産

151 原石 810−620 長　　54　幅　　29
厚　　24　重　21．9

黒曜石 諏訪産 152 原石 820−625 長　　36　幅　　13
厚　　6　重　2．8

黒曜石 諏訪産

153 原石 810−610 長　　73　幅　　60
厚　　45　重278．8

チャート 154 砥石 820−605 長　　38　幅　　50
厚　　15　重　　35

牛伏砂岩

155 砥石 840−570 長　　61　幅　　64
厚　　17　重　　50

牛伏砂岩 156 砥石 825−615 長　　74　幅　　46
厚　　15　重　　60

牛伏砂岩

157 砥石 820−600 長　　60　幅　　70
厚　　21　重　　83

牛伏砂岩 158 砥石 865−620 長　　78　幅　　76
厚　　14　重　　75

牛伏砂岩

159 砥石 810−585 長　100　幅　　66
厚　　15　重　105

牛伏砂岩 160 砥石 800−605 長　　80　幅　　79
厚　　19　重　109

砂岩

161 砥石 表土 長　　88　幅　　66
厚　　18　重　113

砂岩 162 敲石 850−595 長　　62　幅　　26
厚　　20　重　　42

溶結凝灰
岩

163 敲石 840−605 長　　49　幅　　22
厚　　16　重　　23

砂質頁岩 164 敲石 845−605 長　107　幅　　59
厚　　55　重　450

粗粒輝石
安山岩

165 敲石 840−620 長　172　幅　　50
厚　　40　重　460

変質安山
岩

166 磨石 １号溝
（近世）

長　　56　幅　　47
厚　　31　重　117

粗粒輝石
安山岩
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Ⅲ区遺構外　石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考
167 磨石 850−625 長　　53　幅　　51

厚　　36　重　135
粗粒輝石
安山岩

168 磨石 805−605 長　　58　幅　　44
厚　　32　重　116

粗粒輝石
安山岩

169 磨石 860−620 長　　87　幅　　75
厚　　33　重　381

粗粒輝石
安山岩

170 磨石 845−570 長　143　幅　　63
厚　　41　重　582

ひん岩

171 磨・敲石 865−645 長　　86　幅　　74
厚　　53　重　498

粗粒輝石
安山岩

172 磨・敲石 850−625 長　　64　幅　　57
厚　　45　重　232

粗粒輝石
安山岩

173 磨・敲石 830−620 長　105　幅　　69
厚　　50　重　424

粗粒輝石
安山岩

174 磨・敲石 805−595 長　　93　幅　　78
厚　　54　重　553

粗粒輝石
安山岩

175 磨・敲石 845−610 長　　61　幅　　59
厚　　48　重　233

粗粒輝石
安山岩

176 磨・敲石 840−635 長　　80　幅　　77
厚　　50　重　446

粗粒輝石
安山岩

177 磨・敲石 790−610 長　　61　幅　　52
厚　　39　重　165

粗粒輝石
安山岩

178 磨・敲石 表土 長　111　幅　　99
厚　　76　　重 1300

粗粒輝石
安山岩

179 磨・凹
敲石

825−580 長　　93　幅　　72
厚　　48　重　451

粗粒輝石
安山岩

180 磨・凹
敲石

825−580 長　112　幅　　84
厚　　52　重　652

粗粒輝石
安山岩

181 磨・凹
敲石

表土 長　103　幅　　82
厚　　48　重　523

粗粒輝石
安山岩

182 磨・凹
敲石

845−625 長　102　幅　　80
厚　　54　重　454

粗粒輝石
安山岩

183 磨・凹
敲石

795−615 長　154　幅　　58
厚　　48　重　745

粗粒輝石
安山岩

184 凹石 835−630 長　　72　幅　　61
厚　　34　重　180

粗粒輝石
安山岩

185 凹石 840−585 長　　83　幅　　59
厚　　　44　重　276

粗粒輝石
安山岩

186 凹石 810−595 長　　84　幅　　69
厚　　37　重　268

角閃石安
山岩

187 凹石 860−620 長　　81　幅　　　72
厚　　　43　重　339

粗粒輝石
安山岩

188 凹石 810−590 長　　82　幅　　76
厚　　52　重　366

粗粒輝石
安山岩

189 凹石 845−625 長　103　幅　　73
厚　　39　重　417

粗粒輝石
安山岩

190 凹石 820−640 長　100　幅　　72
厚　　35　重　345

粗粒輝石
安山岩

191 凹石 815−625 長　101　幅　　67
厚　　40　重　259

粗粒輝石
安山岩

192 凹石 845−620 長　112　幅　　87
厚　　52　重　660

粗粒輝石
安山岩

193 凹石 820−625 長　　82　幅　　66
厚　　43　重　283

粗粒輝石
安山岩

194 凹石 850−580 長　　96　幅　　69
厚　　53　重　363

粗粒輝石
安山岩

被熱

195 凹石 845−610 長　132　幅　110
厚　　77　　重 1410

粗粒輝石
安山岩

196 凹石 810−605 長　113　幅　107
厚　　81　　重 1158

粗粒輝石
安山岩

197 凹・敲石 840−640 長　121　幅　　55
厚　　35　重　347

溶結凝灰
岩

198 凹・敲石 835−605 長　102　幅　　71
厚　　49　重　463

粗粒輝石
安山岩

199 凹・敲石 845−625 長　107　幅　　76
厚　　43　重　435

粗粒輝石
安山岩

200 凹・敲石 825−630 長　　80　幅　　76
厚　　43　重　361

粗粒輝石
安山岩

201 凹・敲石 855−625 長　　92　幅　　71
厚　　51　重　493

粗粒輝石
安山岩

202 凹・敲石 840−625 長　109　幅　　90
厚　　55　重　615

粗粒輝石
安山岩

203 凹・敲石 ６号溝
（近世）

長　　91　幅　　72
厚　　48　重　491

粗粒輝石
安山岩

204 凹・敲石 ６号溝
（近世）

長　127　幅　　77
厚　　44　重　600

粗粒輝石
安山岩

205 凹・敲石 840−600 長　130　幅　105
厚　　86　　重 1397

粗粒輝石
安山岩

206 凹・敲石 表土 長　111　幅　　90
厚　　61　重　634

粗粒輝石
安山岩

207 石皿
多孔石

845−575 長　135　幅　106
厚　　80　　重 1037

粗粒輝石
安山岩

208 石皿
多孔石

795−610 長　121　幅　139
厚　　71　重　719

粗粒輝石
安山岩

209 石皿 840−570 長　256　幅　　91
厚　　95　　重 2857

粗粒輝石
安山岩

210 台石 850−580 長　173　幅　　93
厚　　60　　重 1276

溶結凝灰
岩

211 台石 830−645 長　160　幅　106
厚　　58　　重 1075

粗粒輝石
安山岩

212 台石 845−615 長　140　幅　128
厚　　81　　重 1590

粗粒輝石
安山岩

213 台石 835−605 長　164　幅　138
厚　　54　　重 1561

溶結凝灰
岩

214 多孔石 805−600 長　149　幅　128
厚　　95　重 2225

粗粒輝石
安山岩

215 多孔石 840−620 長　176　幅　144
厚　　70　　重 2090

粗粒輝石
安山岩

216 多孔石 800−600 長　156　幅　124
厚　　79　　重 1820

角閃石安
山岩

217 多孔石 805−595 長　153　幅　　96
厚　　75　　重 1160

粗粒輝石
安山岩

218 礫塊 835−680 長　　69　幅　　15
厚　　11　重　18．4

結晶片岩

219 礫塊 １号溝
（近世）

長　　75　幅　　69
厚　　21　重156．6

結晶片岩 220 礫塊 820−580 長　　96　幅　　35
厚　　14　重　71．0

結晶片岩

221 礫塊 810−610 長　208　幅　　98
厚　　26　重667．2

結晶片岩 222 礫塊 825−620 長　127　幅　　52
厚　　12　重113．8

結晶片岩

223 垂飾 855−585 長　　16　幅　　13
厚　　5　重　2．0

滑石 224 垂飾 840−600 長　　55　幅　　49
厚　　12　重　24．5

牛伏砂岩

Ⅳ区遺構外　石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考

1 石鏃 785−490 長　16．0　幅　12．8
厚　3．4　重　0．7

チャート 2 石鏃 790−515 長　17．0　幅　13．1
厚　3．8　重　0．5

黒曜石 諏訪産

3 石鏃 785−535 長　19．0　幅　13．3
厚　2．8　重　0．6

チャート 4 石鏃 815−500 長　19．4　幅　14．3
厚　3．1　重　0．6

チャート



７　遺構外出土遺物
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Ⅳ区遺構外　石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考

5 石鏃 810−490 長　19．0
厚　3．0

幅　14．5
重　0．5

チャート 6 石鏃 表土 長　17．9
厚　3．7

幅　15．3
重　0．7

チャート

7 石鏃 800−500 長　21．4
厚　3．5

幅　16．7
重　0．7

チャート 8 石鏃 820−490 長　23．0
厚　3．0

幅　13．9
重　0．6

チャート

9 石鏃 765−555 長　20．7
厚　3．0

幅　14．7
重　0．7

チャート 10 石鏃 820−490 長　22．8
厚　3．7

幅　15．6
重　0．8

黒色頁岩

11 石鏃 810−500 長　13．9
厚　3．2

幅　16．7
重　0．5

黒曜石 諏訪産 12 石鏃 805−490 長　24．9
厚　3．7

幅　14．3
重　0．8

黒曜石 諏訪産

13 石鏃 815−500 長　27．9
厚　4．2

幅　19．5
重　1．8

チャート 14 石鏃 805−480 長　30．1
厚　3．4

幅　16．5
重　1．5

チャート

15 石鏃 785−455 長　31．3
厚　3．9

幅　17．5
重　1．8

チャート 16 石鏃 815−490 長　22．0
厚　4．1

幅　19．6
重　1．6

黒色頁岩 未製品

17 石鏃 表土 長　18．1
厚　6．5

幅　14．4
重　1．4

チャート 未製品 18 石鏃 800−520 長　19．6
厚　5．3

幅　13．5
重　1．0

黒曜石 未製品
諏訪産

19 石鏃 795−505 長　21．5
厚　3．3

幅　18．4
重　1．0

黒色頁岩 未製品 20 楔形石器 805−510 長　21．2
厚　8．9

幅　20．6
重　2．8

黒曜石

21 楔形石器 795−535 長　16．3
厚　11．1

幅　21．9
重　3．4

黒曜石 22 楔形石器 775−480 長　25．2
厚　9．4

幅　37．2
重　8．3

チャート

23 楔形石器 815−490 長　34．0
厚　11．3

幅　28．5
重　12．8

チャート 24 石錐 790−545 長　39．0
厚　10．9

幅　12．5
重　4．7

黒色安山
岩

25 石錐 775−520 長　44．2
厚　9．4

幅　25．5
重　8．5

チャート 26 石錐 825−505 長　23．0
厚　4．1

幅　15．4
重　1．1

黒色頁岩

27 石錐 805−500 長　26．5
厚　7．2

幅　17．2
重　3．4

チャート 28 石匙 795−495 長　19．7
厚　5．0

幅　29．2
重　1．7

チャート

29 石匙 810−495 長　32．3
厚　7．9

幅　33．7
重　5．6

チャート 30 礫器 765−485 長　　95
厚　　34

幅　　88
重　343

変質安山
岩

31 スクレイ
パー

765−525 長　　49
厚　　12

幅　　67
重　30．6

黒色頁岩 32 スクレイ
パー

795−520 長　　68
厚　　15

幅　　56
重　63．9

黒色頁岩

33 スクレイ
パー

765−540 長　　62
厚　　12

幅　　71
重　54．2

黒色頁岩 34 スクレイ
パー

815−485 長　　53
厚　　12

幅　　83
重　39．2

変質安山
岩

35 スクレイ
パー

805−500 長　　51
厚　　12

幅　　84
重　56．3

黒色頁岩 36 スクレイ
パー

表土 長　　93
厚　　20

幅　　54
重113．7

黒色頁岩

37 スクレイ
パー

790−495 長　　49
厚　　19

幅　　87
重　69．4

黒色頁岩 38 スクレイ
パー

790−500 長　102
厚　　19

幅　　56
重118．9

黒色頁岩

39 スクレイ
パー

795−500 長　　82
厚　　20

幅　　81
重161．1

ホルン
フェルス

40 スクレイ
パー

775−495 長　　68
厚　　12

幅　　32
重　29．9

黒色頁岩

41 スクレイ
パー

800−485 長　　71
厚　　6

幅　　42
重　17．2

黒色頁岩 42 スクレイ
パー

815−480 長　　75
厚　　12

幅　　48
重　40．1

黒色頁岩

43 スクレイ
パー

805−505 長　　76
厚　　7

幅　　39
重　24．9

珪質粘板
岩

44 スクレイ
パー

810−480 長　　83
厚　　23

幅　　51
重　97．6

黒色安山
岩

45 スクレイ
パー

795−510 長　　70
厚　　12

幅　　63
重　56．2

黒色頁岩 46 スクレイ
パー

810−495 長　113
厚　　49

幅　　74
重306．2

黒色安山
岩

47 スクレイ
パー

825−485 長　　82
厚　　20

幅　　66
重139．8

黒色頁岩 48 打製石斧 795−500 長　　70
厚　　9

幅　　30
重　25．3

黒色頁岩

49 打製石斧 770−490 長　　92
厚　　16

幅　　42
重　67．4

黒色頁岩 50 打製石斧 820−485 長　111
厚　　12

幅　　44
重　57．4

ホルン
フェルス

51 打製石斧 805−515 長　164
厚　　24

幅　　47
重217．6

緑色片岩 52 打製石斧 805−500 長　　93
厚　　16

幅　　46
重　85．9

黒色頁岩

53 打製石斧 760−545 長　101
厚　　15

幅　　47
重　89．7

黒色安山
岩

54 打製石斧 795−495 長　　59
厚　　14

幅　　38
重　26．7

黒色頁岩

55 打製石斧 820−485 長　　61
厚　　26

幅　　39
重　59．7

黒色頁岩 56 打製石斧 表土 長　　62
厚　　20

幅　　53
重　67．7

黒色頁岩

57 打製石斧 表土 長　　87
厚　　15

幅　　46
重　56．8

黒色頁岩 58 打製石斧 795−500 長　　90
厚　　12

幅　　41
重　45．6

黒色頁岩

59 打製石斧 780−470 長　　99
厚　　25

幅　　67
重153．6

ホルン
フェルス

60 打製石斧 表土 長　　99
厚　　7

幅　　48
重　42．8

ホルン
フェルス

61 打製石斧 790−495 長　106
厚　　18

幅　　53
重　93．2

黒色安山
岩

62 打製石斧 805−505 長　106
厚　　16

幅　　60
重　88．8

黒色頁岩

63 打製石斧 785−490 長　110
厚　　23

幅　　69
重207．8

黒色頁岩 64 打製石斧 表土 長　108
厚　　17

幅　　46
重　77．8

黒色頁岩

65 打製石斧 表土 長　126
厚　　16

幅　　46
重109．1

ホルン
フェルス

66 打製石斧 770−495 長　174
厚　　50

幅　　82
重629．8

黒色頁岩

67 打製石斧 815−490 長　151
厚　　26

幅　　63
重252．2

黒色頁岩 68 打製石斧 785−485 長　　67
厚　　12

幅　　62
重　65．0

細粒輝石
安山岩
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Ⅳ区遺構外　石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考
69 打製石斧 805−505 長　100

厚　　24
幅　　75
重146．4

黒色頁岩 70 打製石斧 815−510 長　107
厚　　18

幅　　58
重129．6

ホルン
フェルス

71 打製石斧 790−495 長　　91
厚　　11

幅　　64
重　66．8

黒色頁岩 72 打製石斧 790−500 長　121
厚　　26

幅　　72
重230．1

珪質頁岩

73 打製石斧 19号溝
（近世）

長　110
厚　　19

幅　　75
重119．9

黒色頁岩 74 磨製石斧 表土 長　　89
厚　　27

幅　　64
重272．0

変はんれ
い岩

75 磨製石斧 770−480 長　　54
厚　　23

幅　　49
重　96．3

黒色頁岩 76 石核 785−490 長　18．3
厚　10．4

幅　21．9
重　3．4

黒曜石 諏訪産

77 石核 805−500 長　40．7
厚　11．8

幅　17．4
重　10．2

黒曜石 諏訪産 78 石核 800−515 長　58．9
厚　27．4

幅　38．6
重　63．5

黒色安山
岩

79 石核 790−535 長　23．4
厚　12．6

幅　29．5
重　7．3

黒曜石 諏訪産 80 石核 810−505 長　48．8
厚　42．5

幅　69．9
重182．1

黒色安山
岩

81 石核 800−520 長104．8
厚　41．5

幅　60．4
重270．8

黒色頁岩 82 石核 815−495 長111．1
厚　26．1

幅　56．0
重140．4

黒色頁岩

83 石核 785−475 長109．1
厚　44．3

幅120．6
重544．5

ホルン
フェルス

84 原石 805−500 長　　19
厚　　10

幅　　15
重　1．5

黒曜石 諏訪産

85 原石 810−485 長　　23
厚　　15

幅　　17
重　6．3

黒曜石 諏訪産 86 原石 820−485 長　　22
厚　　11

幅　　20
重　3．6

黒曜石 諏訪産

87 原石 815−490 長　　27
厚　　10

幅　　20
重　4．2

黒曜石 諏訪産 88 原石 805−500 長　　40
厚　　22

幅　　49
重　42．6

黒曜石 諏訪産

89 原石 805−500 長　　26
厚　　15

幅　　21
重　4．6

黒曜石 諏訪産 90 原石 790−500 長　　33
厚　　12

幅　　18
重　4．1

黒曜石 諏訪産

91 原石 805−500 長　　50
厚　　14

幅　　46
重　　21

黒曜石 諏訪産 92 原石 805−500 長　　61
厚　　19

幅　　32
重　35．9

黒曜石 諏訪産

93 原石 780−510 長　　36
厚　　19

幅　　19
重　6．8

黒曜石 諏訪産 94 原石 825−495 長　　39
厚　　13

幅　　21
重　10．8

黒曜石 諏訪産

95 砥石 810−500 長　　87
厚　　14

幅　　54
重　　84

牛伏砂岩 96 砥石 805−495 長　　62
厚　　14

幅　　53
重　　40

牛伏砂岩

97 砥石 805−490 長　　46
厚　　12

幅　　45
重　　24

牛伏砂岩 98 敲石 815−495 長　　91
厚　　31

幅　　31
重　145

粗粒輝石
安山岩

99 敲石 表土 長　114
厚　　21

幅　　58
重　196

緑色片岩 100 敲石 810−480 長　122
厚　　45

幅　　61
重　515

粗粒輝石
安山岩

101 敲石 805−495 長　　75
厚　　46

幅　　64
重　304

粗粒輝石
安山岩

102 磨石 800−515 長　　83
厚　　49

幅　　82
重　477

粗粒輝石
安山岩

103 磨石 790−495 長　120
厚　　51

幅　107
重　888

粗粒輝石
安山岩

104 磨石 795−500 長　　41
厚　　36

幅　　39
重　　80

粗粒輝石
安山岩

105 磨・敲石 800−540 長　　57
厚　　31

幅　　46
重　　92

粗粒輝石
安山岩

106 磨・敲石 790−500 長　103
厚　　62

幅　　87
重　705

溶結凝灰
岩

107 磨・敲石 800−450 長　　81
厚　　23

幅　　68
重　146

粗粒輝石
安山岩

108 磨・凹石 表土 長　112
厚　　46

幅　　78
重　587

粗粒輝石
安山岩

109 磨・凹
敲石

805−500 長　　98
厚　　59

幅　　90
重　741

かこう岩 110 磨・凹
敲石

785−485 長　　82
厚　　47

幅　　64
重　323

粗粒輝石
安山岩

111 磨・凹
敲石

795−490 長　　86
厚　　52

幅　　74
重　437

粗粒輝石
安山岩

112 凹・敲石 17号土坑
（近世）

長　　82
厚　　50

幅　　79
重　362

粗粒輝石
安山岩

113 凹石 795−505 長　　70
厚　　42

幅　　54
重　198

粗粒輝石
安山岩

114 凹石 815−480 長　136
厚　　38

幅　　85
重　538

粗粒輝石
安山岩

115 凹石 805−505 長　　90
厚　　36

幅　　57
重　230

粗粒輝石
安山岩

116 凹石 815−480 長　109
厚　　48

幅　　92
重　583

粗粒輝石
安山岩

被熱

117 凹・敲石 815−485 長　105
厚　　39

幅　　97
重　492

粗粒輝石
安山岩

118 凹・敲石 790−500 長　　98
厚　　31

幅　　89
重　341

粗粒輝石
安山岩

119 凹・敲石 780−510 長　102
厚　　31

幅　　66
重　290

粗粒輝石
安山岩

120 石皿 96号土坑
（近世）

長　161　幅　112
厚　　82　　重 1750

牛伏砂岩

121 礫塊 820−480 長　　59
厚　　11

幅　　32
重　28．3

結晶片岩 122 礫塊 800−485 長　　69　幅　　54
厚　　16　重　94．2

結晶片岩

123 礫塊 820−480 長　　79
厚　　18

幅　　47
重　88．8

結晶片岩 124 礫塊 800−455 長　　79　幅　　41
厚　　13　重　55．8

結晶片岩

125 耳飾 795−520 長　　26
厚　　8

幅　　16
重　3．9

滑石
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Ⅵ区遺構外　石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考

1 石鏃 880−670 長　16．3　幅　12．2
厚　2．8　重　0．5

チャート 2 石鏃 880−670 長　24．3　幅　19．2
厚　4．9　重　1．3

黒色安山
岩

3 石鏃 880−665 長　30．1　幅　24．2
厚　9．1　重　5．6

チャート 未製品 4 楔形石器 880−665 長　37．6　幅　29．2
厚　9．8　重　11．3

赤碧玉

5 スクレイ
パー

890−665 長　　60　幅　　84
厚　　　18　重　92．4

黒色頁岩 6 スクレイ
パー

890−665 長　　32　幅　 47
厚　　9　重　15．2

黒色安山
岩

7 スクレイ
パー

900−665 長　　39　幅　　72
厚　　17　重　45．6

黒色頁岩 8 礫器 885−665 長　140　幅　105
厚　　42　重822．5

黒色頁岩

9 スタンプ 885−670 長　93．4　幅　57．8
厚　48．3　重263．1

黒色頁岩 10 打製石斧 880−660 長　100　幅　　50
厚　　15　重　69．6

黒色頁岩

11 石核 885−665 長　21．9　幅　22．4
厚　10．3　重　2．9

黒曜石 12 原石 880−670 長　　43　幅　　28
厚　　22　重　27．6

黒曜石 和田産

13 磨石 880−665 長　109　幅　　84
厚　　50　重　692

粗粒輝石
安山岩

14 磨石 895−665 長　　62　幅　　54
厚　　30　重　146

粗粒輝石
安山岩

15 磨・敲石 880−665 長　　98　幅　　91
厚　　60　重　790

粗粒輝石
安山岩

16 磨・敲石 880−665 長　138　幅　　92
厚　　63　　重 1348

粗粒輝石
安山岩

17 凹石 885−665 長　　61　幅　　54
厚　　40　重　129

粗粒輝石
安山岩

18 凹石 890−670 長　　90　幅　　71
厚　　41　重　216

粗粒輝石
安山岩

19 多孔石 880−665 長　138　幅　　93
厚　　58　重　956

粗粒輝石
安山岩

Ⅰ区遺構外　石器
番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考 番号 器種 出土位置 法量（㎜，ｇ） 石材 備考

1 石鏃 ＦＡ下 長　27．8　幅　21．0
厚　6．7　重　3．2

ぎょくず
い

未製品 2 石鏃 ＦＡ下 長　29．1　幅　23．9
厚　6．4　重　3．8

チャート 未製品

3 石錐 ＦＡ下 長　31．8　幅　22．1
厚　7．1　重　2．6

黒色安山
岩

4 スクレイ
パー

ＦＡ下 長　　46　幅　　53
厚　　50　重　20．4

黒色頁岩

5 スクレイ
パー

ＦＡ下 長　　66　幅　　47
厚　　9　重　27．3

黒色頁岩 6 スタンプ ＦＡ下 長　98．6　幅　60．7
厚　47．8　重282．6

黒色頁岩

7 スタンプ ＦＡ下 長　85．3　幅　52．3
厚　31．4　重224．1

粗粒輝石
安山岩

8 スタンプ ＦＡ下 長121．0　幅　79．5
厚　40．0　重431．7

細粒輝石
安山岩

9 打製石斧 表土 長　　95　幅　　51
厚　　18　重104．1

細粒輝石
安山岩

10 打製石斧 ＦＡ下 長　　91　幅　　48
厚　　21　重109．4

黒色頁岩

11 打製石斧 ＦＡ下 長　102　幅　　53
厚　　20　重120．1

ホルン
フェルス

12 打製石斧 ＦＡ下 長　104　幅　　50
厚　　16　重　83．1

黒色頁岩

13 打製石斧 ＦＡ下 長　　93　幅　　51
厚　　12　重　71．7

細粒輝石
安山岩

14 打製石斧 ＦＡ下 長　　96　幅　　54
厚　　15　重　67．8

細粒輝石
安山岩

15 打製石斧 ＦＡ下 長　144　幅　　49
厚　　23　重161．8

黒色頁岩 16 打製石斧 ＦＡ下 長　142　幅　　68
厚　　25　重253．4

細粒輝石
安山岩

17 打製石斧 表土 長　112　幅　　78
厚　　22　重214．1

珪質頁岩 18 打製石斧 ＦＡ下 長　123　幅　　67
厚　　33　重272．7

変質安山
岩

19 磨・敲石 表土 長　111　幅　　54
厚　　43　重　387

粗粒輝石
安山岩

20 台石 ＦＡ下 長　134　幅　124
厚　　34　重　614

粗粒輝石
安山岩

21 台石
敲石

ＦＡ下 長　267　幅　129
厚　　67　　重 2900

砂岩 22 石皿
多孔石

ＦＡ下 長　151　幅　190
厚　　40　重 1434

粗粒輝石
安山岩

23 石皿
多孔石

ＦＡ下 長　173　幅　183
厚　　98　　重 4178

粗粒輝石
安山岩

24 石皿
多孔石

ＦＡ下 長　139　幅　200
厚　　77　　重 2235

粗粒輝石
安山岩

25 多孔石 表土 長　242　幅　142
厚　　51　重 1214

粗粒輝石
安山岩

26 石棒？ ＦＡ下 長　136　幅　　28
厚　　22　重134．2

緑色片岩
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